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怯
醇
（
犀
。
。
。
ぼ
犀
）
は
、
恩
恵
、
寵
愛
等
の
意
味
の
あ
る
蒙
古
語
で
、

太
祖
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
即
位
前
二
年
（
＝
一
〇
四
）
の
春
、
ナ
イ
マ
ン
征

伐
を
前
に
し
て
組
織
さ
れ
た
宿
衛
・
侍
衛
・
箭
筒
士
の
三
隊
か
ら
な
る

親
軍
を
い
う
　
注
①
　
。
そ
れ
は
宿
衛
・
護
衛
を
掌
る
親
軍
で
あ
る
と

同
時
に
、
宮
廷
内
に
あ
っ
て
カ
ン
の
飲
食
の
支
度
を
し
た
り
、
羊
飼
い

や
、
馬
飼
い
、
オ
ル
ド
の
家
億
を
取
り
締
ま
っ
た
り
す
る
家
政
機
関
で

も
あ
っ
た
。
ま
た
怯
醇
の
成
員
で
あ
る
怯
醇
　
は
、
千
戸
、
百
戸
、
牌

子
頭
（
士
戸
）
、
白
身
人
等
の
子
弟
の
内
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
な
人
材

で
あ
っ
て
、
皇
帝
の
恩
寵
を
う
け
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
職
務
に
従
事

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貴
族
階
層
と
し
て
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
注
②
。
　
元
史
兵
志
で
は
、
中
国
歴
代
の

制
に
比
較
し
て
、
怯
醇
を
宿
衛
又
は
禁
．
軍
と
称
し
て
い
る
。

　
太
祖
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
第
二
次
即
位
の
年
（
＝
一
〇
六
）
に
怯
醇
は

宿
衛
千
人
、
箭
筒
士
千
人
、
侍
衛
八
千
人
、
合
計
一
万
人
の
大
規
模
な

組
織
に
発
展
し
、
親
軍
と
し
て
の
性
格
が
強
化
さ
れ
る
が
、
チ
ン
ギ
ス

カ
ン
の
前
途
に
は
、
西
夏
あ
り
、
ウ
イ
グ
ル
国
あ
り
、
金
あ
り
、
さ
ら

に
西
域
が
あ
り
、
怯
蒔
の
拡
大
は
そ
れ
ら
と
の
征
服
戦
争
に
備
え
た
も
の

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

チ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
あ
と
を
継
い
だ
太
宗
オ
ゴ
タ
イ
カ
ン
も
、
太
祖
の
怯
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単ニ，、

夫

伐
を
前
に
し
て
組
織
さ
れ
た
宿
衛
・
侍
衛
・
箭
筒
士
の
三
隊
か
ら
な
る

親
軍
を
い
う
注
①
。
そ
れ
は
宿
衛
・
護
衛
を
掌
る
親
軍
で
あ
る
と

同
時
に
、
宮
廷
内
K
あ
っ
て
カ
ン
の
飲
食
の
支
度
を
し
た
り
、
羊
飼
い

や
、
馬
飼
い
、
オ
ル
ド
の
家
億
を
取
り
締
ま
っ
た
り
す
る
家
政
機
関
で

も
あ
っ
た
。
ま
た
怯
蒔
の
成
員
で
あ
る
怯
蒔

F
は
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一
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百
戸
、
牌

子
頭
(
十
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戸
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、
自
身
人
等
の
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弟
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内
か
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選
ば
れ
た
優
秀
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人
材

で
あ
っ
て
、
皇
帝
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恩
寵
を
ろ
け
、
右
陀
述
べ
た
よ
う
な
職
務
陀
従
事

す
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貴
族
階
層
と
し
て
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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@
。
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で
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中
国
歴
代
の

制
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比
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し
て
、
怯
蒔
を
宿
衛
又
は
禁
軍
と
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る
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の
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は

宿
衛
千
人
、
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筒
士
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、
侍
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八
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、
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一
万
人
の
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規
模
な
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K
発
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軍
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さ
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K
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あ
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に
西
域
が
あ
向
、
怯
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の
拡
大
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そ
れ
ら
と
の
征
服
戦
争
陀
備
え
た
も
の

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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チ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
あ
と
を
継
い
だ
太
宗
オ
ゴ
タ
イ
カ
ン
も
、
太
祖
の
怯



元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

醇
の
制
を
そ
の
ま
ま
受
け
つ
い
だ
。
し
か
し
太
宗
が
一
二
三
四
年
夏
を

滅
し
て
、
中
国
河
北
を
支
配
領
域
に
含
む
よ
幽
う
に
な
り
、
さ
ら
に
世
祖

フ
ビ
ラ
イ
が
即
位
し
、
中
国
的
官
制
を
整
え
て
く
る
と
、
事
情
は
自
ら

異
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
枢
密
院
の
管
下
に
侍
衛
三
軍
（
左
・

右
・
中
・
前
．
後
転
衛
）
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
怯
醇
の
親

軍
と
し
て
の
性
格
は
薄
れ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
感
量
局
（

至
元
二
年
）
が
設
け
ら
れ
て
天
子
の
膳
蓋
を
掌
り
、
重
重
所
（
中
統
四

年
）
が
設
け
ら
れ
て
天
子
の
牧
馬
を
掌
り
、
大
都
城
門
尉
（
至
元
二
十

年
）
が
設
け
ら
れ
て
門
衛
を
掌
り
、
奉
御
（
天
暦
初
年
）
が
設
け
ら
れ

て
天
子
の
濡
衣
を
掌
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
職
掌
は
か
つ
て
の

怯
醇
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
当
然
怯
醇
の
組
織
の

在
り
方
、
職
掌
の
運
営
等
に
変
化
が
生
じ
、
怯
醇
自
体
が
変
質
す
る
と

い
ろ
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
最
も
大
き
な
変
質
を
結
論
的
に
言
え
ば
、

白
書
の
軍
隊
と
し
て
の
性
格
が
弱
ま
る
反
面
、
人
材
養
成
機
関
と
し
て

の
性
柊
が
輪
ま
り
、
怯
醇
は
元
朝
高
級
官
僚
の
母
胎
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
世
祖
以
後
の
元
朝
の
官
僚
制
は
怯
醇
を
除
外

し
て
は
者
．
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
木
器
に
と
り
あ
げ
る
四
怯
醇
の
輪
番
制
度
も
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
以
後
の

怯
醇
制
度
の
運
営
を
め
ぐ
る
怯
醇
の
変
質
の
問
題
で
あ
る
。
箭
内
亙
氏

が
、
四
五
醇
の
輪
番
制
庶
は
、
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
以
後
に
な
る
と
、
元
史

兵
馬
に
記
載
す
る
規
定
遣
り
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
の
に
対
し

て
、
筆
者
は
、
元
守
兵
志
の
記
載
に
も
訂
正
す
べ
き
点
が
あ
る
が
、
大

体
は
そ
れ
に
記
載
す
る
規
定
通
り
に
行
な
わ
れ
、
元
末
に
至
る
ま
で
遵

守
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
　
注
③
。

噌、

と
こ
ろ
で
元
遊
兵
志
官
憲
ノ
衝
條

　
　
四
怯
醇
。
太
祖
功
臣
博
ホ
忽
、
博
ホ
尤
・
木
華
黎
・
助
老
温
、
時

　
　
號
歯
止
班
曲
律
。
嘉
言
四
更
也
。
太
祖
命
題
石
鹸
怯
醇
之
長
。
怯

　
　
醇
寺
前
言
番
直
宿
衛
也
。
凡
宿
衛
毎
三
日
而
一
更
。
二
酉
戌
日
量

　
　
ム
小
量
領
之
、
為
第
一
怯
醇
。
即
画
廊
怯
醇
。
博
ム
小
鳥
百
重
。
太
祖

　
　
直
壁
別
速
写
代
之
。
而
非
四
傑
功
臣
之
類
故
、
太
祖
以
自
名
領
之
。

　
　
其
云
也
愚
者
、
言
天
子
自
領
之
斎
忌
。
亥
子
丑
日
博
ム
小
忽
王
立
、

　
　
為
第
二
怯
醇
。
寅
卯
辰
日
木
馬
黎
領
之
。
為
第
三
怯
醇
。
巳
盛
運

　
　
日
赤
叢
叢
領
之
、
為
第
四
怯
醇
。
赤
老
温
後
絶
。
其
後
怯
者
常
以

　
　
右
丞
相
領
之
。
凡
怯
課
長
之
子
孫
或
由
天
子
老
親
信
、
或
問
雪
丸

　
　
所
薦
挙
、
或
以
其
次
序
所
当
為
、
即
襲
豊
肥
以
掌
環
衛
。
錐
其
官

　
　
卑
勿
論
也
。
及
年
労
既
久
、
置
畳
擢
為
一
品
官
。
而
怯
醇
之
長
、

　
　
天
子
樽
詰
命
大
臣
黒
総
之
。
然
不
常
設
也
。

と
あ
っ
て
、
四
怯
酵
長
の
任
命
原
則
と
四
書
醇
の
輪
番
に
つ
い
て
総
括

的
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
箭
内
氏
は
す
で
に
「
元
朝
門

前
考
」
に
お
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
訂
正
補
足
す
べ
き
点
が
あ

る
。
そ
の
う
ち
と
く
に
大
き
い
も
の
と
し
て
次
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
①
前
掲
元
皆
兵
志
の
記
載
に
よ
る
と
、
太
祖
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
功
臣

　
　
で
四
傑
と
称
せ
ら
れ
る
博
ホ
忽
、
博
ホ
市
、
木
華
字
、
旦
暮
温
の

　
　
四
人
の
子
孫
が
、
代
々
四
怯
醇
の
長
を
領
し
て
宿
衛
し
、
三
日
毎
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元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

蒔
の
制
を
そ
の
ま
ま
受
け
つ
い
だ
。
し
か
し
太
宗
が
二
一
三
四
年
金
を

滅
し
で
、
中
国
河
北
を
支
配
領
域
K
含
む
よ
う
陀
な
旬
、
さ
ら
K
世
祖

フ
ピ
ラ
イ
が
即
位
し
、
中
国
的
官
制
を
整
え
て
く
る
と
、
事
情
は
自
ら

異
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
枢
密
院
の
管
下
陀
侍
衛
親
軍
(
左
・

右
・
中
・
前
・
後
五
衛
)
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
怯
蒔
の
親

軍
と
し
で
の
性
格
は
薄
れ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
尚
食
局
(

至
元
二
年
)
が
設
け
ら
れ
て
天
子
の
膳
差
を
掌
り
、
群
牧
所
(
中
統
四

年
)
が
設
け
ら
れ
て
天
子
の
牧
馬
を
掌
り
、
大
都
城
門
尉
(
至
元
二
十

年
)
が
設
け
ら
れ
て
門
衛
を
掌
り
、
奉
御
(
天
暦
初
年
)
が
設
け
ら
れ

て
天
子
の
冠
衣
を
掌
る
よ
う

K
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
職
掌
は
か
つ
て
の

怯
酵
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
陀
当
然
怯
蒔
の
組
紛
の

在
り
方
、
職
掌
の
運
営
等
K
変
化
が
生
じ
、
怯
蒔
自
体
が
変
質
す
る
と

い
ろ
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
最
も
大
き
な
変
質
を
結
論
的
K
言
え
ば
、

怯
蒔
の
軍
隊
と
し
で
の
性
格
が
弱
ま
る
反
面
、
人
材
養
成
機
関
と
し
て

の
性
梓
が
椅
ま
り
、
怯
蒔
は
元
朝
高
級
宮
僚
の
母
胎
と
し
て
機
能
円
す
る

こ
と
陀
な
る
の
で
あ
る
。
世
祖
以
後
の
元
朝
の
官
僚
制
は
怯
蒔
を
除
外

し
て
は
衰
え
る
乙
と
が
で
き
な
い
。

本
稿
陀
と
り
あ
げ
る
四
怯
醇
の
輪
番
制
度
も
世
祖
フ
ピ
ラ
イ
以
後
の

怯
蒔
制
度
の
運
営
を
め
ぐ
る
怯
蒔
の
変
質
の
問
顕
で
あ
る
。
箭
内
互
氏

が
、
四
怯
蒔
の
輪
審
制
庶
は
、
世
祖
フ
ピ
ラ
イ
以
後
に
な
る
と
、
元
史

兵
志
陀
記
載
す
る
規
定
意
り
陀
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
の
に
対
し

て
、
筆
者
は
、
元
史
兵
志
の
記
載
に
も
訂
正
す
べ
き
点
が
あ
る
が
、
大

体
は
そ
れ
に
一
計
載
す
る
相
定
通
り

K
行
な
わ
れ
、
元
末
氏
至
る
ま
で
遵

守
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

注
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。

一
、
四
怯

醇

の

輪

番

制

度

と
こ
ろ
で
元
史
兵
志
宿
叫
吋

y
衛
候

四
怯
蒔
。
太
祖
功
臣
博
ホ
忽
、
博
ホ
北
・
木
華
禁
・
赤
老
温
、
時

競
援
里
班
曲
律
。
猶
言
四
傑
也
。
太
祖
命
其
世
領
怯
醇
之
長
。
怯

醇
者
猶
言
番
直
宿
衛
也
。
凡
宿
衛
毎
三
日
而
一
更
。
申
酉
成
日
博

ホ
忽
領
之
、
為
第
一
怯
蒔
。
即
也
可
怯
蒔
。
博
ん
小
忽
早
絶
。
太
祖

命
以
別
速
部
代
之
。
而
非
四
傑
功
臣
之
類
故
、
太
祖
以
自
名
領
之
。

其
云
也
可
者
、
言
天
子
自
領
之
故
也
。
亥
子
丑
日
博
ホ
忽
領
之
、

為
第
二
怯
辞
。
寅
卯
辰
日
木
華
繋
領
之
。
為
第
三
.
怯
蒔
。
巳
午
未

日
赤
老
温
領
之
、
為
第
四
怯
蒔
。
赤
老
温
後
絶
。
其
後
怯
蒔
常
以

右
丞
相
領
之
。
凡
怯
蒔
長
之
子
孫
或
由
天
子
所
親
信
、
或
由
宰
杵

所
薦
挙
、
或
以
其
次
序
所
当
為
、
即
襲
其
職
以
掌
環
衛
。
雌
其
官

卑
勿
論
也
。
及
年
労
既
久
、
則
遂
擢
為
一
品
官
。
而
怯
蒔
之
長
、

天
子
或
又
命
大
臣
以
総
之
。
然
不
常
設
也
。

と
あ
っ
て
、
四
怯
蒔
長
の
任
命
原
則
と
四
怯
醇
の
輪
番
に
つ
い
て
総
括

的
に
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
箭
内
氏
は
す
で

K

「
元
朝
怯

醇
考
」
に
お
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
訂
正
補
足
す
べ
き
点
が
あ

る
。
そ
の
う
ち
と
く
に
大
き
い
も
の
と
し
て
次
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
前
掲
元
史
兵
志
の
記
載
K
よ
る
と
、
太
祖
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
功
臣

で
四
傑
と
称
せ
ら
れ
る
博
ホ
忽
、
博
か
束
、
木
華
察
、
赤
老
温
の

四
人
の
子
孫
が
、
代
々
四
怯
醇
の
長
を
領
し
て
宿
衛
し
、
三
日
毎
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に
＝
玉
代
し
、
博
ム
小
忽
の
子
孫
は
申
酉
戌
日
に
番
直
し
て
第
一
怯

蒔
と
な
り
、
博
ホ
市
の
子
孫
は
亥
子
丑
日
に
番
直
し
て
第
二
怯
醇

と
な
り
、
木
通
黎
の
子
孫
は
寅
卯
辰
日
に
番
直
し
て
第
三
怯
醇
と

な
り
、
赤
感
温
の
子
孫
は
巳
午
未
日
に
番
直
し
て
第
四
怯
醇
と
な

っ
た
が
、
第
一
怯
醇
の
博
ホ
忽
の
子
孫
は
早
絶
し
た
の
で
、
早
速

部
が
代
っ
て
第
一
怯
臨
を
領
し
た
が
、
別
室
部
は
四
旬
功
臣
の
類

で
は
な
い
の
で
、
太
祖
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
は
自
名
を
以
っ
て
第
一
怯

醇
に
与
え
て
、
也
可
怯
醇
と
名
づ
け
た
。
ま
た
第
四
怯
醇
の
赤
老

温
の
子
孫
も
後
が
絶
え
た
の
で
、
其
の
後
は
右
丞
相
が
第
四
怯
蘇

を
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
記
載
に
つ
い
て
箭
内
氏

は
、
右
の
記
載
に
は
第
一
怯
醇
の
博
ホ
忽
の
子
孫
は
早
絶
し
た
と

あ
る
が
、
そ
れ
は
事
実
と
は
異
な
り
、
実
際
に
は
博
ホ
忽
の
子
孫

は
繁
栄
し
、
そ
の
な
か
か
ら
は
月
赤
察
児
、
墨
刺
海
、
孤
頭
と
い

っ
た
世
祖
・
成
宗
朝
の
怯
醇
長
を
出
し
て
い
る
の
で
、
彼
等
と
並

行
し
て
存
在
し
て
い
る
也
可
怯
酵
は
、
博
ホ
忽
の
子
孫
が
早
絶
し

た
後
を
承
け
た
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
第
｝
怯
醇
で
は
な
い
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
也
可
怯
醇
は
ど
の
胃
壁
を
領
し
た
か
と
い

う
と
、
第
二
怯
醇
の
博
ホ
乖
、
第
三
怯
醇
の
木
華
黎
の
子
孫
は
問

題
が
な
い
か
ら
、
四
身
醇
の
赤
民
法
の
後
を
承
け
た
の
で
あ
り
、

也
可
怯
醇
は
第
四
怯
醇
の
別
名
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
赤
墨

温
の
子
孫
は
、
兵
志
の
記
載
に
い
っ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
後

が
絶
え
て
い
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
子
孫
の
な
か
に
一

人
の
怯
艇
長
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
也
可
罰
醇
は

　
　
第
四
怯
醇
の
別
名
と
認
め
て
よ
い
と
い
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
筆

　
　
者
が
得
た
結
論
は
、
博
ム
小
忽
の
子
孫
が
領
し
た
怯
醇
、
也
可
怯
藤

　
　
第
四
怯
醇
の
三
者
に
つ
い
て
、
右
に
あ
げ
た
元
史
立
志
の
記
載
、

　
　
箭
内
氏
の
述
べ
る
と
こ
ろ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
心
す
る

　
　
点
。

　
②
四
富
加
の
番
直
日
支
に
関
し
て
、
第
一
怯
醇
は
申
酉
戌
日
に
、
第

　
　
二
怯
蘇
は
亥
子
丑
日
に
、
第
三
怯
葬
は
寅
卯
辰
日
に
、
第
四
怯
疎

　
　
は
巳
午
聖
日
に
番
直
す
る
と
い
う
元
史
兵
志
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　
　
規
定
に
つ
い
て
、
箭
内
氏
は
そ
の
よ
う
な
規
定
は
世
祖
以
後
に
お

　
　
い
て
は
全
く
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
断
言
し
て
い
る
が
、
果
し
て

　
　
氏
の
い
う
よ
う
に
規
定
通
り
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
そ

　
　
れ
と
も
規
定
通
り
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
点
。

　
以
下
、
こ
の
二
点
を
中
心
に
、
四
周
醇
の
任
命
原
則
と
四
達
醇
の
輪

番
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。
先
づ
便
宜
上
②
か
ら
取
り
上
げ
て
検
討
す

る
。　

　
　
ユ
、
四
望
醇
の
輪
番

　
四
面
葬
の
輪
番
に
お
け
る
番
直
日
支
の
検
討
の
際
箭
内
氏
の
拠
っ

た
の
は
、
元
典
章
及
び
シ
ャ
バ
ン
ヌ
氏
が
「
通
報
」
紙
上
に
載
せ
た

白
話
碑
文
よ
り
蒐
集
し
た
十
八
通
の
公
文
書
で
あ
る
。
筆
者
の
並
べ
た

と
こ
ろ
、
同
様
の
公
文
書
が
、
右
の
外
に
も
、
広
倉
学
署
叢
書
秘
書
監
志

（
2
3
通
）
、
元
永
楽
大
典
所
収
の
元
南
台
備
要
、
憲
台
通
紀
、
続
憲
台

通
紀
（
2
1
）
、
廟
学
典
礼
（
8
）
、
遼
史
目
録
（
2
）
、
金
史
公
文
（
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

陀
二
父
代
し
、
博
お
忽
の
'
子
孫
は
申
酉
成
自
に
番
直
し
て
第
一
怯

蒔
と
な
旬
、
博
ん
小
戒
の
子
孫
は
亥
子
丑
自
に
番
直
し
て
第
二
怯
蒔

と
な
り
、
木
華
家
の
子
孫
日
寅
卯
辰
日

K
番
直
し
て
第
三
怯
蒔
と

な
旬
、
赤
老
温
の
子
孫
は
巳
午
未
日
陀
番
直
し
で
第
四
怯
蒔
と
な

っ
た
が
、
第
一
怯
蒔
の
静
ホ
忽
の
子
孫
は
早
絶
し
た
の
で
、
別
速

部
が
代
っ
て
第
一
怯
蒔
を
領
し
た
が
、
別
速
都
は
四
傑
功
臣
の
類

で
は
な
い
の
で
、
太
祖
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
は
自
名
を
以
っ
て
第
一
怯

蒔
K
与
え
で
、
也
可
怯
蒔
と
名
づ
け
た
。
ま
た
第
四
怯
蒔
の
赤
老

温
の
子
孫
も
後
が
絶
え
た
の
で
、
其
の
後
は
右
丞
相
が
第
四
怯
醇

を
領
す
る
こ
と
陀
な
っ
た
と
あ
る
。
乙
の
記
載

κ
つ
い
て
箭
内
氏

は
、
右
の
記
載
に
は
第
一
怯
蒔
の
博
か
忽
の
子
孫
は
早
絶
し
た
と

あ
る
が
、
そ
れ
は
事
実
と
は
異
な
り
、
実
際
に
は
博
ホ
忽
の
子
孫

は
繁
栄
し
、
そ
の
な
か
か
ら
は
月
赤
察
児
、
塔
刺
海
、
佃
頭
と
い

っ
た
世
祖
・
成
宗
朝
の
怯
蒔
長
を
出
し
て
い
る
の
で
、
彼
等
と
並

行
し
て
存
在
し
で
い
る
也
可
怯
蒔
は
、
博
ホ
忽
の
子
孫
が
早
絶
し

た
後
を
承
け
た
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
第
一
怯
蒔
で
は
な
い

ζ

と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
也
可
怯
蒔
は
ど
の
怯
辞
を
領
し
た
か
と
い

ろ
と
、
第
二
怯
辞
の
博
か
北
、
第
三
怯
蒔
の
木
華
懇
の
子
孫
は
問

題
が
な
い
か
ら
、
四
怯
蒔
の
赤
老
温
の
後
を
承
け
た
の
で
あ
り
、

也
可
怯
蒔
は
第
四
怯
蒔
の
別
名
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
赤
老

湿
の
子
孫
は
、
兵
志
の
記
載
に
い
っ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
後

が
絶
え
て
い
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
子
孫
の
な
か
に
一

人
の
怯
蒔
長
を
も
見
出
す
乙
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
也
可
怯
醇
は

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

第
四
怯
醇
の
別
名
と
認
め
て
よ
い
と
い
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
筆

者
が
得
た
結
論
は
、
博
ぷ
忽
の
子
孫
が
領
し
た
怯
蒔
、
也
可
怯
蕗

第
四
怯
醇
小
三
者
陀
つ
い
て
、
右
K
あ
げ
た
元
史
兵
志
の
記
載
、

箭
内
氏
の
述
べ
る
と
乙
λ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
K
酷
伏
す
る

占
m
o

②
四
怯
辞
の
番
直
日
支
K
関
し
て
、
第
一
怯
蒔
は
申
酉
成
自
に
、
第

二
怯
蒔
は
亥
子
丑
日

K
、
第
三
怯
蒔
は
寅
卯
辰
日
に
、
第
四
怯
蒔

は
巳
午
未
日

K
番
直
す
る
と
い
う
元
史
兵
志

K
記
載
さ
れ
て
い
る

規
定
に
つ
い
て
、
箭
内
氏
は
そ
の
よ
ろ
な
規
定
は
世
祖
以
後
陀
お

い
て
は
全
く
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
断
言
し
て
い
る
が
、
果
し
で

氏
の
い
う
よ
う
に
規
定
通
り
陀
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
そ

れ
と
も
規
定
通
り
な
の
か
と
い
ろ
乙
と
に
関
す
る
点
。
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以
下
、
乙
の
二
点
を
中
心

K
、
四
怯
蒔
の
任
命
原
則
と
四
怯
醇
の
輪

番
K
つ
い
て
再
検
討
す
る
。
党
づ
便
宜
上
②
か
ら
取
h
リ

k
げ
て
検
討
す

る。

ー

、

四

怯

醇

の

輪

番

四
怯
蒔
の
輪
番
に
お
け
る
番
直
日
支
の
検
討
の
際
箭
内
氏
の
拠
っ

た
の
は
、
元
典
章
及
び
シ
ヤ
パ
ン
ヌ
氏
が
「
通
報
」
紙
上

K
載
せ
た

白
話
碑
文
よ
り
蒐
集
し
た
十
八
通
の
公
文
書
で
あ
る
。
筆
者
の
検
べ
た

と
乙
ろ
、
同
様
の
公
文
書
が
、
右
の
外
K
も
、
広
倉
学
費
叢
書
秘
書
監
志

(
幻
通
)
、
元
永
楽
大
典
所
収
の
元
南
台
備
要
、
憲
台
通
紀
、
続
憲
台

通
紀
(
幻
〉
、
廟
学
典
礼

(
8
)
、
遼
史
目
録

(
2
)
、
金
史
公
文
(



元
朝
の
怯
酵
に
つ
い
て

1
）
、
青
笹
集
（
2
）
、
建
山
文
集
（
－
）
、
邨
文
忠
公
事
（
8
）
、

轍
耕
録
（
」
）
、
金
陵
新
志
（
－
）
、
常
山
貞
石
蟹
に
見
出
さ
れ
、
ま

た
元
典
章
の
な
か
に
あ
っ
て
も
箭
内
氏
が
あ
げ
ら
れ
た
も
の
以
外
に
五

通
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
そ
の
検
討
に
入
る
前
に
、
公
文
書
の
形
式
と
そ
れ
ら
の
文
書

に
含
ま
れ
る
奏
文
に
怯
悪
心
を
始
め
と
す
る
近
侍
立
動
万
の
名
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
金
蔓
の
冒
頭
部
に
あ
る
公
文
に

　
　
皇
帝
聖
旨
裏
江
漸
等
慮
．
行
中
書
省
至
正
五
年
六
月
二
十
六
日
准
中

　
　
書
前
壷
。
至
正
五
年
四
月
十
三
日
篤
怜
帖
木
児
怯
醇
第
二
日
、
沙

　
　
嶺
納
鉢
斡
隠
裏
有
時
分
、
速
古
児
赤
雅
情
化
、
云
都
赤
撒
迫
迷
失
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
殿
中
龍
馬
、
給
事
中
也
先
不
先
等
有
来
。
阿
魯
禿
右
丞
相
、
帖
木

　
　
高
田
失
大
夫
、
太
平
院
使
、
伯
顔
平
章
、
達
書
帖
木
児
右
四
等
奏
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
皇
帝
の
聖
旨
の
内
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
江
漸
行
省
が

至
正
五
年
六
月
二
十
六
日
に
中
書
省
か
ら
准
け
と
っ
た
春
野
で
あ
る
。

「
至
正
五
年
」
以
下
は
そ
の
達
文
に
含
ま
れ
て
い
る
上
奏
文
の
冒
頭
で

あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
至
正
五
年
四
月
十
三
日
、
す
な
わ
ち
怯
醇
長
官

篤
怜
帖
木
叢
の
領
す
る
怯
醸
が
番
直
に
当
た
っ
て
い
る
そ
の
第
二
日
目
、

天
子
が
沙
嶺
納
鉢
斡
脱
に
居
た
時
、
そ
の
近
侍
に
は
速
古
児
赤
の
雅
普

化
、
云
都
響
の
撒
迫
石
窯
失
、
殿
中
侍
御
史
の
撒
馬
、
嘉
事
中
の
金
平

不
満
（
先
は
花
の
誤
り
）
等
が
い
た
が
、
そ
の
と
き
に
、
中
書
右
丞
相

阿
津
島
（
図
）
、
御
史
大
夫
帖
簿
児
辞
退
、
枢
密
院
使
太
平
、
平
章
政

事
序
顔
、
右
丞
達
世
富
木
児
等
が
（
以
下
の
よ
う
に
）
奏
し
た
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
至
正
五
年
四
月
十
三
日
に
番
直
し
た
怯

臨
長
官
の
名
が
篤
怜
首
木
児
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の
日
（

干
支
、
丁
卯
）
が
番
直
（
三
井
ご
と
に
更
代
す
る
）
の
第
二
日
に
当
た

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
篤
怜
帖
三
児
の
番
直
日
支
が
寅
卯
辰
で
あ
る
こ

と
が
推
算
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
右
に
近
侍
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
者

の
内
に
、
省
都
赤
撒
迫
里
迷
失
の
名
が
み
え
る
が
、
そ
の
云
窒
息
に
つ

い
て
、
報
耕
録
巻
一
に

　
　
国
朝
有
四
怯
薩
太
官
。
怯
蘇
者
分
宿
衛
供
奉
助
士
為
四
番
。
番
三

　
　
昼
夜
、
凡
上
之
起
居
飲
食
諸
諸
御
湿
政
令
、
怯
醇
之
長
皆
総
焉
。

　
　
中
有
云
都
赤
。
乃
遷
御
之
至
親
亡
者
。
錐
官
随
朝
諸
司
、
亦
三
日

　
　
噌
次
輪
流
入
直
、
負
骨
面
於
肩
、
偲
環
諸
事
腰
、
或
二
人
四
人
、

　
　
多
至
八
人
。
時
野
上
御
互
鶴
則
在
塀
階
之
下
。
蓋
所
以
藤
野
回
也
。

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
錐
宰
輔
之
日
暮
清
光
、
然
有
所
奏
請
、
無
云
都
赤
在
、
固
不
敢
進
。

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
今
中
書
移
盗
各
省
、
或
有
合
備
録
奏
文
事
者
、
内
必
有
云
都
赤
某

　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
等
、
以
此
之
故
。

と
あ
っ
て
、
云
都
赤
は
常
に
天
子
の
左
右
前
後
で
護
衛
に
あ
た
っ
て
お

り
、
宰
相
等
が
上
奏
す
る
時
に
は
彼
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
故

に
、
中
書
省
か
ら
各
省
へ
送
る
公
文
書
に
備
録
さ
れ
た
奏
文
に
は
常
に

云
蒼
黒
の
名
が
あ
る
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
云
都
赤
に
限
ら
ず
、

奏
文
の
冒
頭
に
怯
馬
長
以
下
近
侍
怯
醇
万
の
名
を
連
ね
な
い
と
は
、
奏

時
に
お
け
る
こ
れ
ら
近
侍
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
近
侍
怯
醇
万
は
多
く
「
随
朝
諸
司
に
官
」

を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
帰
詣
野
史
公
文
に
み
え
る
上

一　94　一

冗
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

1
)
、
青
崖
集

(
2
)
、
師
山
文
集
〈
1
)

、
都
文
忠
公
集
(
8
)
、

綴
耕
録

(

1

)

、
金
陵
新
志
(

1

)

、
常
山
貞
石
志
陀
見
出
さ
れ
、
ま

た
元
典
章
の
な
か
陀
あ
つ
で
も
箭
内
氏
が
あ
げ
ら
れ
た
も
の
以
外
陀
五

通
が
あ
る
。

そ
こ
で
そ
の
検
討
に
入
る
前
児
、
公
文
書
の
形
式
と
そ
れ
ら
の
文
書

に
含
ま
れ
る
奏
文
に
怯
蒔
長
を
始
め
と
す
る
近
侍
怯
蒔
万
の
名
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

金
史
の
冒
頭
部
に
あ
る
公
文
に

皇
帝
聖
旨
裏
江
漸
等
慮
行
中
書
省
至
正
五
年
六
月
二
十
六
日
准
中

書
省
杏
。
至
正
五
年
四
月
十
三
日
篤
怜
帖
木
児
怯
醇
第
二
日
、
沙

嶺
納
鉢
斡
脱
裏
有
時
分
、
速
古
児
赤
雅
普
化
、
云
都
赤
撒
迫
迷
失
、

ママ

殿
中
撒
馬
、
給
事
中
也
先
不
先
等
有
来
。
阿
魯
禿
右
丞
相
、
帖
木

児
塔
失
大
夫
、
太
平
院
使
、
伯
顔
平
章
、
達
世
帖
木
児
右
丞
等
奏
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
皇
帝
の
聖
旨
の
内
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
江
噺
行
省
が

至
正
五
年
六
月
二
十
六
日
比
中
書
省
か
ら
准
け
と
っ
た
杏
文
で
あ
る
。

「
至
正
五
年
」
以
下
は
そ
の
杏
文
に
含
ま
れ
て
い
る
上
奏
文
の
冒
頭
で

あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
至
正
五
年
四
月
十
三
日
、
す
な
わ
ち
怯
蒔
長
官

篤
怜
帖
木
児
の
領
す
る
怯
蒔
が
番
直
に
当
た
っ
て
い
る
そ
の
第
二
日
目
、

天
子
が
沙
嶺
納
鉢
斡
脱
に
居
た
時
、
そ
の
近
侍
に
は
速
古
児
赤
の
雅
普

化
、
云
都
赤
の
撒
迫
里
迷
失
、
殿
中
侍
御
史
の
撒
馬
、
給
事
中
の
也
先

不
花
(
先
は
花
の
誤
り
)
等
が
い
た
が
、
そ
の
と
き
に
、
中
書
右
丞
相

阿
魯
禿
(
図
)
、
御
史
大
夫
帖
木
児
塔
失
、
枢
密
院
使
太
平
、
平
章
政

事
伯
顔
、
右
丞
達
世
帖
木
児
等
が
(
以
下
の
よ
う
に
)
奏
し
た
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
乙
れ
に
よ
っ
て
至
正
五
年
四
月
十
三
日
に
番
直
し
た
怯

蕗
長
官
の
名
が
篤
怜
帖
木
児
で
あ
る
乙
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の
日
(

干
支
、
了
卯
)
が
番
直
(
三
日
ご
と
に
更
代
す
る
)
の
第
二
日
比
当
た

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
篤
怜
帖
木
児
の
番
直
日
支
が
寅
卯
辰
で
あ
る
こ

と
が
推
算
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
右
に
近
侍
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
者

の
内
に
、
云
都
赤
撒
迫
里
迷
失
の
名
が
み
え
る
が
、
そ
の
云
都
赤
に
つ

い
て
、
報
耕
録
巻
一
に

国
朝
有
四
怯
蒔
太
官
。
怯
醇
者
分
宿
衛
供
奉
之
士
為
四
番
。
番
三

昼
夜
、
凡
上
之
起
居
飲
食
諸
服
御
之
政
令
、
怯
蕗
之
長
皆
総
薦
。

中
有
云
都
赤
。
乃
侍
御
之
至
親
近
者
。
雄
官
随
朝
諸
司
、
亦
三
日

一
次
輪
流
入
直
、
負
骨
染
於
肩
、
伺
環
万
於
腰
、
或
二
人
四
人
、
一

タ
至
八
人
。
時
若
上
御
控
鶴
則
在
埠
階
之
下
。
蓋
所
以
虞
姦
回
也
。
↓

雄
宰
輔
之
日
現
清
光
、
然
有
所
奏
請
、
無
云
都
赤
在
、
固
不
敢
進
。

今
中
書
移
杏
各
省
、
或
有
須
備
録
奏
文
事
者
、
内
必
有
云
都
赤
某

等
、
以
此
之
故
。

と
あ
っ
て
、
云
都
赤
は
常
に
天
子
の
左
右
前
後
で
護
衛
に
あ
た
っ
て
お

り
、
宰
相
等
が
上
奏
す
る
時
に
は
彼
の
承
認
を
必
要
と
寸
る
。
そ
れ
故

に
、
中
書
省
か
ら
各
省
へ
送
る
公
文
書
に
備
録
さ
れ
た
奏
文
民
は
常
に

云
都
赤
の
名
が
あ
る
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
五
都
赤
に
限
ら
ず
、

奏
文
の
冒
頭
陀
怯
醇
長
以
下
近
侍
怯
蕗
万
の
名
を
連
ね
な
い
と
は
、
奏

時
に
お
け
る
こ
れ
ら
近
侍
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
近
侍
怯
蒔
万
は
多
く
「
随
朝
諸
司
に
宮
」

を
有
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
先
掲
金
史
公
文
に
み
え
る
上



奏
者
の
う
ち
の
中
書
右
丞
相
阿
魯
禿
は
第
二
三
七
長
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
第
三
怯
二
七
の
篤
怜
帖
木
児
が
第
三
怯
醇
を
領
し
て
番
直
し
て
い
る

と
き
、
非
番
の
阿
蒙
禿
は
中
書
右
丞
相
の
職
務
に
つ
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
怯
藤
長
は
近
侍
怯
藤
万
全
体
の
統
率
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
近

侍
怯
醇
万
は
、
多
く
随
喜
諸
司
の
重
要
な
官
職
に
つ
い
て
い
る
（
こ
れ

に
つ
い
て
は
別
論
を
用
意
し
て
い
る
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
元
朝
に
お
け

る
筆
癖
長
の
地
位
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
下
に
同
様
な
奏
文
の
例
を
二
、
三
あ
げ
る
。
秘
書
監
志
巻
七
に

　
　
至
元
二
十
四
年
十
一
月
初
八
日
懐
妊
怯
醇
第
一
日
、
香
殿
裏
有
時

　
　
分
、
火
児
篭
脱
慢
性
蚕
児
、
不
花
、
刺
史
児
赤
禿
土
台
、
博
翌
翌
恰

　
　
答
孫
、
唆
歓
同
知
、
月
迭
失
認
知
、
対
内
毎
的
、
相
寄
丞
相
、
阿

　
　
魯
輝
撒
里
平
章
、
葉
右
丞
、
阿
鵡
答
尚
書
、
忽
都
留
児
尚
書
、
章
々

　
　
馬
失
里
尚
書
等
奏
…
…
…

　
（
　
第
　
剛
　
表
　
）

と
あ
り
、
永
楽
大
典
二
千
六
百
十
野
南
台
最
要
に
、

　
　
（
順
帝
）
至
元
六
年
正
月
二
十
日
也
粉
雪
醇
第
二
日
、
玉
三
殿
西

　
　
耳
房
裏
有
時
分
、
速
古
児
赤
禿
赤
、
云
都
赤
赤
黒
黒
、
殿
中
雪
花

　
　
察
児
等
有
来
。
別
置
里
不
花
大
夫
、
脱
脱
大
夫
、
教
化
中
割
、
韓
．

　
　
乱
書
、
王
都
事
、
蒙
古
必
閣
赤
阿
魯
威
韻
律
．
…
…

と
あ
る
。

　
以
上
、
元
朝
に
お
け
る
岩
国
長
の
地
位
の
重
要
性
、
臣
下
が
皇
帝
に

上
奏
す
る
際
に
怯
醇
（
特
に
怯
薩
長
）
の
持
っ
て
い
た
役
割
の
重
要
性

が
わ
か
る
が
、
そ
の
点
は
四
当
時
の
輪
番
制
度
が
い
か
に
運
用
さ
れ
て

い
た
か
に
か
か
わ
る
。
以
下
統
計
八
十
五
通
の
公
文
書
に
よ
っ
て
四
怯

臨
の
輪
番
制
度
の
あ
り
方
、
ま
ず
番
直
日
支
を
検
討
す
る
が
、
左
に
箭
　
一

内
氏
に
倣
い
第
一
表
を
作
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
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一

文
　
書
　
出
　
所

年
代
順

上
　
奏
　
せ
　
る
　
年
　
月
　
日

※
日
支

※
当
概
長
官
番
直
日
支

次
項
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
番
直
日
支

秘
　
　
　
　
　
二

1

至
元
二
十
年
六
月
七
日

丑

安
　
　
　
　
　
童
　
第
一
日

丑
寅
卯

典
　
　
　
　
　
八

2
　
0

同
　
二
十
一
年
正
月
二
十
五
日

戌

朱
　
　
烈
　
　
門
　
　
第
，
二
日

酉
戌
亥

戌
亥
子

同
　
　
　
　
　
五

0
0
　
0

同
　
二
十
二
年
十
月
二
十
一
日

未

也
　
　
　
　
　
可
　
第
一
日

未
申
酉

憲
　
　
　
　
　
通

4

同
　
　
　
　
　
右

秘
　
　
　
　
　
三

5

同
　
二
十
三
年
二
月
十
二
日

申

也
　
　
　
　
　
可
　
第
二
日

未
申
酉

同
　
四
　
鋤

6

同
　
　
　
　
　
右

同
　
四
　
娩

7

同
　
　
　
　
　
右

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

奏
者
の
う
ち
の
中
書
右
丞
相
阿
魯
禿
は
第
二
怯
蕗
長
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
第
三
怯
藤
長
の
篤
怜
帖
木
児
が
第
三
怯
蒔
を
領
し
て
番
直
し
て
い
る

と
き
、
非
番
の
阿
魯
禿
は
中
書
右
丞
相
の
職
務
に
つ
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
怯
蒔
長
は
近
侍
怯
醇
万
全
体
の
統
率
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
近

侍
怯
蒔
万
は
、
多
く
随
朝
諸
司
の
重
要
な
官
職
に
つ
い
て
い
る
(
こ
れ

に
つ
い
て
は
別
論
を
用
意
し
て
い
る
)
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
元
朝
に
お
け

る
怯
蒔
長
の
地
位
が
如
何
に
重
要
で
あ
る
か
が
窺
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
下
に
同
様
な
奏
文
の
例
を
一
一
、
三
あ
げ
る
。
秘
書
監
志
巻
七
に

至
元
二
十
四
年
十
一
月
初
八
日
也
可
怯
蒔
第
一
日
、
香
殿
裏
有
時

分
、
火
児
赤
脱
怜
帖
木
児
、
不
花
、
刺
古
児
赤
禿
林
台
、
博
児
赤
恰

答
孫
、
唆
歓
同
知
、
月
迭
失
同
知
、
対
這
毎
的
、
相
寄
丞
相
、
阿

魯
輝
撒
里
平
章
、
葉
右
丞
、
阿
鶴
答
尚
書
、
忽
都
文
口
児
尚
書
、
乞
失

馬
失
里
尚
書
等
奏
:
・
:
・

ハ

第

一

表

〉

と
あ
り
、
永
楽
大
典
二
千
六
百
十
元
南
台
備
要
に
、

(
順
帝
)
至
元
六
年
正
月
二
十
日
也
可
怯
蕗
第
二
日
、
玉
徳
殿
西

耳
房
裏
有
時
分
、
速
古
児
赤
禿
赤
、
云
都
赤
赤
老
温
、
殿
中
不
花

察
児
等
有
来
。
別
怯
里
不
花
大
夫
、
脱
脱
大
夫
、
教
化
中
丞
、
韓

治
書
、
王
都
事
、
蒙
古
必
闇
赤
阿
魯
威
等
奏
:
:
:

と
あ
る
。

以
上
、
元
朝
に
お
け
る
怯
蒔
長
の
地
位
の
重
要
性
、
臣
下
が
皇
帝
に

上
奏
す
る
際
に
怯
蒔
(
特
に
怯
蒔
長
)
の
持
っ
て
い
た
役
割
の
重
要
性

が
わ
か
る
が
、
そ
の
点
は
四
怯
蒔
の
輪
番
制
度
が
い
か
に
運
用
さ
れ
て

い
た
か
に
か
か
わ
る
。
以
下
統
計
八
十
五
通
の
公
文
書
に
よ
っ
て
四
怯

蕗
の
輪
番
制
度
の
あ
り
方
、
ま
ず
番
直
日
支
を
検
討
す
る
が
、
左
に
箭
一

内

氏

に

倣

い

第

一

表

を

作

る

。
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月 月 七
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一 十 十一
日 一 五 月
日 日

日

申 未 戊 丑 ※ 支日

也 也 朱 安 J怯

醇
烈

長

可 可 ~~ 童 p国'-. 

l第 第 第 第
番直

一 一 一 一一 日
日 日 日 日 次

未 未 酉 丑 直長※

申 申 戊 寅 日官当

酉 酉 亥 gp 支番概

戊

主主i亥

子

瓦
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て
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禿 可 児 花 可 魯 児 赤 児 イ白 蛮 児 住 児 住 児 住 住 児 官

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
番直

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一 一 一 一 一一一 一 -一 一 一 一 一 日
日 日 日日 日日 日 日日 日 日 日 日 日 日 日日 日日 次

亥 申 寅 己申 亥 申 亥 寅 丑 亥 亥 寅 巳 寅 巳 寅 酋 巳 直長※

子 酉 gp 午 酉 子 酉 子。p寅 子 子 gp 午 Vp 午 gp 成 午 日官当
丑 成 辰 未 成 丑 成 丑 辰 gp 丑 丑 辰 未 辰 未 辰 亥 未 支番該

寅 寅

主支主れ管い
gp gp 

辰 辰

-98 -

元
副
官

mp簡
略
低
一
守
れ
で



元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

文
　
書
　
出
　
所

年
代
順

上
　
奏
　
せ
　
る
　
年
　
月
　
日

※
日
支

怯
　
醇
　
長
　
官

番
直
日
次

※
当
該
長
官
番
直
日
支

次
項
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
番
直
日

綴
　
録
　
十
　
三

65

至
正
元
年
八
月
半
二
日

巳

別
二
三
不
花

第
一
日

巳
午
未

秘
　
　
　
　
　
五

66

同
　
　
　
九
月
二
十
二
日

申

也
　
　
　
　
　
可

第
　
一
日

申
酉
戌

遼
　
　
　
　
　
目

67

’
同
　
三
年
三
月
十
四
日

卯

篤
山
南
亡
児

第
．
三
日

丑
寅
卯

寅
卯
辰

同

68

同
　
　
　
三
月
二
十
八
日

巳

別
同
工
不
花

第
二
日

辰
巳
午

巳
午
未

憲
　
　
　
　
　
通

69

同
　
四
年
八
月
三
十
日

戌

也
　
　
　
　
　
可

第
三
日

申
酉
戌

金
　
史
　
公
　
文

70

同
　
五
年
四
月
十
三
日

卯

篤
怜
帖
木
馬

第
二
日

寅
卯
辰

憲
　
　
　
　
　
続

71

同
　
　
，
十
月
二
日

子

阿
　
　
魯
　
　
図

第
二
日

亥
子
丑

南
　
　
　
　
備
、
．

72

同
　
十
年
十
一
月
二
十
二
日
－

酉

也
　
　
　
　
　
可

第
二
日

申
酉
戌

同

，
7
3

同
　
　
、
十
二
月
二
＋
日

丑

阿
　
　
魯
　
　
鴎

第
三
日

亥
子
丑

周

、
7
4

同
＋
一
年
正
月
＋
一
日

酉

也
　
　
　
　
　
可

第
二
日

増
田
戌

憲
　
　
　
　
続

75

同
　
十
二
年
正
月
二
十
九
日

戌

也
　
　
　
　
　
可

第
三
日

申
酉
戌

南
　
　
　
　
　
備

76

同
　
　
　
　
二
月
九
日

未

脱
　
　
　
　
　
脱

第
三
日

巳
午
未

同
，

・
7
7

，
同
　
　
　
　
三
月
二
十
二
日

寅
・

咬
・
，
　
　
　
咬

第
「
．
三
，
日

子
丑
寅

亥
子
丑

同

、
7
8

引
伺
‘
　
　
」
二
月
二
十
四
月
．

辰

篤
ゴ
憐
帖
木
児
’

第
三
月

寅
卯
辰

同

79

同
　
　
，
閏
三
月
十
六
日
、
「

丑

咬
　
　
　
　
－
、
咬

第
，
三
巳

亥
子
丑

同

〔
8
0

同
，
　
　
　
　
二
十
五
日

戌

‘
也
．
・
　
　
　
可
，

第
三
日

申
酉
戌

同

81

「
同
　
　
　
　
四
月
三
十
日

申

也
　
　
　
　
　
可

第
一
日

申
子
戌

，
同

．
雛
・

同
　
　
　
　
十
一
月
五
日

　
戌
「

也
，
　
　
　
　
可

第
二
日

酉
戌
、
亥

三
酉
戌
，

　
師
　
山
　
文
　
集

83

同
　
十
五
年
六
月
二
十
五
日

卯

ゴ
燕
　
　
古
　
　
児

第
二
日

寅
卯
辰

一．　99　一

元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

師 南 憲 南 憲 金 憲 遼 秘 報 文

山 史 録 書
同 同 同 同 同 同 同 同 同

出文 公 十

集 備 続 備 続 文 通 目 五 一 所

83 82 81 80 79 78 77 76 75 74 73 72 71 70 69 68 67 66 65 
年代JI頂

同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同
至正 仁

十 十 十 十 五 四 一 フE 奏五
閏

一 ー一 年 年 年 年 年一
年 年

年月正
十 十 十

月十四
/¥、 一 月九 /¥ せr¥ d 十 四 一 一 正 月 月 月 月十 月十月 一 月 月 月 月 月 月 月 月 る一 月 -十 一 一 九 一 十 一 一 日 -十 十 四 十 一一

十 五 十 十 ーr、a 十 十 日 十 一 十 十 日 日 /¥ 日 一 日 年
五 日 日 五 日 四 一 九 日 日 一 日 日
日 日 日 日 日 日 月

日

VP 成 申 戊 丑 辰 寅 未 成 酉 丑 酉 子 VP 戊 巳 卯 申 巳 尚支日

調E 也 也 也 校 篤 校 脱 也 也 阿 也 阿 篤 也 JJIj :篤 也 日リ 』怯

憐 J怜 児 ;憐 理
蒔

古 帖 魯 魯 帖 J怯 帖 4ゑ
木 木 不 木 不 長

児 可 可 可 佼 児 校 脱 可 可 図 可 図 児 可 花 児 可 花 r国L." 

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
番直--一 一一

日
日

日 日 日 日 日t 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 次

寅 酉 申 申 亥 寅 子 巳 申 申 亥 申 亥 寅 申 辰 丑 申 巴 直長※
VP 成 酉 酉 子 VP 丑 午 酉 酉 子 酉 子 VP 酉 巳 寅 酉 午 日官当
辰 亥 1成 成 丑 辰 寅 未 戊 成 丑 成 丑 辰 戊 午 VP 戊 未 支番該

申 亥 巳 寅

宣す白 言れ書告おい
酉 子 午 VP 
成 丑 未 辰
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元
朝
の
怯
藤
に
つ
い
て

文
　
書
　
出
　
所

年
代
順

上
　
奏
　
せ
　
る
　
年
　
月
　
日

※
日
支

怯
醇
　
長
　
官

番
直
日
次

※
当
該
長
官
番
直
日
支

次
項
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
番
直
日
支

自
　
　
　
　
　
碑

84
E

至
正
二
十
三
年
十
月
十
三
日

申

恰
　
　
刺
　
　
章

第
二
日

未
申
酉

亥
子
丑

同

85
E

同
　
二
十
六
年
二
月
十
七
日

巳

完
者
帖
木
児

第
一
日

巳
午
未

備
考
　
※
印
欄
は
筆
者
の
推
算
に
よ
る
。
年
代
順
の
数
字
の
下
に
つ
け
て
あ
る
・
印
は
箭
内
氏
が
「
元
朝
怯
愚
考
」
の
表
に
掲
げ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
a
、
延
祐
年
間
と
至
正
前
期

　
ま
ず
、
四
三
醇
の
輪
番
が
、
元
三
舌
早
の
規
定
通
り
典
型
的
に
行
な

わ
れ
て
い
る
延
祐
年
間
と
後
多
元
の
末
年
か
ら
至
正
十
年
ま
で
（
以
下

至
正
前
期
と
い
う
）
と
を
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
考
察
は
至
正
前
期
か

ら
始
め
る
。

　
至
正
前
期
に
お
い
て
、
申
酉
戌
の
日
の
番
直
は
也
二
言
醇
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

也
糖
質
醇
は
㈹
（
第
一
表
の
6
0
、
以
下
同
様
）
至
正
六
年
正
月
二
十
日
、

㈹
至
正
元
年
二
月
八
日
、
㈹
同
九
月
二
十
二
日
、
劒
同
四
年
八
月
三
十

　
　
　

日
、
7
2
同
十
年
十
一
月
二
十
二
日
に
現
れ
て
い
る
。
至
正
前
期
に
は
他

の
怯
醇
の
番
直
も
み
え
る
が
、
し
か
し
申
酉
戌
の
日
に
あ
っ
て
は
也
子

馬
醇
の
み
が
現
れ
て
い
る
。
至
正
前
期
に
お
け
る
こ
の
事
実
は
、
当
時

也
可
怯
醇
の
番
直
日
支
に
一
定
の
法
則
性
が
あ
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。

　
亥
子
丑
の
日
の
番
直
は
男
達
図
で
あ
る
。
阿
魯
図
は
㈹
至
正
元
年
四

月
二
十
四
日
、
⑳
同
五
年
十
月
二
日
、
㈱
同
十
年
十
二
月
二
十
日
に
現

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
亥
子
丑
の
日
で
あ
り
、
至
正
前
期
に
お
け
る
阿

魯
図
の
怯
醇
の
番
直
日
支
が
一
定
で
あ
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。

　
寅
卯
辰
の
日
の
番
直
は
篤
憐
帖
木
児
で
あ
る
。
篤
憐
帖
木
児
は
㈲
学

統
二
年
正
月
二
十
六
日
、
劒
至
正
元
年
正
月
七
日
、
㈲
同
五
年
四
月
十

　
　
　
ラ

三
日
、
7
8
同
十
二
年
三
月
二
十
四
日
に
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
篤
憐
帖

三
児
の
三
曲
は
、
謝
二
元
元
年
七
月
十
八
巳
に
は
図
画
戌
の
日
に
現
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
例
外
で
あ
る
が
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

ま
た
励
至
正
三
年
三
月
十
四
日
に
は
丑
寅
卯
で
あ
り
本
来
の
も
の
か
ら

一
日
ず
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
記
載
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
も
後
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
巳
午
未
の
日
の
番
直
は
別
号
怯
不
感
で
あ
る
。
伽
至
元
六
年
九
月
七

100

克
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怯
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て

自 文

書
同

出

碑 所

85 84 
!代年i買O 。

同
至正 "と

一 一 奏一 一
十 十
r、-一一 せ
年 年
一 十 る

十月 月十
年

七 -
日 日 月

日

巴 申 ※ 支日

フと土'G 恰 怯

者 蒔
帖 刺

木
長

児 章 官

第 第
番直

一 一一 日
日 日 次

巴 未 直長※

午 申 日官当

未 酉 支番該

亥i if 子
丑

備
考

※
印
欄
は
筆
者
の
推
算
に
よ
る
。
年
代
順
の
数
字
の
下

K
つ
け
て
あ
る

o
印
は
箭
内
氏
が
「
元
朝
怯
蒔
考
」
の
表
K
掲
げ
た
も
の
。

a、
延

祐

年

間

と

歪

正

前

期

ま
ず
、
四
怯
蒔
の
輪
番
が
、
元
史
兵
志
の
規
定
通
り
典
型
的
に
行
な

わ
れ
て
い
る
延
祐
年
間
と
後
至
元
の
末
年
か
ら
至
正
十
年
ま
で
(
以
下

至
正
前
期
と
い
う
)
と
を
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
考
察
は
至
正
前
期
か

ら
始
め
る
。

至
正
前
期
に
お
い
て
、
申
酉
戊
の
日
の
番
直
は
也
可
怯
蒔
で
あ
る
。

也
可
怯
醇
は
側
(
第
一
表
の
側
、
以
下
同
様
)
至
正
六
年
正
月
二
十
日
、

ω至
正
元
年
二
月
八
日
、

mw
同
九
月
二
十
二
日
、
倒
同
四
年
八
月
三
十

日
、
問
同
十
年
十
一
月
二
十
二
日

K
現
れ
て
い
る
。
至
正
前
期
陀
は
他

の
怯
蒔
の
番
直
も
み
え
る
が
、
し
か
し
申
酉
成
の
自
に
あ
っ
て
は
也
可

怯
蒔
の
み
が
現
れ
て
い
る
。
至
正
前
期
に
お
け
る
こ
の
事
実
は
、
当
時

也
可
怯
蒔
の
番
直
日
支
K
一
定
の
法
則
性
が
あ
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。

亥
子
丑
の
日
の
番
直
は
阿
魯
図
で
あ
る
。
阿
魯
図
は
側
至
正
元
年
四

月
二
十
四
日
、

ω同
五
年
十
月
二
日
、

ω同
十
年
十
二
月
二
十
日
に
現

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
亥
子
丑
の
日
で
あ
り
、
至
正
前
期

K
お
け
る
阿

魯
図
の
怯
蒔
の
番
直
日
支
が
一
定
で
あ
っ
た
の
を
示
し
て
い
る
。

寅
卯
辰
の
日
の
番
直
は
篤
憐
帖
木
児
で
あ
る
。
篤
憐
帖
木
児
は
岡
元

統
二
年
正
月
二
十
六
日
、

ω至
正
元
年
正
月
七
日
、
間
同
五
年
四
月
十

三
日
、

ω同
十
二
年
三
月
二
十
四
日
陀
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
篤
憐
帖

木
児
の
怯
蒔
は
、
一
W
至
元
元
年
七
月
十
八
日
陀
は
申
酉
戊
の
日
に
現
れ

て
い
る
。
乙
れ
は
例
外
で
あ
る
が
乙
の
点

κ
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

ま
た
ほ
至
正
三
年
三
月
十
四
日

K
は
丑
寅
卯
で
あ
り
本
来
の
も
の
か
ら

一
日
ず
れ
て
い
る
。

ζ
れ
は
記
載
の
誤
り
と
み
ら
れ
る
が
、
乙
の
点
陀

つ
い
て
も
後

K
述
べ
る
。

巴
午
未
の
自
の
番
直
は
別
児
怯
不
花
で
あ
る
。
側
至
元
六
年
九
月
七
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へ
　
　
　
　
　

日
、
紡
至
正
元
年
八
月
十
二
日
、
6
8
同
三
年
三
月
二
十
八
日
に
現
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
。
た
だ
し
、
佃
至
正
三
年
三
月
二
十
八
日
の
別
児
怯
不
花
は
辰
巳

年
で
あ
り
、
本
来
の
も
の
か
ら
一
日
半
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
記
載
の
誤

り
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
至
正
前
期
に
お
い
て
は
、
也
可
、
阿
半
身
、
篤

憐
馬
木
児
、
導
通
怯
不
花
の
四
怯
醇
が
、
各
々
申
酉
戌
、
亥
子
丑
、
寅

卯
辰
、
早
事
未
の
日
を
受
け
持
ち
、
順
番
に
交
代
し
て
番
直
に
入
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
従
っ
て
当
時
四
月
醇
に
よ
る
輪
番
制
度
が
存

在
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
延
祐
年
間
に
お
い
て
も
そ
の
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
る
。
以
下
そ
れ
に

つ
い
て
述
べ
る
。

　
こ
の
期
間
に
お
い
て
も
、
画
影
戌
の
日
の
番
直
は
空
母
怯
醇
で
あ
る
。

㈲
延
祐
四
年
十
二
月
五
日
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た
少
し
遡
る
が
、
吻
皇

慶
元
年
十
一
月
十
七
日
、
㊨
同
二
年
七
月
二
十
一
日
に
も
現
れ
て
い
る
。

　
亥
子
丑
の
日
の
番
直
は
木
刺
忽
で
あ
る
。
㈱
延
祐
元
年
、
㈱
ω
二
年
、

　姐
三
年
に
現
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
寅
卯
辰
の
日
の
番
直
は
拝
住
で
あ
る
。
延
祐
元
年
に
二
度
（
鰯
6
5
）

四
年
に
一
度
（
＠
）
、
六
年
に
二
度
（
㈱
⑳
）
、
七
年
に
一
度
（
劒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

現
れ
て
い
る
。
な
お
上
顎
の
風
戸
は
右
の
外
に
も
8
5
同
元
年
十
二
月
一

　
　
　
　

日
と
、
卿
同
五
年
十
月
十
一
日
に
現
れ
て
い
る
が
、
そ
の
日
支
は
そ
れ

ぞ
れ
卯
辰
巳
、
酉
戌
亥
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

番
直
日
支
に
乱
れ
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
と
る
よ
り
は
、
記
載

に
誤
り
が
あ
る
と
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

後
に
述
べ
る
。

　
巳
午
未
の
日
の
番
直
は
也
先
三
木
児
で
あ
る
。
延
祐
二
年
よ
り
同
七

年
ま
で
毎
年
一
度
ず
つ
、
合
計
六
度
（
㈲
吻
ω
⑳
㈹
⑳
）
現
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
㈹
延
祐
二
年
九
月
十
四
日
に
は
木
刺
身
の
名
が
み
え
て
い

る
が
、
木
割
忽
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
亥
子
丑
の
日
に
も
現
れ
て
い
る
。

第
四
怯
醇
に
は
也
先
帖
木
曽
の
名
が
か
く
も
頻
繁
に
現
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
墨
刺
忽
が
こ
の
間
に
第
四
怯
醇
の
長
で
あ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
彼
の
番
直
の
日
支
は
明
ら
か
に
亥
子
丑
で
あ
り
、
巳
午
未

に
当
た
っ
て
い
る
の
は
、
記
載
に
誤
り
が
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
軒
先
帖

木
児
に
事
故
が
あ
り
、
臨
時
に
代
行
し
た
か
と
い
っ
た
こ
と
の
外
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

考
え
ら
れ
な
い
。
先
述
の
6
8
三
元
元
年
七
月
十
八
日
の
豊
岡
帖
木
児
の

場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
も
し
記
載
に
誤
り
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
恐
ら

く
番
直
の
長
官
名
に
誤
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
そ
の
い
ず
れ
が

正
し
い
と
も
定
め
難
い
が
、
延
祐
年
間
に
あ
っ
て
も
、
四
十
醇
の
輪
番

制
度
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
そ
の
番
直
日
支
は
申
酉
戌
（
．
亥
子
丑
、

寅
卯
辰
、
巳
午
未
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
番
直
日
支
は
元
史
兵
志
の
記
載

に
一
致
し
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
怯
醇
、
第
二
怯
醇
、
第
三
怯
醇
、
第
四
怯

醇
に
該
当
す
る
。
ま
た
木
刺
忽
、
篤
憐
帖
木
児
の
場
合
に
は
、
第
二
或

は
第
一
、
第
三
の
両
々
醇
に
ま
た
が
っ
て
現
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
記

載
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
、
も
し
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
臨
時

的
な
も
の
で
あ
り
、
四
怯
騨
に
よ
る
輪
番
制
度
が
存
在
す
る
以
上
、
原

則
と
し
て
は
同
一
怯
蘇
長
官
の
番
直
の
日
支
が
一
定
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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目
、
制
至
正
元
年
八
月
十
二
日
、
一
間
同
三
年
三
月
二
十
八
日
比
現
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
働
至
正
三
年
三
月
二
十
八
日
の
別
児
怯
不
花
は
辰
巳

午
で
あ
り
、
本
来
の
も
の
か
ら
一
日
ず
れ
て
い
る
。
乙
れ
は
記
載
の
誤

り
と
み
ら
れ
る
が
、
乙
の
点
陀
つ
い
で
は
後
陀
述
べ
る
。

乙
れ
ら
に
よ
っ
て
、
至
正
前
期
医
お
い
て
は
、
也
可
、
阿
魯
図
、
篤

憐
帖
木
児
、
別
児
怯
不
花
の
四
怯
醇
が
、
各
々
申
酉
成
、
亥
子
丑
、
寅

卯
辰
、
巳
午
未
の
日
を
受
け
持
ち
、
順
番
K
交
代
し
て
審
直
K
入
っ
た

こ
と
が
明
ら
か
陀
な
る
。
従
っ
て
当
時
四
怯
醇
陀
よ
る
輪
番
制
度
が
存

在
し
た
乙
と
は
疑
い
な
い
。

延
祐
年
間
陀
お
い
て
も
そ
の
こ
と
は
確
か
め
ら
れ
る
。
以
下
そ
れ
に

つ
い
て
述
べ
る
。

乙
の
期
間
陀
お
い
で
も
、
申
酉
戊
の
日
の
番
直
は
也
可
怯
蒔
で
あ
る
。

紛
延
祐
四
年
十
二
月
五
日
陀
現
れ
て
い
る
。
ま
た
少
し
遡
る
が
、

ω皇

慶
元
年
十
一
月
十
七
日
、
的
同
二
年
七
月
二
十
一
日

K
も
現
れ
て
い
る
。

亥
子
丑
の
日
の
番
直
は
木
刺
忽
で
あ
る
。
関
延
祐
元
年
、

ωω
二
年
、

ω一
二
年
に
現
れ
て
い
る
。

寅
卯
辰
の
日
の
番
直
は
拝
住
で
あ
る
。
延
桔
元
年
に
二
彦

(ω
岡
)

四
年
陀
一
度
(
附
)
、
六
年
に
二
度

(ωω)
、
七
年

K
一
度

(ω)

現
れ
て
い
る
。
な
お
拝
住
の
怯
蒔
は
右
の
外
陀
も

ω同
元
年
十
二
月
一

日
と
、
仰
向
五
年
十
月
十
一
日
K
現
れ
て
い
る
が
、
そ
の
日
支
は
そ
れ

ぞ
れ
卯
辰
巳
、
酉
成
亥
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

番
直
日
支
に
乱
れ
が
あ
っ
た
乙
と
を
一
示
す
も
の
と
と
る
よ
り
は
、
記
載

K
誤
り
が
あ
る
と
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
ろ
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

後
陀
述
べ
る
。

巳
午
未
の
自
の
番
直
は
也
先
帖
木
児
で
あ
る
。
延
祐
二
年
よ
り
同
七

年
ま
で
毎
年
一
度
ず
っ
、
合
計
六
度

(ωωωmw側
側
)
現
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

ω延
桔
二
年
九
月
十
四
日
に
は
木
刺
忽
の
名
が
み
え
て
い

る
が
、
木
刺
忽
は
先
K
述
べ
た
よ
う
陀
亥
子
丑
の
日

K
も
現
れ
て
い
る
。

第
四
怯
蒔
陀
は
也
先
帖
木
児
の
名
が
か
く
も
頻
繁
K
現
れ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
木
刺
忽
が
乙
の
聞
に
第
四
怯
蒔
の
長
で
あ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
彼
の
番
直
の
日
支
は
明
ら
か

K
亥
子
丑
で
あ
り
、
巳
午
未

に
当
た
っ
て
い
る
の
は
、
記
載
陀
誤
り
が
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
也
先
帖

木
児
に
事
故
が
あ
り
、
臨
時
陀
代
行
し
た
か
と
い
っ
た
乙
と
の
外

K
は

考
え
ら
れ
な
い
。
先
述
の

ω至
元
元
年
七
月
十
八
日
の
篤
憐
帖
木
児
の

場
合
も
そ
う
で
あ
る
。
も
し
記
載
に
誤
り
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
恐
ら

く
番
直
の
長
官
名
に
誤
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
そ
の
い
ず
れ
が

正
し
い
と
も
定
め
難
い
が
、
延
祐
年
間
K
あ
っ
て
も
、
四
怯
蒔
の
輪
番

制
度
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
そ
の
番
直
日
支
は
申
酉
成
]
亥
子
丑
、

寅
卯
辰
、
巳
午
未
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
番
直
日
支
は
元
史
兵
志
の
記
載

に
一
致
し
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
怯
蒔
、
第
二
怯
蒔
、
第
三
怯
蒔
、
第
四
怯

蒔
に
該
当
す
る
。
ま
た
木
刺
忽
、
篤
憐
帖
木
児
の
場
合
K
は
、
第
二
或

は
第
一
、
第
三
の
両
怯
蒔
陀
ま
た
が
っ
て
現
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
記

載
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
強
く
、
も
し
そ
ろ
で
な
い
と
し
て
も
臨
時

的
な
も
の
で
あ
り
、
四
怯
蒔
陀
よ
る
輪
番
制
昨
肢
が
存
在
す
る
以
仁
、
原

則
と
し
で
は
同
一
怯
蒔
長
官
の
番
直
の
日
支
が
一
定
で
あ
る
と
い
う
乙

と
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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に
つ
い
て

b
、
番
直
日
支

　
い
ま
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
延
祐
年
間
及
び
至
正
前
期
に

お
い
て
、
四
則
醇
の
輪
番
制
度
が
厳
然
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
こ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
行
な
わ

れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
番
直
日
支
を
通
し
て
検
討
す
る
。

　
第
一
表
を
み
る
と
、
㈹
ω
吻
を
除
く
ω
か
ら
㈲
ま
で
の
1
4
例
と
、
⑳

㈲
⑳
㈲
劒
劔
⑳
㈱
劒
の
9
例
と
を
除
い
て
は
、
当
該
怯
醇
長
官
の
番
直

の
日
支
は
す
べ
て
申
酉
戌
、
亥
子
丑
、
寅
卯
辰
、
巳
午
未
の
い
ず
れ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
。
結
論
を
先
に
い
え
ば
q
か
ら
0
7
ま
で
の
時
代
を
除
け
ば
、
四

脚
醇
の
番
直
の
日
支
は
、
元
勲
兵
志
の
記
載
の
よ
う
に
、
第
一
怯
醇
申

酉
戌
日
、
第
二
怯
酵
亥
子
丑
日
、
第
三
怯
酵
寅
卯
辰
日
、
第
四
怯
蝿
叩

午
未
臼
と
い
う
原
則
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
。
以
下
ま
ず
そ
う
し
た
理
解
の
障
碍
と
な
る
侶
①
尉
⑳
㈲
㈱
劔
㈲

劒
㈱
の
九
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　
　
ラ

　
ま
ず
、
㎝
咬
咬
の
子
丑
寅
で
あ
る
が
、
子
丑
寅
の
寅
に
当
た
る
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

ニ
十
二
日
を
み
る
と
、
次
の
0
8
篤
怜
王
国
児
の
番
直
の
日
に
当
た
っ
て

い
る
。
㈲
で
は
咬
咬
は
亥
子
丑
と
な
っ
て
お
り
、
又
篤
怜
帖
連
児
の
番

直
日
支
が
寅
卯
辰
で
あ
る
こ
と
は
、
働
⑳
で
確
め
ら
れ
る
か
ら
、
㈲
の

二
十
二
日
は
二
十
一
日
の
誤
り
で
あ
り
、
そ
の
番
直
日
支
は
亥
子
丑
と

是
正
さ
れ
る
。

　
次
に
㈲
雲
竜
の
卯
辰
巳
と
切
拝
住
の
酉
戌
亥
と
で
あ
る
が
、
先
に
述

　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

べ
た
よ
う
に
、
G
の
儲
わ
㈹
6
0
6
2
の
拝
住
を
み
る
と
、
そ
の
番
直
の
日
支
は

す
べ
て
寅
卯
辰
で
あ
り
、
拝
住
の
怯
醇
が
寅
卯
辰
の
日
に
定
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
か
ら
、
髄
と
解
の
二
例
は
記
載
の
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

h
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
卿
の
日
付
十
月
十
一
日
号
一
月

後
の
日
支
を
み
る
と
果
し
て
卯
で
あ
る
。
恐
ら
く
十
一
月
を
十
月
と
誤

記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
㈲
の
卯
辰
巳
も
第
三
日
を
第
二
日
と
誤
記
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
は
記
載
の
誤
り
と
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
い
と
思
わ
れ
る
。
果
し
て
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
8
5
卯
辰
巳
、
解
酉

戌
亥
は
共
に
寅
卯
辰
と
な
る
。

　
劒
の
也
可
怯
醇
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
⑳
吻
⑳
G
②
⑬
㈲
姫
蜂
㈹

69
括
括
窮
S
と
、
世
祖
の
時
代
か
ら
順
帝
の
時
代
に
至
る
ま
で
引
続
き

也
可
行
年
は
申
酉
戌
の
日
で
あ
る
。
也
表
戸
醇
は
第
一
怯
醇
で
、
そ
の

日
支
が
申
酉
戌
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
の
時
に
の
み
酉
戌
亥

と
乱
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
拝
住
の
場
合
と
同
様
に
第
三
日
を
第
二

日
と
誤
記
し
た
も
の
と
，
み
て
、
朝
憲
戌
と
修
正
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
⑳
の
栗
刺
章
は
次
項
に
述
べ
る
よ
う
に
、
木
刺
忽
の
曽
孫
で
か
つ
阿
魯

　
　
　
　
　
　
　
　

図
の
孫
で
あ
る
。
a
で
既
に
み
た
よ
う
に
、
木
刺
忽
、
阿
魯
図
共
に
そ

の
番
直
日
支
は
亥
子
丑
で
あ
る
か
ら
、
恰
刺
章
の
番
直
日
支
も
亦
亥
子

丑
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
未
申
酉
と
い
う
他
の
い
ず
れ
と
も
合
致
し
な

い
番
直
日
支
は
記
載
の
誤
り
を
示
す
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ

に
？
い
や
は
亀
節
に
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
、
面
面
に
亥
子
丑
に
つ

け
て
お
く
。
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b
、

番

直

日

支

い
ま
ま
で
み
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
延
祐
年
間
及
び
至
正
前
期
に

お
い
て
、
四
怯
蒔
の
輪
審
制
度
が
厳
然
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
乙
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
乙
で
次
陀
乙
れ
が
あ
ら
ゆ
る
時
代
陀
行
な
わ

れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
番
直
日
支
を
通
し
て
検
討
す
る
。

第
一
表
を
み
る
と
、

ωωω
を
除
く

ωか
ら

ωま
で
の

M
例
と
、

ω

ωω
倒
的
岡
町

ωい
闘
の
9
例
と
を
除
い
て
は
、
当
該
怯
蒔
長
官
の
番
直

の
日
支
は
す
べ
て
申
酉
戊
、
亥
子
丑
、
寅
卯
辰
、
巴
午
未
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
。
結
論
を
先
に
い
え
ば
川
か
ら
切
ま
で
の
時
代
を
除
け
ば
、
四

怯
醇
の
番
直
の
日
支
は
、
元
史
兵
志
の
記
載
の
よ
う
陀
、
第
一
怯
蒔
申

酉
戊
日
、
第
二
怯
蒔
亥
子
丑
日
、
第
三
怯
蒔
寅
卯
辰
日
、
第
四
怯
蒔
巴

午
未
日
と
い
ろ
原
則
に
従
つ
で
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
と
思

わ
れ
る
。
以
下
ま
ず
そ
う
し
た
理
解
の
障
碍
と
な
る

ωωωω
師
側

m

脳
紛
の
九
例
陀
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、

m校
校
の
子
丑
寅
で
あ
る
が
、
子
丑
寅
の
寅
K
当
た
る
三
月

二
十
二
日
を
み
る
と
、
次
の
側
篤
怜
帖
木
児
の
番
直
の
日

K
当
た
っ
て

い
る
。
刊
で
は
校
校
は
亥
子
丑
と
な
っ
て
お
り
、
又
篤
怜
帖
木
児
の
番

直
日
支
が
寅
卯
辰
で
あ
る
乙
と
は
、
問
山
間
で
確
め
ら
れ
る
か
ら
、

mの

二
十
二
日
は
二
十
一
日
の
誤
り
で
あ
れ
リ
、
そ
の
番
直
日
支
は
亥
子
丑
と

是
正
さ
れ
る
。

次
に
倒
拝
住
の
卯
辰
巳
と
川
町
拝
住
の
酉
戊
亥
と
で
あ
る
が
、
先
K
述

べ
た
よ
う
陀
、

ω防
ωωω
の
拝
住
を
み
る
と
、

そ
の
番
直
の
日
支
は

す
べ
て
寅
卯
辰
で
あ
り
、
拝
住
の
怯
蒔
が
寅
卯
辰
の
日

K
定
め
ら
れ
で

あ
っ
た
乙
と
は
ほ
ぼ
催
実
で
あ
る
か
ら
、

ωと
ωの
二
例
は
記
載
の
誤

灼
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
仰
の
日
付
十
月
十
一
日
の
一
月

後
の
日
支
を
み
る
と
果
し
て
卯
で
あ
る
。
恐
ら
く
十
一
月
を
十
月
と
誤

記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ωの
卯
辰
巳
も
第
三
日
を
第
二
日
と
誤
記
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
は
記
載
の
誤
り
と
考
え
て

よ
い
と
思
わ
れ
る
。
果
し
て
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
問
卯
辰
巳
、
附
酉

成
亥
は
共
K
寅
卯
辰
と
な
る
。

聞
の
也
可
怯
蒔
K
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

ωωωωωωωωω

mwmω
印
刷
と
、
世
祖
の
時
代
か
ら
順
帝
の
時
代
K
至
る
ま
で
引
続
き

也
可
怯
蒔
は
申
酉
戊
の
日
で
あ
る
。
也
可
怯
醇
は
第
一
怯
蒔
で
、
そ
の

日
支
が
申
酉
戊
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
乙
の
時
に
の
み
酉
成
亥

と
乱
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
拝
住
の
場
合
と
同
様
K
第
三
日
を
第
二

日
と
誤
記
し
た
も
の
と
み
て
、
申
酉
成
と
修
正
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

制
の
恰
刺
章
は
次
項
に
述
べ
る
よ
う
に
、
木
刺
忽
の
曽
孫
で
か
つ
阿
魯

図
の
孫
で
あ
る
。

ωで
既
に
み
た
よ
う
に
、
木
刺
忽
、
阿
魯
図
共
陀
そ

の
番
直
日
支
は
亥
子
丑
で
あ
る
か
ら
、
恰
刺
章
の
番
直
日
支
も
亦
亥
子

丑
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
未
申
酉
と
い
う
他
の
い
ず
れ
と
も
合
致
し
な

い
番
直
日
支
は
記
載
の
誤
り
を
示
す
も
の
の
よ
う

K
思
わ
れ
る
。
こ
れ

陀
つ
!
い
て
は
次
節
K
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
、
今
仮
K
亥
子
丑
に
つ

け
て
お
く
。
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こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
⑳
6
9
も
亦
記
載
に
誤
り
あ
め
と
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
今
年
に
番
直
日
次
に
誤
り
あ
り
と
し
て
、
侶
0
割
塚
未
第
四
怯
醇
、

細
寅
卯
辰
第
三
怯
醇
と
し
て
お
く
。

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
次
に
q
か
ら
0
7
ま
で
の
諸
白
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
問
題
は
こ
れ
ら

三
元
二
十
年
六
月
か
ら
同
二
十
五
年
十
一
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
轟
轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

長
官
の
番
直
日
支
は
、
6
9
0
2
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
そ
れ
以
後
の
時

代
に
お
け
る
番
直
日
支
と
相
違
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら

が
す
べ
て
記
載
の
誤
り
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
こ
の
期
間
の
番
直

日
支
は
別
の
基
準
に
よ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず

⑧
と
ω
、
㈲
と
㈲
と
の
の
重
複
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　

　
倫
と
縁
の
文
書
の
出
所
は
元
典
章
と
憲
台
通
紀
と
で
、
両
者
は
典
拠

を
同
じ
く
す
る
　
注
④
。
　
5
）
、
の
、
η
は
共
に
秘
書
志
の
記
載
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

り
、
同
一
時
の
奏
文
が
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
三
箇
所
に
記

載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
少
な
く
と
も
基
本
に
な
っ
た
史

料
に
は
そ
う
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
こ
と

が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
本
来
同
一
系
統
史
料
に
お
け
る
重
複
－

一
致
で
あ
る
だ
け
に
、
異
類
系
統
史
料
に
お
け
る
そ
れ
の
よ
う
に
信
頼

が
置
け
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
0
9
㈹
㈲
に
つ
い
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
出
典
は
官
学
典
礼
で
あ

る
が
、
⑮
と
㈹
と
は
全
く
同
一
の
奏
文
を
内
容
と
し
た
文
書
で
あ
る
。

よ
り
正
確
に
言
え
ば
㈹
は
㈲
よ
り
後
の
日
付
を
持
つ
文
書
中
に
⑮
の
典

拠
と
な
っ
た
文
書
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
従
つ

　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　

　
　
て
妬
と
0
6
は
両
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
0
5
と
0
6
の
文
書
の

元
朝
の
怯
葬
に
つ
い
て

日
付
は
、
至
元
二
十
五
年
十
月
十
八
日
か
同
二
十
八
日
の
い
ず
れ
か
が
、

誤
写
ま
た
は
誤
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
十
八
日
か
二
十
八
日
置
い
ず

れ
か
一
方
に
統
一
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

⑰
も
⑯
と
異
る
点
は
十
月
か
十
一
月
か
の
一
点
の
み
で
あ
る
か
ら
、
㈹

　
　
と
缶
で
は
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
が
、
同
一
上
奏
文
に
属
す
る
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
と
考
え
う
る
。
従
っ
て
0
5
と
0
6
と
御
と
は
、
三
者
の
う
ち
い
ず
れ

か
一
つ
の
み
が
正
し
く
、
他
の
二
つ
は
記
載
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
現
段
階
で
は
い
ず
れ
が
正
し
い
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
三
者
と
も
に
検
討
の
対
象
と
す
る
。
以
下
1
か

　
う
ら
1
7
ま
で
の
諸
例
に
つ
い
て
、
四
怯
醇
の
番
直
日
支
に
ど
の
よ
う
な
法

　
（
則
性
が
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
0
か
ら
0
7
ま
で
の
番
直
日
支
を
み
る
と
、
怯
醇
長
官
安
童
（
安
倉
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
野
の
伺
音
異
志
）
の
番
直
日
支
は
、
q
と
“
が
丑
寅
卯
　
注
⑤
　
、

田
が
寅
卯
辰
、
鋤
が
子
丑
寅
、
1
2
が
巳
午
未
で
あ
り
、
失
烈
門
の
番
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

日
支
は
④
酉
戌
亥
で
あ
り
、
也
可
の
番
直
日
支
は
6
（
但
も
同
じ
）
と

㈲
（
）
）
ハ
0
7
●
（
（
）
と
㎝
と
の
い
ず
れ
も
が
未
申
酉
で
あ
り
、
巴
瓦
の
番
直
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　

支
は
幅
亥
子
丑
で
あ
り
、
察
察
爾
の
番
直
日
支
は
、
q
O
と
q
6
が
辰
巳
午
、

⑮
が
午
未
申
、
⑰
が
酉
戌
亥
で
あ
る
。
一
見
甚
し
く
乱
れ
て
お
り
、
な

ん
ら
法
則
性
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
に
も
以
下
に
あ
げ

る
三
通
り
の
法
則
性
ら
し
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
の
も
の
は

ω
⑧
（
ω
も
同
じ
）
㈲
（
ω
の
）
⑩
㈹
ω
㈹
の
十
例
に
適
用
さ
れ
る
が
、

第
一
怯
醇
は
未
申
酉
、
第
二
自
重
は
戌
亥
子
、
第
三
黄
身
は
丑
寅
卯
、

第
四
怯
醇
は
辰
巳
午
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
コ
右
の
十
例
に
つ
い
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こ
の
よ
う
陀
み
て
く
る
と
、
側

ωも
亦
記
載
に
誤
り
あ
り
と
み
ら
れ

る
。
今
仮
に
番
直
日
一
次
に
誤
h

り
あ
り
と
し
て
、
側
巳
午
未
第
四
怯
蒔
、

制
寅
卯
辰
第
三
怯
醇
と
し
て
お
く
。

次

Kω
か
ら
間
ま
で
の
諸
例
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
問
題
は
乙
れ
ら

至
元
二
十
年
六
月
か
ら
同
二
十
五
年
十
一
月
ま
で
の
聞
に
お
け
る
怯
蒔

長
官
の
番
直
日
支
は
、
小
川
川
町

ωを
除
い
て
は
、
す
べ
て
そ
れ
以
後
の
時

代
K
お
け
る
番
直
日
支
と
相
違
す
る
こ
と
で
あ
る
。
従
つ
で
、
乙
れ
ら

が
す
べ
で
記
載
の
誤
り
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
乙
の
期
聞
の
番
直

日
支
は
別
の
基
準
K
よ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず

ωと
ω、
問
と
附
と
川
の
重
複
陀
つ
い
て
調
べ
て
み
る
。

∞
と

ωの
文
書
の
出
所
は
元
典
章
と
憲
台
通
紀
と
で
、
両
者
は
典
拠

を
同
じ
く
す
る
注
④
。

ω、
ω、
的
は
共
K
秘
書
志
の
記
載
で
あ

り
、
同
一
時
め
奏
文
が
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
三
箇
所
K
記

載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
少
な
く
と
も
基
本
陀
な
っ
た
史

料
に
は
そ
う
書
か
れ
て
い
た
よ
う

K
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
こ
と

が
あ
る

K
し
で
も
、
そ
れ
ら
は
本
来
同
一
系
統
史
料

K
お
け
る
重
複
l

一
致
で
あ
る
だ
け
に
、
異
類
系
統
史
料
に
お
け
る
そ
れ
の
よ
う
に
信
頼

が
置
け
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
側
倒
的
に
つ
い
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
出
典
は
廟
学
典
礼
で
あ

る
が
、

ωと
ωと
は
全
く
同
一
の
奏
文
を
内
容
と
し
た
文
書
で
あ
る
。

よ
れ
リ
正
確
K
言
え
ば
闘
は

ωよ
り
後
の
日
付
を
持
つ
文
書
中

K
闘
の
典

拠
と
な
っ
た
文
書
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
従
っ

て

ωと
闘
は
両
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち

ωと
紛
の
文
書
の

元
朝
の
怯
轄
に
つ
い
て

日
付
は
、
至
元
二
十
五
年
十
月
十
八
日
か
同
二
十
八
日
の
い
ず
れ
か
が
、

誤
写
ま
た
は
誤
植
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
十
八
日
か
二
十
八
日
の
い
ず

れ
か
一
方
K
統
一
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、

聞
も

ωと
異
る
点
は
十
月
か
十
一
月
か
の
一
点
の
み
で
あ
る
か
ら
、

ω

と
聞
で
は
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
が
、
同
一
上
奏
文
K
属
す
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
う
る
。
従
っ
て

ωと
ωと
聞
と
は
、
ゴ
一
者
の
う
ち
い
ず
れ

か
一
つ
の
み
が
正
し
く
、
他
の
二
つ
は
記
載
の
誤
り
で
あ
る
乙
と

K
な

る
。
し
か
し
現
段
階
で
は
い
ず
れ
が
正
し
い
と
も
明
ら
か

K
な
つ
で
い

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
三
者
と
も
陀
検
討
の
対
象
と
す
る
。
以
下
川
か

ら
仰
ま
で
の
諸
例
に
つ
い
て
、
四
怯
蒔
の
番
直
日
支
K
ど
の
よ
う
な
法

則
性
が
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

ωか
ら

mま
で
の
番
直
日
支
を
み
る
と
、
怯
醇
長
官
安
童
(
安
図
は

安
童
の
同
音
異
訳
)
の
番
直
日
支
は
、
川
と

ωが
丑

寅

卯

注

⑤

、

小
川
が
寅
卯
辰
、

ωが
子
丑
寅
、

ωが
巳
午
未
で
あ
り
、
失
烈
門
の
番
直

日
支
は

ω酉
戊
亥
で
あ
り
、
也
可
の
番
直
日
支
は
∞

(ω
も
同
じ
)
と

則
(
小
則
的
)
と

ωと
の
い
ず
れ
も
が
未
申
酉
で
あ
り
、
巴
林
の
番
直
日

支
は
附
亥
子
丑
で
あ
り
、
察
察
爾
の
番
直
日
支
は
、

ωと
闘
が
辰
巳
午
、

ωが
午
未
申
、
間
が
酉
戊
亥
で
あ
る
。
一
見
甚
し
と
乱
れ
て
お
り
、
な

ん
ら
法
則
性
が
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
陀
も
以
下

κあ
げ

る
三
通
り
の
法
則
性
ら
し
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
第
一
の
も
の
は

川
町
(
小
川
も
同
じ
)
川
(
則
的
)
帥

ωω
一
刊
の
十
例
陀
適
用
さ
れ
る
が
、

第
一
怯
蒔
は
未
申
酉
、
第
二
怯
蒔
は
成
亥
子
、
第
三
怯
蒋
は
丑
寅
卯
、

第
四
怯
蒔
は
辰
巳
午
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
十
例
に
つ
い
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

て
、
筆
者
が
こ
の
法
則
性
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
、
次
に
述
べ

る
諸
点
に
あ
る
。
㈹
と
㈲
と
㈱
と
は
酒
害
怯
醇
の
例
で
あ
る
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　

番
直
日
支
は
い
ず
れ
も
未
申
酉
で
一
致
し
て
い
る
点
。
1
0
と
1
6
と
は
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
（

察
爾
の
怯
醇
の
例
で
あ
る
が
、
そ
の
番
直
日
支
は
い
ず
れ
も
辰
巳
上
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
致
し
て
い
る
点
。
q
と
0
4
と
は
安
童
の
怯
醇
の
例
で
あ
る
が
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

番
直
日
支
は
い
ず
れ
も
丑
寅
卯
で
一
致
し
て
い
る
点
。
3
5
1
3
の
也
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
（
　
（

怯
醇
の
番
直
日
支
は
未
申
酉
で
、
右
に
法
則
性
と
し
て
あ
げ
た
（
以
下

同
様
）
第
一
怯
醇
の
番
直
日
支
に
一
致
し
、
ま
た
ω
㈹
の
察
察
爾
の
県

営
の
番
直
日
支
は
辰
巳
午
で
、
第
四
怯
蘇
の
番
直
日
支
に
一
致
し
、

　
　
　
　

ま
た
q
⑳
の
安
童
の
怯
醇
の
番
直
日
支
は
丑
寅
卯
で
、
第
三
怯
醇
の
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
日
支
に
｝
致
す
る
点
。
第
二
の
も
の
は
、
鱈
ω
㎎
の
三
例
に
適
用
さ

れ
る
が
、
第
一
怯
醇
は
申
酉
戌
、
第
二
下
郡
は
亥
子
丑
、
第
三
怯
醇
は

寅
卯
辰
、
第
四
怯
醇
は
巳
黒
馬
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
三

例
に
つ
い
て
、
筆
者
が
こ
の
法
則
性
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
に
述
べ
る
諸
点
に
あ
る
。
鰺
の
巴
林
の
怯
薩
の
番
直
日
支
が
亥
子
丑

で
、
右
に
法
則
性
と
し
て
あ
げ
た
（
以
下
同
様
）
第
二
怯
醇
の
番
直
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
に
一
致
す
る
点
。
↑
9
の
安
図
の
重
罰
の
番
直
日
支
が
寅
卯
辰
で
、
第

三
怯
醇
の
番
直
日
支
と
一
致
す
る
点
。
吻
も
ま
た
安
童
（
安
図
）
の
怯

醇
の
例
で
あ
る
が
、
そ
の
番
直
日
支
が
巳
午
未
で
、
第
四
怯
蘇
の
番
直

日
支
と
一
致
す
る
点
。
ま
た
右
に
あ
げ
た
第
二
の
諸
点
が
、
元
史
兵
志

　
　
　
　
う

の
記
載
、
0
8
以
降
の
諸
例
に
み
ら
れ
る
法
則
性
と
一
致
す
る
点
。
た
だ

し
、
ゆ
と
0
2
と
が
、
怯
酵
長
官
が
同
じ
安
住
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

番
直
日
支
が
そ
れ
ぞ
れ
寅
卯
辰
、
三
宝
未
と
な
っ
て
い
て
相
互
に
異
な

る
の
は
、
こ
の
法
則
性
の
妥
当
性
を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
も

の
は
、
勿
切
㈲
の
四
例
に
適
用
さ
れ
る
が
、
第
一
怯
醇
は
酉
戌
亥
、
第

二
怯
醇
は
子
丑
寅
、
第
三
怯
酵
は
卯
辰
巳
、
第
四
怯
醇
は
午
未
申
で
あ

る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
三
例
に
つ
い
て
、
筆
者
が
こ
の
法
則
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
、
次
の
諸
点
に
あ
る
。
2
の
当
為
門
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

怯
醇
の
番
直
日
支
が
酉
戌
亥
で
、
右
に
法
則
と
し
て
あ
げ
た
（
以
下
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

様
）
第
一
怯
醇
の
番
直
日
支
と
「
致
す
る
点
。
1
1
の
安
童
の
怯
醇
の
番

直
日
支
が
子
丑
寅
で
、
第
二
虹
鱒
の
番
直
日
支
と
一
致
す
る
点
。
た
だ

　
　
ラ
　
　
　
　
　

し
、
妬
と
0
7
と
が
同
一
怯
醇
長
官
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
番
直
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
が
異
な
り
、
ま
た
2
と
1
7
と
で
は
県
警
長
官
が
異
な
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
番
直
日
支
が
同
じ
で
あ
る
の
は
、
こ
の
法
則
の
妥
当
性

を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
三
種
の
法
則
性
ら
し
い
も
の
は
相
互
に

排
除
し
て
相
容
れ
な
い
が
、
最
も
法
則
た
る
べ
き
蓋
然
性
が
高
い
の
は

最
も
多
く
の
例
に
適
用
さ
れ
、
且
つ
同
一
長
官
の
番
直
臼
支
に
「
致
が

み
ら
れ
る
例
を
含
む
第
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
第
一
の
も
の
は
、
－
か
ら
1
7
ま
で
の
諸
例
Q
つ
ち
過
半
数
の
十
例
を

含
み
、
第
二
第
三
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
三
、
四
例
で
僅
か
し
か
な
い
だ

け
で
な
く
、
，
そ
の
中
に
法
則
と
し
て
の
妥
当
性
を
弱
め
る
も
の
、
す
な

わ
ち
記
載
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
を
示
す
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
四
つ

　
　
　

て
、
1
7
至
元
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
以
前
に
も
法
則
性
が
あ
っ
た

と
み
て
よ
い
。
そ
の
法
則
性
に
よ
っ
た
際
、
第
一
怯
醇
は
未
申
酉
、
第

二
怯
醇
は
戌
亥
子
、
第
三
怯
醇
は
丑
寅
卯
、
第
四
怯
醇
は
辰
巳
午
と
な

り
、
也
可
は
第
一
、
安
住
は
第
三
、
察
座
面
は
第
四
怯
醇
長
官
と
な
る
。
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元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

で
、
筆
者
が
乙
の
法
則
性
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
、
次
陀
述
べ

る
諸
点
陀
あ
る
。

ωと
ωと
ωと
は
也
可
怯
蒔
の
例
で
あ
る
が
、
そ
の

番
直
日
支
は
い
ず
れ
も
未
申
酉
で
一
致
し
て
い
る
点
。

ωと
ωと
は
察

察
爾
の
怯
蒔
の
例
で
あ
る
が
、
そ
の
番
直
日
支
は
い
ず
れ
も
辰
巳
午
で

一
致
し
て
い
る
点
。
川
と

ωと
は
安
童
の
怯
醇
の
例
で
あ
る
が
、
そ
の

番
直
日
支
は
い
ず
れ
も
丑
寅
卯
で
一
致
し
て
い
る
点
。

ωωω
の
也
可

怯
蒔
の
番
直
日
支
は
未
申
酉
で
、
右
陀
法
則
性
と
し
て
あ
げ
た
(
以
下

同
様
)
第
一
怯
蒔
の
番
直
日
支
K
一
致
し
、
ま
た

ωω
の
察
察
爾
の
怯

辞
の
番
直
日
支
は
辰
巳
午
で
、
第
四
怯
蒔
の
番
直
日
支
に
一
致
し
、

ま
た
川

ωの
安
童
の
怯
醇
の
番
直
日
支
は
丑
寅
卯
で
、
第
三
怯
蒔
の
番

直
日
支
陀
一
致
す
る
点
。
第
二
の
も
の
は
、
問
ゆ

ωの
三
例
K
適
用
さ

れ
る
が
、
第
一
怯
蒔
は
申
酉
成
、
第
二
怯
蒔
は
亥
子
丑
、
第
三
怯
蒔
は

寅
卯
辰
、
第
四
怯
蒔
は
巳
午
未
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
三

例

K
つ
い
て
、
筆
者
が
乙
の
法
則
性
が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
、

次
K
述
べ
る
諸
点
に
あ
る
。

ωの
巴
林
の
怯
轄
の
番
直
日
支
が
亥
子
丑

で
、
右
K
法
則
性
と
し
て
あ
げ
た
(
以
下
同
様
)
第
二
怯
醇
の
番
直
日

支

K
一
致
す
る
点
。
川
町
の
安
図
の
怯
蒔
の
番
直
日
支
が
寅
卯
辰
で
、
第

三
怯
蒔
の
番
直
日
支
と
一
致
す
る
点
。

ωも
ま
た
安
童
(
安
図
)
の
怯

辞
の
例
で
あ
る
が
、
そ
の
審
直
日
支
が
巴
午
未
で
、
第
四
怯
酵
の
番
直

日
支
と
一
致
す
る
点
。
ま
た
右
K
あ
げ
た
第
二
の
諸
点
が
、
元
史
兵
志

の
記
載
、

ω以
降
の
諸
例
に
み
ら
れ
る
法
則
性
と
一
致
す
る
点
。
た
だ

し
、
川
と
問
と
が
、
怯
蒔
長
官
が
同
じ
安
重
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

番
直
日
支
が
そ
れ
ぞ
れ
寅
卯
辰
、
巳
午
未
と
な
っ
て
い
て
相
互
に
異
な

る
の
は
、
乙
の
法
則
性
の
妥
当
性
を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
も

の
は
、

ωωω
の
四
例
K
適
用
さ
れ
る
が
、
第
一
怯
蒔
は
酉
戊
亥
、
第

二
怯
蒔
は
子
丑
寅
、
第
三
怯
蒔
は
卯
辰
巳
、
第
四
怯
醇
は
午
未
申
で
あ

る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
三
例
陀
つ
い
て
、
筆
者
が
こ
の
法
則
性

が
妥
当
で
あ
る
と
す
る
根
拠
は
、
次
の
諸
点
に
あ
る
。

ωの
失
烈
門
の

怯
蒔
の
番
直
日
支
が
酉
成
亥
で
、
右
K
法
則
と
し
て
あ
げ
た
(
以
下
同

様
)
第
一
怯
蒔
の
番
直
日
支
と
一
致
す
る
点
。

ωの
安
童
の
怯
蒔
の
番

直
日
支
が
子
丑
寅
で
、
第
二
怯
醇
の
番
直
日
支
と
一
致
す
る
点
。
た
だ

し、

ωと
切
と
が
同
一
怯
醇
長
官
で
あ
る

K
も
か
か
わ
ら
ず
、
番
直
日

支
が
異
な
り
、
ま
た

ωと
mと
で
は
怯
蒔
長
官
が
異
な
っ
て
い
る

K
も

か
か
わ
ら
ず
、
番
直
日
支
が
同
じ
で
あ
る
の
は
、
乙
の
法
則
の
妥
当
性

を
弱
め
る
も
の
で
あ
る
。
以

t
三
種
の
法
則
性
ら
し
い
も
の
は
相
互
に

排
除
し
て
相
容
れ
な
い
が
、
最
も
法
則
た
る
べ
き
蓋
然
性
が
高
い
の
は

最
も
多
く
の
例
陀
適
用
さ
れ
、
且
つ
同
一
長
官
の
番
直
日
支
陀
一
致
が

み
ら
れ
る
例
を
含
む
第
一
の
ち
の
で
あ
る
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
第
一
の
も
の
は
、
川
か
ら
間
ま
で
の
諸
例
の
う
ち
過
半
数
の
十
例
を

含
み
、
第
二
第
三
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
三
、
四
例
で
僅
か
し
か
な
い
だ

け
で
な
く
、
そ
の
申
陀
法
則
と
し
て
の
妥
当
性
を
弱
め
る
も
の
、
す
な

わ
ち
記
載
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
を
示
す
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
従
つ

で
、
間
至
元
二
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
以
前
に
も
法
則
性
が
あ
っ
た

と
み
て
よ
い
。
そ
の
法
則
性
に
よ
っ
た
際
、
第
一
怯
蒔
は
未
申
酉
、
第

二
怯
醇
は
成
亥
子
、
第
三
怯
蒔
は
丑
寅
卯
、
第
四
怯
蒔
は
辰
巳
午
と
な

り
、
也
可
は
第
一
、
安
童
は
第
三
、
察
察
爾
は
第
四
怯
醇
長
官
と
な
る
。
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そ
の
番
直
日
支
は
、
元
史
専
掌
の
番
直
日
支
、
至
元
二
十
八
年
以
後
の

番
直
日
支
と
…
日
ず
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
そ
こ
で
右
に
得
た
結
論
の
上
に
た
っ
て
、
先
に
第
二
、
第
三
の
法
則

性
ら
し
い
も
の
と
し
て
あ
げ
た
、
ω
㈹
ゆ
ω
⑰
㈲
q
の
の
例
に
つ
い
て
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
㈲
と
㎝
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
述

の
如
く
い
ず
れ
か
一
つ
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
検
討
に
よ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
、
第
一
の
も
の
に
含
ま
れ
て
い
た
q
6
が
正
し
い
と
み
ら
れ
、
第
三
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　

も
の
に
含
ま
れ
て
い
た
0
5
と
0
7
と
は
記
載
の
誤
り
で
あ
る
。
さ
て
先
に

検
討
し
た
と
こ
ろ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
支
ま
た
は
日
次
に
屡
々
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

リ
が
あ
っ
た
が
、
今
ま
た
q
5
㎝
の
察
曾
爾
の
例
に
つ
い
て
も
誤
り
が
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
＠
失
烈
門
、
6
巴
林
に
つ
い
て
も

誤
り
が
あ
る
と
推
定
し
、
そ
れ
ら
を
い
ず
れ
も
第
二
再
三
で
あ
り
、
か

つ
失
産
門
の
場
合
は
酉
戌
亥
を
戌
亥
子
に
、
巴
林
の
場
合
は
亥
子
丑
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ラ

戌
亥
子
に
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
9
0
1
㎎
の
安
童
の
怯
醇
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
言
が
第
三
門
並
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
⑲
寅
卯
辰
を
丑
寅

卯
、
面
子
丑
寅
を
丑
寅
卯
、
1
2
巳
属
島
を
丑
寅
卯
と
修
正
す
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
先
に
検
討
を
後
に
譲
っ
た
硲
、
劒
の
両
面
醇
の
番
直
日
支
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ず
れ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
添
番
直
日
支
の
う
ち
、
僻
篤
憐
蛭
木
児
は

本
来
な
ら
ば
寅
卯
辰
の
日
に
あ
た
る
は
ず
で
あ
る
の
に
丑
寅
卯
の
日
に

　
　
　
　
　
　
　

な
っ
て
お
り
、
6
8
別
児
怯
不
出
は
巳
午
未
の
日
に
あ
た
る
は
ず
で
あ
る

の
に
辰
巳
午
の
日
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
】
日
の
ず
れ
は
、
至
元
二
十

五
年
以
前
の
番
直
日
支
の
ず
れ
と
一
致
し
、
か
つ
い
ず
れ
も
専
心
目
録

に
み
え
る
か
ら
、
一
概
に
誤
り
で
あ
る
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
あ
る
が
、
番
直
日
支
に
「
日
の
ず
れ
が
み
ら
れ
る
の
は
至
元
二
十
五

年
以
前
の
例
で
あ
り
、
一
方
右
の
両
例
が
元
末
で
あ
る
こ
と
、
及
び
他

の
篤
憐
帖
木
画
、
別
児
怯
不
宣
の
番
直
日
支
は
正
し
く
寅
卯
辰
、
巳
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
㈹
駆
の
前
後
の
諸
例
の
中
で
こ
の
よ

う
に
番
直
日
支
に
一
日
の
ず
れ
が
あ
る
の
は
両
例
だ
け
で
あ
る
こ
と
、

か
ら
推
し
て
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
両
例
と
も
誤
り
が
生
じ
た
も
の
（

正
し
く
は
篤
憐
帖
木
児
は
寅
卯
辰
、
皇
恩
怯
不
花
は
巳
午
未
）
と
考
え

る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
で
甲
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
の
寛
元
二
十
五
年
十
一
月
以
前
に

お
い
て
は
、
四
怯
醇
の
番
直
日
支
は
第
一
怯
醇
未
申
酉
、
第
二
怯
醇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酉
戌
亥
、
第
三
怯
醇
子
丑
寅
、
第
四
怯
醇
卯
辰
巳
で
あ
っ
た
こ
と
、
ご

同
二
十
八
年
二
月
以
後
に
お
い
て
は
、
第
一
怯
醇
申
酉
戌
、
第
二
怯

醇
亥
子
丑
、
第
三
怯
醇
寅
卯
辰
、
第
四
怯
醇
巳
午
未
で
あ
っ
た
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
。
さ
て
、
↑
と
仁
と
の
ず
れ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
生
じ

た
の
は
至
恩
こ
十
五
伍
十
一
月
か
ら
同
二
十
八
年
二
月
に
至
る
間
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
が
何
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

O
に
み
え
る
も
の
は
そ
の
出
現
以
後
、
元
正
ま
で
定
制
と
し
て
守
り
続

け
ら
れ
た
。
な
お
の
も
◎
も
と
も
に
正
し
い
規
定
で
あ
る
が
、
元
史
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
の
記
す
と
こ
ろ
は
↑
と
違
っ
て
い
る
。
従
っ
て
元
史
薄
志
の
番
直
日

支
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
至
重
二
十
五
年
十
一
月
以
前
の
も
の
に
つ
い

て
は
妥
当
で
な
く
、
講
元
二
十
八
年
二
月
以
後
に
つ
い
て
の
み
妥
当
性

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
，
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

そ
の
番
直
日
支
は
、
元
史
兵
志
の
番
直
日
支
、
至
元
二
十
八
年
以
後
の

番
直
日
支
と
一
日
ず
れ
て
い
た
乙
と
陀
な
る
。

そ
こ
で
右
に
得
た
結
論
の
上
陀
た
っ
て
、
先
K
第
一
一
、
第
三
の
法
則

性
ら
し
い
も
の
と
し
て
あ
げ
た
、

ω山川小川
ωωω
仰
の
例
K
つ
い
て
見

直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
刊
と
聞
と
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
先
述

の
如
く
い
ず
れ
か
一
つ
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
検
討
に
よ
れ

ば
、
第
一
の
も
の
陀
含
ま
れ
で
い
た
酬
が
正
し
い
と
み
ら
れ
、
第
三
の

払
の

K
含
ま
れ
て
い
た
い
叫
と
聞
と
は
記
載
の
誤
り
で
あ
る
。
き
て
先
K

検
討
し
た
と
乙
ろ
陀
明
ら
か
な
よ
う
陀
、
日
支
ま
た
は
日
次
陀
屡
々
誤

η
が
あ
っ
た
が
、
今
ま
た
邸
仰
の
察
察
繭
の
例
に
つ
い
て
も
誤
り
が
み

ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

Kω
失
烈
門
、

ω巴
林
陀
つ
い
て
も

誤
り
が
あ
る
と
推
定
し
、
そ
れ
ら
を
い
ず
れ
も
第
二
怯
蒔
で
あ
り
、
か

つ
失
烈
門
の
場
合
は
酉
戊
亥
を
戊
亥
子
医
、
巴
林
の
場
合
は
亥
子
丑
を

成
亥
子
に
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
山
川
町

ωの
安
童
の
怯
蒔
は
、

安
童
が
第
二
一
怯
蒔
長
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
附
寅
卯
辰
を
丑
寅

卯、

ω子
丑
寅
を
丑
寅
卯
、

ω日
午
未
を
丑
寅
卯
と
修
正
す
る
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

き
で
、
先
K
検
討
を
後
に
譲
っ
た
町
、

mw
の
両
怯
醇
の
番
直
日
支
の

ず
れ
陀
つ
い
て
で
あ
る
が
、
両
番
直
日
支
の
う
ち
、

mw
篤
憐
帖
木
児
は

本
来
な
ら
ば
寅
卯
辰
の

B
K
あ
た
る
は
ず
で
あ
る
の
に
丑
寅
卯
の
自
に

な
っ
て
お
り
、

mw
別
児
怯
不
花
は
巳
午
未
の
自
に
あ
た
る
は
ず
で
あ
る

の
に
辰
巳
午
の
自
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
日
の
ず
れ
は
、
至
元
二
十

五
年
以
前
の
番
直
日
支
の
ず
れ
と
一
致
し
、
か
つ
い
ず
れ
も
遼
史
目
録

元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

に
み
え
る
か
ら
、
一
概
K
誤
り
で
あ
る
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

で
あ
る
が
、
番
直
日
支
陀
一
日
の
ず
れ
が
み
ら
れ
る
の
は
至
元
二
十
五

年
以
前
の
例
で
あ
り
、
一
方
右
の
両
例
が
元
末
で
あ
る
乙
と
、
及
び
他

の
篤
憐
帖
木
児
、
別
児
怯
不
花
の
番
直
日
支
は
正
し
く
寅
卯
辰
、
巳
午

未
と
な
っ
で
い
る
乙
と
、
並
び

K

W
胞
の
前
後
の
諸
例
の
中
で
乙
の
よ

ろ
に
番
直
日
支
K
一
日
の
ず
れ
が
あ
る
の
は
両
例
だ
け
で
あ
る
こ
と
、

か
ら
推
し
て
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
両
例
と
も
誤
り
が
生
じ
た
も
の
(

正
し
く
は
篤
憐
帖
木
児
は
寅
卯
辰
、
別
児
怯
不
花
は
巳
午
未
)
と
考
え

る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。

以
上
で
即
ら
か
陀
な
っ
た
の
は
、
付
至
元
二
十
五
年
十
一
月
以
前
陀

お
い
て
は
、
四
怯
蒔
の
番
直
日
支
は
第
一
怯
蒔
未
申
酉
、
第
二
怯
蒔

酉
成
亥
、
第
三
怯
蒔
子
丑
寅
、
第
四
怯
蒔
卯
辰
巳
で
あ
っ
た
こ
と
、
口

同
二
十
八
年
二
月
以
後
に
お
い
で
は
、
第
一
怯
蒔
申
酉
戊
、
第
二
怯

辞
亥
子
丑
、
第
三
怯
醇
寅
卯
辰
、
第
四
怯
醇
巳
午
未
で
あ
っ
た
乙
と
で

あ
る
。
さ
て
、
村
と
口
と
の
ず
れ
陀
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
生
じ

た
の
は
至
元
二
十
五
年
十
一
月
か
ら
同
二
十
八
年
二
月
陀
至
る
間
で
あ

る
。
し
か
し
そ
れ
が
何
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
o

O
K
み
え
る
も
の
は
そ
の
出
現
以
後
、
元
末
ま
で
定
制
と
し
て
守
り
続

け
ら
れ
た
。
な
お
付
も
口
も
と
も
に
正
し
い
規
定
で
あ
る
が
、
元
史
兵

志
の
記
す
と
こ
ろ
は
付
と
違
っ
て
い
る
。
従
っ
て
元
史
兵
志
の
番
直
目

支
陀
つ
い
て
の
規
定
は
、
至
元
二
十
五
年
十
一
月
以
前
の
も
の
陀
つ
い

て
は
妥
当
で
な
く
、
至
元
二
十
八
年
二
月
以
後
に
つ
い
て
の
み
妥
当
性

を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
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元
朝
の
怯
藤
に
つ
い
て

　
　
　
二
、
四
怯
醇
の
長

　
四
怯
醇
の
輪
番
制
度
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
次
に
四
怯

醇
の
長
が
果
し
て
元
史
上
志
の
記
載
の
よ
う
に
、
博
ホ
忽
・
博
ホ
乖
・

木
華
黎
・
赤
老
諸
等
四
人
の
子
孫
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
電
撃
は
果
し

て
博
ホ
忽
の
後
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
の
怯
醇

は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
怯
醇
で
あ
る
の
か
ど
う
か

と
い
う
諸
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
つ
い
で
各
怯
酵
長
官
の
在
任
期
間

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　
ま
ず
第
一
怯
醇
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
表
に
み
え
る
怯
醇
長
の

番
直
日
支
に
従
え
ば
、
第
一
怯
醇
長
に
は
也
可
、
月
海
、
篤
陽
春
三
児

が
い
る
。
以
下
彼
等
が
ど
の
世
系
に
属
す
る
か
、
ま
た
ど
の
期
間
在
任

し
た
か
と
い
っ
た
こ
と
を
検
討
す
る
。
そ
の
後
第
二
怯
醇
以
下
に
つ
い

て
も
同
様
の
検
討
と
す
る
。

　
　
　
　
の
、
第
　
一
章
醇
　
　
　
　
・

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
の
、
也
　
　
可

　
前
節
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
也
可
は
第
一
職
事
長
官
名

で
あ
る
。
そ
の
例
が
現
れ
て
い
る
の
は
元
初
世
祖
の
時
代
か
ら
元
順
順

帝
の
時
代
に
ま
で
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
期
間
は
少
な
く
と
も
七
十
年

に
及
ぶ
。
従
っ
て
也
可
と
称
さ
れ
る
も
の
が
、
誰
か
特
定
の
個
人
を
指

す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
也
可
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
元
史
兵
志
に

は
、
天
子
が
自
ら
領
す
る
の
で
そ
う
い
う
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、

下
魚
は
も
と
も
と
「
大
き
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
也
可
が
特
定
の

個
人
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
買
置
兵
志
の
説

は
正
し
い
と
み
ら
れ
る
。
な
お
出
離
兵
志
に
よ
る
と
、
第
一
怯
陣
の
直

接
の
掌
領
者
は
別
業
部
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
怯
醇
は
、

天
子
が
自
ら
の
名
を
以
て
領
し
た
た
め
に
也
可
怯
醇
と
呼
ば
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
第
一
怯
醇
を
直
接
に
領
す
る
の
が
誰
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

特
定
の
個
人
の
名
が
第
一
怯
醇
長
官
名
と
し
て
記
録
に
残
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
怯
酵
を
直
接
に
領
し
た
の
が
、
別
速
馬

で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
か
め
よ
う
が
な
い
。

よ
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
は
町
史
兵
志
に
従
う
以
外
に
は
な
い
の
で
あ

る
。　
　
　
　
　
切
、
月
　
　
　
海

　
　
　
　
　
　
　
　

　
月
海
の
怯
醇
は
幡
（
第
一
表
の
番
号
）
至
大
元
年
十
月
十
一
日
に
現

れ
て
い
る
（
そ
の
番
直
日
支
は
申
酉
戌
で
あ
る
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

月
海
が
第
一
怯
醇
長
官
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に

第
一
怯
醇
の
場
合
、
そ
の
長
官
名
と
し
て
特
定
の
個
人
の
名
が
記
録
に

残
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
月
海
は
ど
れ
か
他
の
怯
醇
に
属
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
世
系
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
ど
の
怯
醇
に
属
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
手
掛
り
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
も
詳
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
在
任
期
間
も
、
％
至
大
元
年
十
月
十

一
日
の
時
点
で
怯
醇
長
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
層
、
篤
憐
帖
木
児

　
　
　
　
　
く

篤
憐
帖
木
児
の
怯
醇
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
6
⑤
6
8
㈹
㈲
⑩
⑱
（

西
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冗
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

二
、
四
怯
醇
の
長

四
怯
蒔
の
輪
番
制
度
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
次
に
四
怯

蒔
の
長
が
果
し
て
元
史
兵
志
の
記
載
の
よ
う
に
、
博
ホ
忽
・
博
'
郡
北
・

木
華
禁
・
赤
老
温
等
四
人
の
子
孫
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
也
可
は
果
し

て
博
命
忽
の
後
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
こ
れ
ら
の
怯
蒔

は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
、
第
二
、
第
三
、
第
四
怯
蒔
で
あ
る
の
か
ど
う
か

と
い
う
諸
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
つ
い
で
各
怯
蒔
長
官
の
在
任
期
聞

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

ま
ず
第
一
怯
蒔
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
表
に
み
え
る
怯
蒔
長
の

番
直
日
支
に
従
え
ば
、
第
一
怯
蒔
長
に
は
也
可
、
月
海
、
篤
憐
帖
木
句

が
い
る
。
以
下
彼
等
が
ど
の
世
系
に
属
す
る
か
、
ま
た
ど
の
期
間
在
任

し
た
か
と
い
っ
た
乙
と
を
検
討
す
る
。
そ
の
後
第
二
怯
蒔
以
下
に
つ
い

て
も
同
様
の
検
討
と
す
る
。i怯

蒔'

ω、
第
一

川

、

也

可

前
節
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
也
可
は
第
一
怯
蒔
長
官
名

で
あ
る
。
そ
の
例
が
現
れ
て
い
る
の
は
元
初
世
祖
の
時
代
か
ら
元
末
順

帝
の
時
代
に
ま
で
わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
期
間
は
少
な
く
と
も
七
十
年

に
及
ぶ
。
従
っ
て
也
可
と
称
さ
れ
る
も
の
が
、
誰
か
特
定
の
個
人
を
指

す
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
也
可
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
、
元
史
兵
志
ほ

は
、
天
子
が
自
ら
領
す
る
の
で
そ
う
い
う
の
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、

也
可
は
も
と
も
と
「
大
き
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
也
可
が
特
定
の

個
人
と
は
考
え
ら
れ
な
い
乙
と
と
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
元
史
兵
志
の
説

は
正
し
い
と
み
ら
れ
る
。
な
お
元
史
兵
士
山
に
よ
る
と
、
第
一
怯
蒔
の
直

接
の
掌
領
者
は
別
速
部
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
怯
蒔
は
、

天
子
が
自
ら
の
名
を
以
て
領
し
た
た
め
に
也
可
怯
蒔
と
呼
ば
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
第
一
怯
醇
を
直
接
に
領
す
る
の
が
誰
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

特
定
の
個
人
の
名
が
第
一
怯
蒔
長
官
名
と
し
て
記
録
に
残
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
怯
蒔
を
直
接
に
領
し
た
の
が
、
別
速
部

で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
事
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
確
か
め
よ
う
が
な
い
。

よ
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
は
元
史
兵
士
山
に
従
う
以
外
に
は
な
い
の
で
あ

る。
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同

、

月

梅

月
海
の
怯
醇
は

ω
(第
一
表
の
番
号
)
至
大
元
年
十
月
十
一
日
に
現

れ
て
い
る
(
そ
の
番
直
日
支
は
申
酉
戊
で
あ
る
〉
。
乙
れ
に
よ
っ
て
、

月
海
が
第
一
怯
蒔
長
官
で
あ
る
と
推
測
し
た
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に

第
一
怯
蒔
の
場
合
、
そ
の
長
官
名
と
し
て
特
定
の
個
人
の
名
が
記
録
に

残
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
月
海
は
ど
れ
か
他
の
怯
蒔
に
属
す
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の
世
系
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
ど
の
怯
蒔
に
属
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
手
掛
り
を
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
も
詳
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
在
任
期
間
も
、

ω至
大
元
年
十
月
十

一
日
の
時
点
で
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
乙
と
以
外
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。

州
、
篤
憐
帖
木
児

篤
憐
帖
木
児
の
怯
蒔
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

M
W
ω

削
創
刊
問
(



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
付
は
第
一
表
参
照
）
に
現
れ
て
い
る
が
、
5
8
が
第
一
怯
醇
の
番
直
日

支
で
あ
る
の
を
除
き
、
他
の
例
は
す
べ
て
第
三
無
謬
の
番
直
日
支
で
あ

る
。
そ
こ
で
こ
の
第
一
怯
醇
の
場
合
に
は
、
篤
憐
帖
木
児
が
臨
時
に
也

可
怯
醇
の
番
直
日
支
に
も
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
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ﾌ
日
付
に
誤
り
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
世
系
、
在
任
期

間
は
第
三
怯
醇
の
理
に
お
い
て
検
討
す
る
。

　
な
お
、
第
…
表
に
は
み
え
な
い
が
、
甲
唄
即
自
の
直
接
の
掌
奏
者
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
尚
学
田
・
牽
羅
が
い
る
。
そ
こ
で
以
下

尚
家
奴
・
華
墨
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
。
元
号
巻
三
十
一
明
宗
紀
、

天
暦
二
年
五
月
辛
酉
の
條
に
、

　
　
御
史
大
夫
牽
羅
・
中
政
使
尚
家
奴
並
特
授
開
府
儀
同
輩
司
、
国
典

　
　
四
番
宿
衛
。

と
あ
り
、
怯
醇
長
尚
家
奴
・
僧
尼
の
名
が
み
え
て
い
る
が
、
両
者
が
典

つ
た
宿
衛
の
番
直
日
支
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
後
に
第
三
、
第

四
怯
醇
の
項
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
明
宗
紀
に
お
け
る
第
三
担
当
長
は

闊
徹
伯
、
第
四
怯
醇
長
は
地
者
帖
不
離
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ

て
世
家
奴
・
牽
羅
は
そ
れ
ぞ
れ
第
一
あ
る
い
は
第
二
の
怯
醇
長
で
あ
り
、

両
者
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
、
也
可
の
名
を
以
て
第
一
同
軸
を
領
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、
湯
巻
三
十
一
明

宗
紀
に
、

　
　
延
祐
三
年
春
議
建
東
宮
。
・
：
：
於
是
封
蝋
為
周
王
。
興
研
雲
南
、

　
　
置
常
蓮
府
官
属
、
墨
型
授
中
書
左
丞
相
禿
忽
魯
、
大
司
徒
斡
耳
朶
、

　
　
中
政
事
尚
家
奴
、
山
北
遼
陽
等
路
蒙
古
軍
万
戸
李
羅
、
翰
林
侍
講

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

　
　
学
士
教
化
等
質
為
常
侍
。

と
あ
っ
て
、
両
者
は
購
買
が
周
王
と
な
っ
て
以
来
の
腹
心
で
あ
る
と
学

べ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
同
明
宗
紀
に
、

　
　
歳
戊
辰
九
月
壬
申
、
懐
王
即
位
。
是
独
文
宗
。
改
元
天
暦
。
詔
天

　
　
下
日
。
雲
母
大
兄
之
至
、
過
量
朕
固
譲
之
心
。
・
…
・
旧
臣
世
羅

　
　
・
尚
家
奴
・
恰
八
児
禿
・
皆
従
至
金
山
。

と
あ
っ
て
、
両
者
は
明
宗
の
旧
臣
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
両
者
が
詩

宗
の
腹
心
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
明
宗
は
、
先
掲
明
宗
紀
天
暦
二
年
五

月
辛
酉
の
條
に
み
え
る
よ
う
に
、
天
暦
二
年
五
月
に
、
両
者
を
し
て
四

番
宿
衛
を
典
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
県
三
十
四
文
宗
紀

に
よ
る
と
、
至
愚
元
年
六
月
、
中
政
使
墨
家
奴
は
、
闊
華
飾
（
後
に
述

べ
る
よ
う
に
第
三
怯
醇
長
で
あ
る
）
等
と
と
も
に
、
　
「
謀
変
有
罪
」
を

以
て
棄
市
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
当
薬
に
つ
い
て
も
、
同
至
難
元
年
秋
七

月
丁
丑
の
條
に
、

　
　
故
丞
相
鉄
木
零
時
子
将
出
挙
鎖
住
、
鼻
下
弟
観
音
奴
・
姉
夫
家
主

　
　
使
野
理
牙
、
坐
怨
望
造
畢
聖
祭
北
斗
呪
咀
。
事
覚
。
詔
中
書
鞠
之
。

　
　
事
連
管
刑
部
尚
書
鳥
琴
似
・
前
御
史
大
夫
学
羅
・
上
都
留
守
馬
児

　
　
及
野
理
牙
姉
採
納
昔
木
耳
等
、
倶
伏
蘇
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

と
あ
っ
て
、
訴
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
日
時
は
、
　
「
事
は
前
の

…
：
御
史
大
夫
孝
羅
・
：
等
に
連
な
り
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
七

月
丁
丑
以
前
、
恐
ら
く
墨
家
奴
と
同
じ
六
月
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

両
者
が
誹
さ
れ
た
至
順
元
年
六
月
以
前
に
、
両
者
が
怯
里
長
を
解
任
さ

れ
た
と
い
う
記
事
は
な
く
、
別
に
他
の
者
が
代
っ
て
領
し
た
と
い
う
明
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日
付
は
第
一
表
参
照
)
に
現
れ
て
い
る
が
、
m
w
が
第
一
怯
蒔
の
番
直
日

支
で
あ
る
の
を
除
き
、
他
の
例
は
す
べ
て
第
三
怯
酵
の
番
直
日
支
で
あ

る
。
そ
こ
で
乙
の
第
一
怯
蒔
の
場
合
に
は
、
篤
憐
帖
木
児
が
臨
時
に
也

可
怯
蒔
の
番
直
日
支
に
も
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
ま
た

聞
の
日
付
に
誤
り
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
世
系
、
在
任
期

間
は
第
三
怯
蒔
の
茸
'
に
お
い
て
検
討
す
る
。

な
お
、
第
一
表
に
は
み
え
な
い
が
、
也
可
怯
蒔
の
直
接
の
掌
領
者
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
尚
家
奴
・
字
羅
が
い
る
。
そ
乙
で
以
下

尚
家
奴
・
字
羅
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え

Z
。
元
史
巻
三
十
一
明
宗
紀
、

天
暦
二
年
五
月
辛
酉
の
僚
に
、

御
史
大
夫
字
羅
'
中
政
使
尚
家
奴
並
特
授
開
府
儀
同
三
司
、
以
典

四
番
宿
衛
。

と
あ
り
、
怯
蒔
長
尚
家
奴
二
子
羅
の
名
が
み
え
て
い
る
が
、
両
者
が
典

っ
た
宿
衛
の
番
直
日
支
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
後
民
第
一
二
、
第

四
怯
蒔
の
項
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
明
宗
紀
に
お
け
る
第
三
怯
蒔
長
は

閥
徹
伯
、
第
四
怯
蒔
長
は
完
者
帖
木
児
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ

て
尚
家
奴
・
字
羅
は
そ
れ
ぞ
れ
第
一
あ
る
い
は
第
二
の
怯
蒔
長
で
あ
り
、

両
者
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
、
也
可
の
名
を
以
て
第
一
怯
蒔
を
領
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
両
者
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、
同
巻
三
十
一
明

宗
紀
に
、延
祐
三
年
春
議
建
東
宮
。
:
:
・
於
是
封
帝
為
周
王
。
出
鎮
雲
南
、

置
常
侍
府
官
属
、
以
造
授
申
書
左
丞
相
禿
忽
魯
、
大
司
徒
斡
耳
菜
、

中
政
停
尚
家
奴
、
山
北
遼
陽
等
路
蒙
古
軍
万
一
戸
学
羅
、
翰
林
侍
講

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

学
士
教
化
等
並
為
常
侍
。

と
あ
っ
て
、
両
者
は
明
宗
が
周
王
と
な
っ
て
以
来
の
腹
心
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
同
明
宗
紀
に
、

歳
戊
辰
九
月
壬
申
、
懐
王
即
位
。
是
為
文
宗
。
改
元
天
暦
。
詔
天

下
回
。
謹
侯
大
兄
之
至
、
以
遂
朕
固
譲
之
心
。
・
:
:
旧
臣
字
羅

.
尚
家
奴
・
恰
八
児
禿
・
皆
従
至
金
山
。

と
あ
っ
て
、
両
者
は
明
宗
の
旧
臣
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
両
者
が
明

宗
の
腹
心
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
明
宗
は
、
先
掲
明
宗
紀
天
暦
二
年
五

月
辛
酉
の
僚
に
み
え
る
よ
う
に
、
天
暦
二
年
五
月
に
、
両
者
を
し
て
四

番
宿
衛
を
典
ら
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
巻
三
十
四
文
宗
紀

に
よ
る
と
、
至
順
元
年
六
月
、
中
政
使
尚
家
奴
は
、
閥
徹
伯
(
後
に
述

べ
る
よ
う
に
第
三
怯
蒔
長
で
あ
る
)
等
と
と
も
に
、
「
謀
変
有
罪
」
を

以
て
棄
市
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
字
羅
に
つ
い
て
も
、
同
至
順
元
年
秋
七

月
丁
丑
の
僚
に
、

故
丞
相
鉄
木
迭
児
子
将
作
使
鎖
住
、
与
其
弟
観
音
奴
・
姉
夫
太
医

便
野
理
牙
、
坐
怨
望
造
符
録
祭
北
斗
呪
阻
。
事
覚
。
詔
申
書
鞠
之
。

事
連
前
刑
部
尚
書
鳥
馬
児
・
前
御
史
大
夫
字
羅
・
仁
都
留
守
馬
児

及
野
理
牙
姉
阿
納
昔
木
思
等
、
倶
伏
訴
。

。。

と
あ
っ
て
、
訴
さ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
日
時
は
、
「
事
は
前
の

:
・
御
史
大
夫
字
羅
:
・
等
に
連
な
り
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
七

月
丁
丑
以
前
、
恐
ら
く
尚
家
奴
と
同
じ
六
月
・
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

両
者
が
諒
さ
れ
た
至
順
元
年
六
月
以
前
に
、
両
者
が
怯
醇
長
を
解
任
さ

れ
た
と
い
う
記
事
は
な
く
、
別
に
他
の
者
が
代
っ
て
領
し
た
と
い
う
明
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

臼
な
事
実
も
な
い
の
で
、
両
者
の
在
任
期
間
は
、
と
も
に
天
暦
二
年
五

月
か
ら
至
順
元
年
六
月
ま
で
で
あ
る
と
す
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
両
者
の
世
系
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

　
ま
た
右
の
外
に
も
、
也
可
怯
騨
の
直
接
の
掌
三
者
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
も
の
に
、
定
住
が
あ
る
。
文
宗
紀
天
暦
二
年
九
月
壬
申
の
條
に
、

　
　
怯
醇
官
武
備
卿
定
住
特
授
開
府
儀
同
三
司
。

と
あ
っ
て
、
怯
酵
官
（
怯
醇
長
注
⑥
）
定
住
の
名
が
み
え
る
。
彼
の
領

し
た
怯
醇
の
番
直
日
支
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
也
可
怯

醇
の
実
際
の
掌
領
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
紀
に
よ
る
と
、
文

宗
至
順
元
年
五
月
に
は
、
「
宣
徽
使
定
住
」
と
み
え
、
順
帝
至
元
元
年

連
月
に
は
、
「
太
保
中
書
平
薬
事
定
住
」
と
み
え
る
か
ら
、
彼
は
、
尚

家
奴
・
学
羅
と
は
異
な
り
、
文
宗
の
腹
心
と
し
て
生
き
の
び
た
と
認
め

ら
れ
る
が
、
そ
の
在
任
期
間
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の
世
系
も

詳
ら
か
で
は
な
い
。

　
以
上
、
第
一
怯
醇
は
天
子
が
自
ら
の
名
を
以
て
領
し
た
の
で
也
可
重

囲
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
直
接
の
掌
立
者
が
誰
で
あ
っ
た
か
確
か

め
ら
れ
な
い
が
、
明
宗
期
の
怯
醇
長
で
あ
る
尚
家
奴
・
李
羅
の
う
ち
の

い
ず
れ
か
は
、
ま
た
文
春
期
の
怯
酵
長
で
あ
る
定
住
は
、
盆
画
怯
醇
の

直
接
の
掌
領
者
で
あ
っ
た
可
詳
性
が
あ
る
。
な
お
、
主
家
奴
・
学
士
、

定
住
の
世
系
は
詳
ら
か
で
は
な
く
、
止
長
怯
酵
の
直
接
の
掌
領
得
は
別

速
部
で
あ
る
と
す
る
元
史
兵
志
の
記
載
が
事
実
か
ど
う
か
を
確
か
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
は
元
史
兵
志
に
従
う
外

は
な
い
。
ま
た
語
史
重
患
に
は
、
夏
鳶
二
君
は
、
第
一
怯
醇
の
博
ホ
忽

の
子
孫
が
早
絶
し
た
後
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、

後
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
博
ホ
忽
の
子
孫
は
第
四
怯
醇
長
を
世
襲

し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
点
の
検
討
は
第
四
怯
藤
の
検
討
の
後
に
早
め
て

と
り
あ
げ
る
。

　
　
　
　
ω
、
第
二
怯
　
醇

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
の
、
失
烈
門

　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
失
軍
門
の
怯
醇
は
、
＠
如
露
二
十
一
年
正
月
二
十
五
日
に
現
れ
て
い

る
。
世
系
未
詳
注
⑦
。

　
　
　
　
　
の
、
巴
　
　
林

　
　
　
　
　
（

　
巴
林
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
青
崖
集
巻
四
に
一
個
所
見
え
る
だ
け
で

あ
る
。
た
だ
し
、
元
史
巻
十
五
に
八
鄭
、
元
朝
秘
史
に
能
無
鄭
が
あ
っ

て
、
元
史
善
導
に
は
両
者
は
巴
林
と
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

両
者
は
と
も
に
部
族
名
で
あ
る
。
公
文
書
の
怯
醇
長
官
名
の
と
こ
ろ
に
、

そ
の
長
官
の
部
族
名
を
記
し
た
も
の
は
他
に
例
が
な
い
が
、
仮
に
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
部
族
名
と
し
て
、
8
鼻
元
二
十
三
年
十
月
の
こ
ろ
に
、
巴
林
1
1
巴
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
（

嚇
と
い
う
部
族
に
属
す
る
人
物
で
、
怯
蒔
長
官
に
あ
て
ら
れ
る
ほ
ぼ
重

き
を
な
す
も
の
を
求
め
る
と
主
顔
が
い
る
。
し
か
し
伯
顔
は
、
元
史
巻

＝
一
七
本
伝
に
よ
れ
ば
、
二
元
十
八
年
、
前
王
に
従
っ
て
北
辺
の
鎮
撫

に
赴
い
て
お
り
、
首
元
二
十
三
年
十
月
に
あ
っ
て
、
依
然
北
辺
に
留
っ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
当
時
怯
醇
長
官
と
し
て
怯
醇
を
領
し
得
た
と

思
わ
れ
な
い
。
ま
た
伯
顔
の
他
に
は
、
怯
醇
長
に
あ
た
る
ほ
ど
重
き

を
な
す
人
物
は
見
当
ら
な
い
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
部
族
名
を
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

白
な
事
実
も
な
い
の
で
、
両
者
の
在
任
期
間
は
、
と
も
に
天
暦
二
年
五

月
か
ら
至
順
元
年
六
月
ま
で
で
あ
る
と
す
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
両
者
の
世
系
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

ま
た
右
の
外
に
も
、
也
可
怯
蒔
の
直
接
の
掌
領
者
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
も
の
に
、
定
住
が
あ
る
。
文
宗
紀
天
暦
二
年
九
月
壬
申
の
僚
に
、

怯
蒔
宮
武
備
矧
定
住
特
授
開
府
儀
同
三
司
。

と
あ
っ
て
、
怯
蒔
官
(
怯
蒔
長
注
⑥
)
定
住
の
名
が
み
え
る
。
彼
の
領

し
た
怯
蒔
の
番
直
日
支
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
也
可
怯

醇
の
実
際
の
掌
領
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
紀
に
よ
る
と
、
文

宗
至
順
元
年
五
月
比
は
、
「
宣
徽
使
定
住
」
と
み
え
、
順
帝
至
元
元
年

九
月
比
は
、
「
太
保
申
書
平
章
事
定
住
」
と
み
え
る
か
ら
、
彼
は
、
尚

家
奴
・
字
羅
と
は
異
な
り
、
文
宗
の
腹
心
と
し
て
生
き
の
び
た
と
認
め

ら
れ
る
が
、
そ
の
在
任
期
間
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の
世
系
も

詳
ら
か
で
は
な
い
。

以
上
、
第
一
怯
蒔
は
天
子
が
自
ら
の
名
を
以
て
領
し
た
の
で
也
可
怯

蒔
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
直
接
の
掌
領
者
が
誰
で
あ
っ
た
か
確
か

め
ら
れ
な
い
が
、
明
宗
期
の
怯
蒔
長
で
あ
る
尚
家
奴
・
字
羅
の
う
ち
の

い
ず
れ
か
は
、
ま
た
文
宗
期
の
怯
蒔
長
で
あ
る
定
住
は
、
也
可
怯
蒔
の

直
接
の
掌
領
者
で
あ
っ
た
可
静
性
が
あ
る
。
な
お
、
尚
家
奴
・
字
羅
、

定
住
の
世
系
は
詳
ら
か
で
は
な
く
、
也
可
怯
蒔
の
直
接
の
掌
領
者
は
別

速
部
で
あ
る
と
す
る
元
史
兵
志
の
記
載
が
事
実
か
ど
う
か
を
確
か
め
る

ζ

と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
乙
の
点
に
つ
い
て
は
元
史
兵
志
に
従
う
外

は
な
い
。
ま
た
元
史
兵
志
に
は
、
也
可
怯
蒔
は
、
第
一
怯
醇
の
博
ホ
忽

の
子
孫
が
早
絶
し
た
後
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、

後
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
博
'
ぶ
忽
の
子
孫
は
第
四
怯
蒔
長
を
世
襲

し
て
い
る
か
ら
、
乙
の
点
の
検
討
は
第
四
怯
蒔
の
検
討
の
後
に
吏
め
て

と
り
あ
げ
る
。ω、

第

二

怯

蒔

小
川
、
失
烈
門

失
烈
門
の
怯
蒔
は
、

ω至
元
二
十
一
年
正
月
二
十
五
日
に
現
れ
て
い

る
。
世
系
未
詳
注
⑦
。

小

川

、

巴

林

巴
林
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
青
崖
集
巻
四
に
一
個
所
見
え
る
だ
け
で

あ
る
。
た
だ
し
、
元
史
巻
十
五
に
八
都
、
元
朝
秘
史
に
巴
阿
嚇
が
あ
っ

て
、
元
史
語
解
に
は
両
者
は
巴
林
と
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

両
者
は
と
も
に
部
族
名
で
あ
る
。
公
文
書
の
怯
蒔
長
官
名
の
と
こ
ろ
に
、

そ
の
長
官
の
部
族
名
を
記
し
た
も
の
は
他
に
例
が
な
い
が
、
仮
に
こ
れ

を
部
族
名
と
し
て
、
山
川
至
元
二
十
三
年
十
月
の
乙
ろ
に
、
巴
林
H
巴
阿

嚇
と
い
う
部
族
に
属
す
る
人
物
で
、
怯
蒔
長
官
に
あ
て
ら
れ
る
ほ
ぼ
重

き
を
な
す
も
の
を
求
め
る
と
伯
顔
が
い
る
。
し
か
し
伯
顔
は
、
元
史
巻

一
二
七
本
伝
に
よ
れ
ば
、
至
元
十
八
年
、
燕
王
に
従
っ
て
北
辺
の
鎮
撫

に
赴
い
て
お
り
、
至
元
二
十
三
年
十
月
に
あ
っ
て
、
依
然
北
辺
に
留
っ

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
当
時
怯
醇
長
官
と
し
て
怯
蒔
を
領
し
得
た
と

思
わ
れ
な
い
。
ま
た
伯
顔
の
他
に
は
、
怯
蒔
長
に
あ
た
る
ほ
ど
重
き

を
な
す
人
物
は
見
当
ら
な
い
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
部
族
名
を
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以
て
怯
醇
長
官
名
と
す
る
例
は
他
に
な
い
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
巴
林

は
人
名
、
た
だ
し
具
体
的
な
こ
と
は
不
明
と
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
場
、
呼
図
克
台

　
三
図
克
台
と
い
う
表
記
は
、
清
朝
の
欽
定
四
庫
全
書
珍
本
初
集
廟
学

典
礼
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
元
史
語
解
巻
一
及
び
巻
十
五
を
み

る
と
、
元
史
に
旧
都
台
と
あ
る
も
の
を
呼
図
帯
芝
と
記
し
て
い
る
の
が

わ
か
る
。
し
か
し
、
忽
都
台
な
る
人
物
で
怯
語
長
に
該
当
す
る
顕
貴
か

つ
重
要
な
者
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
み
あ
た
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
次
項
O
忽
都
答
児
で
考
察
す
る
よ
う
に
忽
都
答
児
は
至
元

二
十
　
年
か
ら
大
徳
十
一
年
に
至
る
ま
で
の
時
期
に
第
二
怯
学
長
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
忽
都
蒼
児
の
清
朝
風
表
記
を
軍
書
語
解

に
よ
っ
て
検
す
る
と
、
壁
画
に
そ
れ
を
呼
図
器
量
爾
と
表
し
て
い
る
。

右
の
右
図
迫
台
は
こ
の
呼
気
克
岱
爾
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て

　
　
　
　
　
ラ

忽
都
蒼
児
が
㎎
至
元
二
十
八
年
二
月
十
九
日
に
も
怯
醇
長
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
忽
都
答
児
に
つ
い
て
は
次
項
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
じ
、
忽
都
苓
児

　
忽
都
遷
児
の
毛
無
は
、
ω
大
徳
九
年
八
月
二
日
に
現
れ
て
い
る
。
元

史
巻
九
十
五
食
貨
志
歳
賜
の
條
に
、
也
可
惚
面
、
帖
古
迭
雨
量
醇
、
月
面

察
児
怯
醇
と
並
ん
で
忽
都
答
児
の
怯
葬
も
み
え
て
い
る
。
そ
の
忽
都
蒼

怯
の
部
分
は

　
　
忽
都
答
児

　
　
　
　
江
南
戸
妙
。
至
元
二
十
一
年
分
擾
武
岡
路
滋
賀
県
五
千
戸
。

　
　
計
二
百
錠
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
至
元
二
十
一
年
置
も
忽
都
団
子
は

怯
醇
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
て
蕊
取
宰
相
年
表
の
世
祖
初
期
に
忽
隠
釘
児
の
名
が
み
え
る
。
彼

は
、
至
元
二
、
三
年
中
書
右
丞
相
、
四
、
五
、
六
年
中
書
平
身
政
事
、

七
年
か
ら
十
四
年
ま
で
中
書
左
丞
相
で
あ
っ
た
が
、
同
巻
六
世
祖
紀
紅

血
四
年
六
月
乙
丑
の
條
に
、

　
　
復
以
史
天
沢
為
中
書
左
丞
相
。
忽
都
苔
児
・
耶
律
鋳
並
尊
高
章
政

　
　
事
。

と
あ
り
、
ま
た
同
巻
七
世
祖
活
量
元
七
年
春
正
月
丙
午
の
條
に
は
、

　
　
以
平
章
政
事
露
都
直
話
為
中
書
左
丞
相
。

と
あ
っ
て
、
宰
相
年
表
の
南
都
訳
合
は
、
忽
都
町
児
の
誤
り
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
春
巻
二
十
五
仁
宗
紀
延
祐
三
年
春
正
月
丙
午

の
條
に
、

　
　
封
前
中
書
左
丞
相
忽
魯
苓
児
寿
国
公
。

と
あ
る
が
、
中
書
左
丞
相
忽
魯
苔
児
の
名
は
他
に
み
ら
れ
な
い
か
ら
、

忽
魯
苔
児
は
忽
都
蒼
児
の
こ
と
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
中
書
左

丞
相
忽
都
苔
児
と
怯
蔀
長
言
都
議
児
と
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
み
ら
れ

る
（
怯
醇
長
は
、
通
常
朝
廷
に
あ
っ
て
重
要
な
官
職
を
兼
ね
て
い
る
。

従
っ
て
、
怯
醇
長
の
名
は
本
紀
に
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
み
て
ほ
ぼ
疑
い

な
い
。
以
下
の
検
討
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
ま
た
怯

醇
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
任
免
の
時
期
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
、
彼
の
帯
び
た
官
職
の
高
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

以
て
怯
蒔
長
官
名
と
す
る
例
は
他
に
な
い
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、
巴
林

は
人
名
、
た
だ
し
具
体
的
な
こ
と
は
不
明
と
し
て
お
く
。

川
、
呼
図
克
台

呼
図
克
台
と
い
う
表
記
は
、
清
朝
の
欽
定
四
庫
全
書
珍
本
初
集
廟
掌

典
礼
に
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
い
ま
元
史
語
解
巻
一
及
び
巻
十
五
を
み

る
と
、
元
史
に
忽
都
台
と
あ
る
も
の
を
呼
図
克
台
と
記
し
て
い
る
の
が

わ
か
る
。
し
か
し
、
忽
都
台
な
る
人
物
で
怯
蒔
長
に
該
当
す
る
顕
貴
か

っ
重
要
な
者
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
み
あ
た
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
次
項
口
忽
都
文
口
児
で
考
察
す
る
よ
う
に
忽
都
杏
児
は
至
元

二
十
一
年
か
ら
大
徳
十
一
年
比
至
る
ま
で
の
時
期
に
第
二
怯
醇
長
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
乙
で
忽
都
文
口
児
の
清
朝
風
表
記
を
元
史
語
解

に
よ
っ
て
検
す
る
と
、
巻
十
に
そ
れ
を
呼
図
克
岱
爾
と
表
し
て
い
る
。

右
の
呼
図
克
台
は
こ
の
呼
図
克
岱
爾
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て

忽
都
苔
児
が

ω至
元
二
十
八
年
二
月
十
九
日
に
も
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
乙

と
が
わ
か
る
。
忽
都
文
ロ
児
に
つ
い
て
は
次
項
に
述
べ
る
。

ヒ
、
忽
都
文
口
児

忽
都
文
ロ
児
の
怯
蒔
は
、

ω大
徳
九
年
八
月
二
日
に
現
れ
て
い
る
。
元

史
巻
九
十
五
食
貨
志
歳
賜
の
僚
に
、
也
可
怯
蒔
、
伯
古
迭
児
怯
蒔
、
月
赤

察
児
怯
醇
と
並
ん
で
忽
都
文
口
児
の
怯
蒔
も
み
え
て
い
る
。
そ
の
忽
都
文
ロ

怯
の
部
分
は

忽
都
文
口
児
江
南
一
円
妙
。
至
元
二
十
一
年
分
接
武
岡
路
新
寧
県
五
千
戸
。

元
朝
の
怯
躍
に
つ
い
て

計
二
百
錠
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
至
元
二
十
一
年
に
も
忽
都
文
口
児
は

怯
醇
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
元
史
宰
相
年
表
の
世
祖
初
期
に
忽
都
察
児
の
名
が
み
え
る
。
彼

は
、
至
元
二
、
コ
一
年
中
書
右
丞
相
、
四
、
五
、
六
年
中
書
平
章
政
事
、

七
年
か
ら
十
四
年
ま
で
中
書
左
丞
相
で
あ
っ
た
が
、
同
巻
六
世
祖
紀
至

元
四
年
六
月
乙
丑
の
僚
に
、

復
以
史
天
沢
為
申
書
左
丞
和
。
忽
都
文
口
児
・
耶
律
鋳
並
降
平
章
政

事。

と
あ
り
、
ま
た
同
巻
七
世
祖
紀
至
元
七
年
春
正
月
丙
午
の
僚
に
は
、

以
平
章
政
事
忽
都
苓
児
為
申
書
左
丞
相
。

と
あ
っ
て
、
宰
相
年
表
の
忽
都
察
児
は
、
忽
都
文
口
児
の
誤
り
で
あ
る
と

と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
同
巻
二
十
五
仁
宗
紀
延
祐
三
年
春
正
月
丙
午

の
僚
に
、封
前
申
書
左
丞
相
忽
魯
丈
口
児
寿
国
公
。

と
あ
る
が
、
申
書
左
丞
相
忽
魯
苔
児
の
名
は
他
に
み
ら
れ
な
い
か
ら
、

忽
魯
苔
児
は
忽
都
苔
児
の
こ
と
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
乙
の
申
書
左

丞
相
忽
都
文
口
児
と
怯
蒔
長
忽
都
文
口
児
と
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
み
ら
れ

る
(
怯
蒔
長
は
、
通
常
朝
廷
に
あ
っ
て
重
要
な
官
職
を
兼
ね
て
い
る
。

従
っ
て
、
怯
蒔
長
の
名
は
本
紀
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
み
て
ほ
ぼ
疑
い

な
い
。
以
下
の
検
討
に
お
い
て
、
乙
の
ζ
と
を
前
提
と
す
る
。
ま
た
怯

辞
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
乙
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
任
免
の
時
期
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
、
彼
の
帯
び
た
宮
職
の
高
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元
朝
の
怯
酵
に
つ
い
て

低
が
、
そ
の
時
期
を
推
定
す
る
手
掛
り
と
な
る
）
。

　
そ
こ
で
忽
都
苔
児
の
在
任
期
間
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
右
に
み
て
き

た
こ
と
と
、
勾
三
図
克
台
の
例
と
至
大
二
年
に
は
次
の
三
児
治
要
が
第

二
怯
醇
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、

忽
都
苔
児
は
、
至
元
二
十
一
年
失
黒
門
に
代
っ
て
怯
醇
長
と
な
り
、
成

宗
が
崩
じ
武
宗
が
立
つ
た
際
、
す
な
わ
ち
大
徳
十
一
年
に
次
の
只
児
恰

郎
に
代
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
怯
醇
長
は
天
子
の
腹
心
の
う
ち
で
も
、
最

も
天
子
に
親
密
な
職
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
天
子
の
交
代
は
怯
耳
蝉
交

代
の
契
機
と
し
て
考
慮
で
き
る
。
他
に
こ
れ
と
い
っ
た
契
機
が
見
出
せ

な
い
場
合
、
天
子
の
交
代
を
以
て
怯
醇
長
交
代
の
契
機
と
す
る
の
が
至

当
で
あ
ろ
う
）
。
世
系
未
詳
注
⑧
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ホ
、
只
児
恰
郎

　
只
児
恰
郎
の
怯
醇
は
、
⑳
至
大
二
年
十
二
月
二
十
八
日
に
現
れ
て
い

る
。
元
史
巻
二
十
二
武
豊
紀
大
徳
十
一
年
七
月
庚
辰
の
條
に
、

　
　
以
御
史
中
丞
只
児
拾
事
由
御
史
大
夫
。

と
あ
る
が
、
こ
の
御
史
大
夫
只
堂
々
郎
は
、
同
本
紀
に
よ
る
と
、
至
大

二
年
七
月
事
案
に
知
枢
密
院
事
と
さ
れ
、
同
三
年
三
月
乙
酉
に
は
陳
西

行
尚
書
省
平
章
政
事
と
な
っ
て
外
に
出
て
い
る
。
怯
騨
長
柱
児
恰
郎
は
、

こ
の
亡
児
恰
郎
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
右
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
怯
藤
長
只
児
恰
郎
の
在
任
期
間
は
、

大
徳
十
一
年
の
武
宗
即
位
の
と
き
か
ら
、
至
大
三
年
三
月
乙
酉
、
陳
西

行
尚
書
省
平
章
政
事
と
な
っ
て
外
に
出
る
ま
で
と
み
る
の
が
至
当
で
あ

ろ
う
。
世
系
未
詳
注
⑨
。

　
　
　
　
　
つ
、
木
会
遇

　
木
刺
胞
は
阿
寒
黒
氏
。
博
ホ
忽
の
子
孫
で
あ
り
、

玉
速
堅
木
児
（
玉
児
旦
那
演
）
，
の
子
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
は
箭
内

氏
が
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
次
に
木
刺
忽
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、
木
学
士
の
怯
酵
は
、
儲
延
祐

元
年
十
二
月
二
十
一
日
目
劔
同
二
年
四
月
二
十
三
日
、
㈹
同
九
月
十
四

日
、
㈹
同
三
年
三
月
二
十
一
日
に
現
れ
て
い
る
。
最
も
早
く
現
れ
て
い

　
　
　
　

る
の
は
6
6
で
あ
る
が
、
元
史
跡
二
十
四
仁
宗
紀
至
大
四
年
冬
十
月
戊
子

の
條
に
、

　
　
特
授
故
太
師
月
児
魯
子
木
刺
忽
栄
禄
大
夫
知
枢
密
院
事
。

と
あ
っ
て
、
知
枢
密
院
事
は
怯
醇
長
が
任
ぜ
ら
れ
る
に
足
る
重
要
な
職

で
あ
る
か
ら
木
刺
忽
は
こ
の
と
き
巳
に
怯
駅
長
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

木
刺
忽
が
怯
日
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
期
は
、
㈱
よ
り
三
年
前
の
至
大
四

年
十
月
以
前
に
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
選
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期

は
只
児
恰
郎
が
陳
西
行
尚
書
省
平
章
政
事
と
な
っ
て
外
に
出
た
翌
年
に

あ
た
り
、
両
時
期
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
木
鋭
意
は
只

自
盛
郎
の
後
を
承
け
た
と
す
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
木
刺
忽
の

怯
醇
億
ω
以
後
現
わ
れ
て
い
な
い
が
、
木
直
達
が
そ
れ
以
後
も
生
存
し

て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
失
禿
児
が
第
二
怯
醇
を
領
し
た
こ
と
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
至
言
元
年
に
至
る
ま
で
、
す
な
わ
ち
延
祐
年
間
は
、

木
刺
忽
が
第
二
怯
茎
長
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
木
刺
忽
の

在
任
期
間
は
、
恐
ら
く
至
大
三
年
三
月
か
ら
、
延
祐
七
年
ま
で
と
み
る

の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
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冗
一
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

低
が
、
そ
の
時
期
を
推
定
す
る
手
掛
り
と
な
る
)
。

そ
こ
で
忽
都
大
口
児
の
在
任
期
聞
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
右
に
み
て
き

た
こ
と
と
、
ぺ
呼
図
克
台
の
例
と
至
大
二
年
に
は
次
の
只
児
恰
郎
が
第

二
怯
蒔
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
乙
と
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、

忽
都
文
口
児
は
、
至
元
二
十
一
年
失
烈
門
に
代
っ
て
怯
蒔
長
と
な
り
、
成

宗
が
崩
じ
武
宗
が
立
っ
た
際
、
す
な
わ
ち
大
徳
十
一
年
に
次
の
只
児
恰

郎
に
代
っ
た
と
み
ら
れ
る
(
怯
蒔
長
は
天
子
の
腹
心
の
う
ち
で
も
、
最

も
天
子
に
親
密
な
職
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
天
子
の
交
代
は
怯
蒔
長
交

代
の
契
機
と
し
て
考
慮
で
き
る
。
他
に
こ
れ
と
い
っ
た
契
機
が
見
出
せ

な
い
場
合
、
天
子
の
交
代
を
以
て
怯
蒔
長
交
代
の
契
機
と
す
る
の
が
至

当
で
あ
ろ
う
)
。
世
系
未
詳
注
⑧
。

刷
、
只
児
恰
郎

只
児
恰
郎
の
怯
蒔
は
、

ω至
大
二
年
十
二
月
二
十
八
日
に
現
れ
て
い

る
。
元
史
巻
二
十
二
武
宗
紀
大
徳
十
一
年
七
月
庚
辰
の
僚
に
、

以
御
史
中
丞
只
児
恰
郎
為
御
史
大
夫
。

と
あ
る
が
、
乙
の
御
史
大
夫
只
児
恰
郎
は
、
岡
本
紀
に
よ
る
と
、
至
大

二
年
七
月
丁
卯
に
知
枢
密
院
事
と
さ
れ
、
同
三
年
三
月
乙
酉
に
は
快
西

行
尚
書
省
平
章
政
事
と
な
っ
て
外
に
出
て
い
る
。
怯
蒔
長
只
児
恰
郎
は
、

乙
の
只
児
恰
郎
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

右
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
怯
蒔
長
只
児
恰
郎
の
在
任
鄭
聞
は
、

大
徳
十
一
年
の
武
宗
即
位
の
と
き
か
ら
、
至
大
三
年
三
月
乙
酉
、
映
西

行
尚
喜
省
平
章
政
事
と
な
っ
て
外
に
出
る
ま
で
と
み
る
の
が
至
当
で
あ

ろ
う
。
世
系
未
詳
注
⑨
。

川
、
木
刺
忽

木
刺
忽
は
阿
爾
刺
氏
。
博
ホ
忽
の
子
孫
で
あ
り
、

玉
速
帖
木
児
(
玉
児
魯
那
演
)
の
子
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
は
箭
内

氏
が
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

次
に
木
刺
忽
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、
木
刺
忽
の
怯
醇
は
、

ω延
祐

元
年
十
二
月
二
十
一
日
、
関
同
二
年
四
月
二
十
三
日
、

ω同
九
月
十
四

日、

ω同
三
年
三
月
二
十
一
日
に
現
れ
て
い
る
。
最
も
早
く
現
れ
て
い

る
の
は
切
で
あ
る
が
、
元
史
巻
二
十
四
仁
宗
紀
至
大
四
年
冬
十
月
戊
子

の
降
に
、特
授
故
太
師
月
児
魯
子
木
刺
忽
栄
禄
大
夫
知
棺
密
院
事
。

と
あ
っ
て
、
知
枢
密
院
事
は
怯
蒔
長
が
任
ぜ
ら
れ
る
に
足
る
重
要
な
職
一

で
あ
る
か
ら
木
刺
忽
は
こ
の
と
き
巳
に
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
山

木
刺
忽
が
怯
蒔
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
期
は
、
関
よ
り
三
年
前
の
至
大
四
一

年
十
月
以
前
に
ま
で
遡
ら
せ
る
乙
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
乙
の
時
期

は
只
児
恰
郎
が
映
西
行
尚
書
省
平
章
政
事
と
な
っ
て
外
に
出
た
翌
年
に

あ
た
り
、
両
時
期
が
近
接
し
て
い
る
乙
と
か
ら
推
し
て
、
木
刺
忽
は
只

児
恰
郎
の
後
を
承
け
た
と
す
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
木
刺
忽
の

怯
辞
は

ω以
後
現
わ
れ
て
い
な
い
が
、
木
刺
忽
が
そ
れ
以
後
も
生
存
し

て
い
た
こ
と
は
曜
か
で
あ
り
、
失
禿
児
が
第
二
怯
蒔
を
領
し
た
こ
と
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
至
治
元
年
比
至
る
ま
で
、
す
な
わ
ち
延
祐
年
聞
は
、

木
刺
忽
が
第
二
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
木
刺
忽
の

在
任
期
間
は
、
恐
ら
く
至
大
三
年
三
月
か
ら
、
延
祐
七
年
ま
で
と
み
る

の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。



　
　
　
　
　
D
、
失
禿
児

　
失
禿
児
の
怯
醇
は
、
6
3
至
治
元
年
六
月
二
十
三
日
に
現
れ
て
い
る
。

元
史
巻
二
十
九
泰
定
帝
紀
至
聖
三
年
八
月
癸
亥
の
條
に
、

　
　
車
駕
南
還
、
駐
鐸
南
披
。
是
夕
鉄
馬
与
知
枢
密
院
事
忌
先
鉄
船
児
・

　
　
大
司
農
失
墜
児
・
：
：
消
却
逆
、
以
鉄
失
所
領
阿
速
衛
兵
為
外
応
、

　
　
殺
丞
相
拝
住
、
遂
斌
帝
寒
行
握
。

と
あ
っ
て
、
南
披
の
変
の
際
、
鉄
失
、
様
々
浮
木
児
等
と
と
も
に
丞
相

拝
住
及
び
英
宗
を
暗
殺
し
た
大
司
農
失
都
児
の
名
が
み
え
る
が
、
彼
は

同
船
＝
二
九
岸
本
只
伝
に
は
、
同
じ
く
南
披
の
変
に
つ
い
て
述
べ
た
条

に
「
怯
醇
官
失
都
児
」
と
み
え
、
怯
醇
長
失
都
児
と
同
一
人
物
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
大
司
農
と
い
う
官
職
を
手
掛
り
に
泰
定
帝
紀

を
み
る
と
、
失
都
児
は
至
難
三
年
九
月
大
司
□
と
な
っ
た
が
、
同
十
月

甲
子
に
は
逆
賊
と
し
て
寝
せ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
彼
が
怯
醇
長
で
あ

っ
た
の
は
、
至
治
三
年
十
月
ま
で
と
み
て
よ
い
。
な
お
失
都
児
の
怯
醇

は
、
6
3
至
治
元
年
六
月
二
十
三
日
に
怯
醇
長
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
任
命
の
時
期
は
そ
れ
よ
り
少
し
遡
っ

た
英
宗
即
位
の
こ
ろ
と
み
て
、
木
刺
忽
の
あ
と
を
承
け
た
も
の
と
す
る

の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
失
都
児
の
在
任
期
間
は
、
至
治
元
年

か
ら
同
三
年
九
月
ま
で
と
な
る
。
世
系
未
詳
。

　
　
　
　
　
㈱
、
撒
里
蛮

　
撒
里
蛮
の
怯
醇
は
、
ω
恒
定
二
年
十
二
月
二
十
三
日
に
現
れ
て
い
る
。

元
史
巻
二
十
八
英
宗
紀
至
治
三
年
契
月
乙
卯
の
條
に
、

　
　
賜
勲
章
子
撒
前
盛
・
三
夜
鉄
木
児
・
当
館
鉄
木
児
　
。
人
万
五
千

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

貫
。と
あ
る
。
こ
の
撒
児
蛮
は
、
勲
旧
の
子
で
あ
る
こ
と
と
、
㈹
の
時
期
に

近
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
怯
舌
長
神
里
蛮
と
同
一
人
物
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
彼
は
、
失
都
児
が
至
剛
三
年
十
月
蘇
さ
れ

た
後
を
承
け
て
怯
醇
長
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
撒
里
蛮
が
何
時
ま
で
怯
身
長
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
元
史
巻
三
十
八
馳
駅
伝
、
同
年
鉄
製
児
伝
、
明
宗
紀
等
に
よ
っ
て
、

致
和
元
年
七
月
に
泰
定
帝
が
崩
じ
て
か
ら
、
同
九
月
に
文
宗
が
即
位
し

て
天
暦
と
改
元
し
た
こ
ろ
ま
で
の
政
治
情
勢
を
述
べ
る
と
、
泰
定
帝
の

死
後
、
そ
の
怯
葬
は
、
倒
刺
沙
の
擁
立
し
た
平
定
帝
の
子
に
従
い
上
都

に
在
っ
て
、
武
宗
の
子
（
文
宗
・
明
宗
）
を
擁
立
し
た
大
都
に
在
る
伯

顔
・
燕
唐
木
児
の
軍
と
敵
対
し
た
が
、
殆
ん
ど
潰
滅
的
な
打
撃
を
被
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
燕
鉄
木
児
等
が
文
宗
を
擁
立
し
て
大
都

に
あ
っ
た
と
き
、
燕
鉄
甲
児
は
宿
衛
を
総
べ
、
致
和
元
年
九
月
に
文
宗

が
即
位
し
て
天
暦
と
改
元
す
る
や
、
伯
顔
が
代
っ
て
宿
衛
を
領
し
て
い

る
。
両
者
の
領
し
た
の
が
、
四
怯
醇
の
一
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

四
怯
聾
を
総
領
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
一
時
的
に
四
手
醇

の
制
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
他
に
宿
衛
の
任
に
あ
た
る
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
を
領
し
た
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
い
い
難
い
。
し
か
し

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
上
都
に
居
た
泰
定
帝
の
怯
醇
と

は
別
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
文
宗
は
翌
天
暦
二
年
正
月
、
位
を
兄

明
宗
に
譲
り
、
同
年
八
月
明
細
が
崩
ず
る
や
、
再
び
即
位
し
た
。
そ
の
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小
川
、
失
禿
児

失
禿
児
の
怯
蕗
は
、

ω至
治
元
年
六
月
二
十
三
日
に
現
れ
て
い
る
。

元
史
巻
二
十
九
泰
定
帝
紀
至
治
三
年
八
月
美
亥
の
篠
に
、

車
駕
南
還
、
駐
陣
南
披
。
是
タ
鉄
失
与
知
枢
密
院
事
也
先
鉄
木
児
・

大
司
農
失
禿
児
・
:
:
等
謀
逆
、
以
鉄
失
所
領
阿
速
衛
兵
為
外
応
、

殺
丞
相
拝
住
、
遂
試
帝
於
行
幌
。

と
あ
っ
て
、
南
披
の
変
の
際
、
鉄
失
、
也
先
帖
木
児
等
と
と
も
に
丞
相

拝
住
及
び
英
宗
を
暗
殺
し
た
大
司
農
失
都
児
の
名
が
み
え
る
が
、
彼
は

同
巻
一
三
九
菜
児
只
伝
に
は
、
同
じ
く
南
披
の
変
に
つ
い
て
述
べ
た
条

に
「
怯
蒔
官
失
都
児
」
と
み
え
、
怯
蒔
長
失
都
児
と
同
一
人
物
で
あ
る

と
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
大
司
農
と
い
う
官
職
を
手
掛
り
に
泰
定
帝
紀

を
み
る
と
、
失
都
児
は
至
治
三
年
九
月
大
司
口
と
な
っ
た
が
、
同
十
月

甲
子
に
は
逆
賊
と
し
て
訴
せ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
彼
が
怯
蒔
長
で
あ

っ
た
の
は
、
至
治
三
年
十
月
ま
で
と
み
て
よ
い
。
な
お
失
都
児
の
怯
蒔

は、

ω至
治
元
年
六
月
二
十
三
日
に
怯
蒔
長
で
あ
る
乙
と
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
任
命
の
時
期
は
そ
れ
よ
り
少
し
遡
っ

た
英
宗
即
位
の
ζ

ろ
と
み
て
、
木
刺
忽
の
あ
と
を
承
け
た
も
の
と
す
る

の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
失
都
児
の
在
任
期
間
は
、
至
治
元
年

か
ら
同
三
年
九
月
ま
で
と
な
る
。
世
系
未
詳
。

明

、

撒

里

蛮

撒
里
蛮
の
怯
蒔
は
、

ω泰
定
二
年
十
二
月
二
十
三
日
に
現
れ
て
い
る
。

元
史
巻
二
十
八
英
宗
紀
至
治
三
年
五
月
乙
卯
の
燥
に
、

賜
勲
旧
子
撒
児
蛮
・
按
灰
鉄
木
児
・
也
先
鉄
木
児

元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

。
人
万
五
千

貫。と
あ
る
。
乙
の
撒
児
蛮
は
、
勲
旧
の
子
で
あ
る
こ
と
と
、

ωの
時
期
に

近
接
し
て
い
る
乙
と
か
ら
推
し
て
、
怯
蒔
長
撒
里
蛮
と
同
一
人
物
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
彼
は
、
失
都
児
が
至
治
三
年
十
月
諒
さ
れ

た
後
を
承
け
て
怯
蒔
長
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
撒
里
蛮
が
何
時
ま
で
怯
醇
長
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
一
冗
史
巻
三
十
八
伯
顔
伝
、
同
燕
鉄
木
児
伝
、
明
宗
紀
等
に
よ
っ
て
、

致
和
元
年
七
月
に
泰
定
帝
が
崩
じ
て
か
ら
、
同
九
月
比
文
宗
が
即
位
し

て
天
暦
と
改
元
し
た
こ
ろ
ま
で
の
政
治
情
勢
を
述
べ
る
と
、
泰
定
帝
の

死
後
、
そ
の
怯
蒔
は
、
倒
刺
沙
の
擁
立
し
た
泰
定
帝
の
子
に
従
い
上
都

に
在
っ
て
、
武
宗
の
子
(
文
宗
・
明
宗
)
を
擁
立
し
た
大
都
に
在
る
伯

顔
・
燕
鉄
木
児
の
軍
と
敵
対
し
た
が
、
殆
ん
ど
潰
滅
的
な
打
撃
を
被
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
燕
鉄
木
児
等
が
文
宗
を
擁
立
し
て
大
都

に
あ
っ
た
と
き
、
燕
鉄
木
児
は
宿
衛
を
総
べ
、
致
和
元
年
九
月
に
文
宗

が
即
位
し
て
天
暦
と
改
元
す
る
や
、
伯
顔
が
代
っ
て
宿
衛
を
領
し
て
い

る
。
両
者
の
領
し
た
の
が
、
四
怯
蒔
の
一
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

四
怯
蒔
を
総
領
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
一
時
的
に
四
怯
辞

の
制
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
他
に
宿
衛
の
任
に
あ
た
る
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
を
領
し
た
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
い
い
難
い
。
し
か
し

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
上
都
に
居
た
泰
定
帝
の
怯
蒔
と

は
別
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
文
宗
は
翌
天
暦
二
年
正
月
、
位
を
兄

明
宗
に
譲
り
、
同
年
八
月
明
宗
が
崩
ず
る
や
、
再
び
即
位
し
た
。
そ
の
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

翌
年
が
至
順
元
年
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
泰
定
四
年
か
ら

致
和
、
夫
暦
に
か
け
て
の
動
乱
も
お
さ
ま
り
、
怯
醇
の
宿
衛
体
制
も
旧

に
復
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
論
定
末
年
か
ら
譜
面
元
年
ま
で
の

間
、
怯
醇
長
の
み
な
ら
ず
怯
騨
万
に
大
幅
な
交
代
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

右
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
．
撒
高
配
が
6
の
に
現
れ
て
い

る
こ
と
は
、
彼
が
泰
定
帝
の
怯
醇
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
恐

ら
く
彼
は
、
こ
の
動
乱
の
際
に
怯
等
長
の
職
を
退
い
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
そ
こ
で
撒
里
蛮
の
在
任
期
間
は
至
治
三
年
十
月
か
ら
泰
定
四
年
ま

で
と
な
る
。
世
系
未
詳
注
⑩
。

　
　
　
　
　
の
、
阿
察
赤

　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
阿
察
赤
の
怯
醇
は
、
6
7
至
元
元
伍
五
月
七
日
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た

元
史
正
帽
＋
七
文
宗
紀
至
順
三
年
十
一
月
壬
申
の
條
に
、
宿
衛
官
（
怯

蘇
長
）
雲
井
赤
の
名
が
み
え
る
。
前
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
致
和
元
年

九
月
、
文
素
が
仮
に
即
位
し
て
皇
帝
と
な
っ
て
い
た
と
き
は
伯
顔
が
宿

衛
を
領
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
伯
顔
が
領
し
た
宿
衛
は
当
時
の
情
勢

か
ら
み
て
怯
醇
の
代
り
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

そ
の
後
、
天
暦
二
年
正
月
、
明
宗
が
即
位
し
、
同
年
八
月
、
明
宗
が
崩

じ
た
あ
と
を
承
け
て
同
月
文
宗
が
正
式
に
即
位
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
に

は
怯
醇
の
宿
衛
体
制
は
旧
に
復
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
翌
年
が
至
順
元

年
で
あ
る
が
、
阿
察
赤
が
至
順
三
年
十
一
月
に
怯
醇
長
で
あ
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
両
時
期
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
間
断

陣
長
交
代
の
契
機
と
な
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
阿
比
赤

の
怯
上
長
任
命
の
時
期
は
、
至
重
元
年
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
（
少
な
く
と
も
そ
う
考
え
た
の
が
最
も
よ
い
で
あ
ろ
う
）
。

　
さ
て
元
史
巻
＝
二
八
燕
並
木
玄
翁
に
、

　
　
怯
止
立
阿
察
赤
亦
預
粟
生
勢
之
謀
、
欲
殺
法
顔
。
虚
血
付
有
司
、

　
　
具
伏
其
享
、
伏
詠
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
怯
醇
長
（
怯
酵
官
）
阿
島
々
は
唐
其
勢
の
謀

に
預
っ
た
た
め
に
伏
乏
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
彼
が
伏
罰
し
た
蒔
期

を
本
紀
に
求
め
る
と
、
同
趣
三
十
八
順
帝
紀
講
元
元
年
秋
七
月
辛
巳
朔

の
條
に
、

　
　
以
馬
孔
児
台
、
阿
察
赤
為
御
史
丈
夫
。

と
あ
り
、
七
月
一
日
（
辛
巳
朔
）
に
は
ま
だ
そ
の
罪
を
問
わ
れ
て
い
な

い
が
、
同
月
戊
申
の
條
に
、

　
　
後
景
敦
蒼
里
・
唐
其
勢
相
即
用
事
、
交
通
宗
王
晃
言
下
木
蔭
、
図

　
　
危
社
稜
。
阿
察
赤
亦
言
辞
。
頼
伯
顔
以
次
乱
捕
、
明
正
其
罪
。

と
あ
り
、
高
察
赤
が
伏
謙
し
た
の
は
、
至
元
元
年
七
月
中
の
こ
と
で
あ

る
の
が
わ
か
る
。
従
っ
て
そ
の
在
任
期
間
は
、
恐
ら
く
は
至
芸
元
年
頃

か
ら
、
至
元
元
年
七
月
頃
ま
で
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
世
系
未

詳
。　
　
　
　
　
幻
、
阿
　
　
魯

　
嘉
事
の
霜
曇
は
、
劒
（
順
帝
）
至
元
二
年
四
月
十
一
日
に
現
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
元
龍
巻
＝
二
八
伯
正
伝
に
よ
る
と
、
至
元
六
年
の
伯
顔

打
倒
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人
物
の
一
人
に
阿

魯
と
い
う
者
が
い
る
。
本
紀
及
び
宰
相
年
表
に
よ
る
と
、
彼
は
鞍
接
六

年
か
ら
翌
至
正
元
伍
四
月
ま
で
生
知
政
事
で
あ
り
、
四
月
に
右
丞
と
な

1！2

元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

翌
年
が
至
順
元
年
で
あ
る
が
、
こ
の
乙
ろ
に
な
る
と
、
泰
定
四
年
か
ら

致
和
、
天
暦
に
か
け
て
の
動
乱
も
お
さ
ま
り
、
怯
蒔
の
宿
衛
体
制
も
旧

に
復
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
と
の
泰
定
末
年
か
ら
至
順
元
年
ま
で
の

問
、
怯
醇
長
の
み
な
ら
ず
怯
蒔
万
に
大
幅
な
交
代
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

右
に
述
べ
た
乙
と
か
ら
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
撒
里
蛮
が
闘
に
現
れ
て
い

る
と
と
は
、
被
が
泰
定
帝
の
怯
蒔
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
恐

ら
く
彼
は
、
乙
の
動
乱
の
際
に
怯
蒔
長
の
職
を
退
い
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
そ
ζ

で
撒
里
蛮
の
在
任
期
間
は
至
治
三
年
十
月
か
ら
泰
定
四
年
ま

で
と
な
る
。
世
系
未
詳
注
⑬
。

川

、

阿

察

赤

阿
察
赤
の
怯
蒔
は
、
間
至
元
元
年
五
月
七
日
に
現
れ
て
い
る
。
ま
た

元
史
巻
三
十
七
文
宗
紀
至
順
三
年
十
一
月
壬
申
の
僚
に
、
宿
衛
官
(
怯

蒔
長
)
阿
察
赤
の
名
が
み
え
る
。
前
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、
致
和
元
年

九
月
、
文
宗
が
仮
に
即
位
し
て
皇
帝
と
な
っ
て
い
た
と
き
は
伯
顔
が
宿

衛
を
領
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
伯
顔
が
領
し
た
宿
衛
は
当
時
の
情
勢

か
ら
み
て
怯
蒔
の
代
り
+
そ
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

そ
の
後
、
天
暦
二
年
正
月
、
明
宗
が
即
位
し
、
同
年
八
月
、
明
宗
が
崩

じ
た
あ
と
を
承
け
て
同
月
文
宗
が
正
式
に
即
位
し
た
が
、
乙
の
こ
ろ
に

は
怯
醇
の
宿
衛
体
制
は
旧
に
復
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
翌
年
が
至
順
元

年
で
あ
る
が
、
阿
察
赤
が
至
順
三
年
十
一
月
に
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
両
時
期
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
間
怯

蒔
長
交
代
の
契
機
と
な
る
よ
う
な
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
阿
察
赤

の
怯
蒔
長
任
命
の
時
期
は
、
至
順
元
年
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
よ

う
(
少
な
く
と
も
そ
う
考
え
た
の
が
最
も
よ
い
で
あ
ろ
う
)
。

さ
て
元
史
巻
一
三
八
燕
鉄
木
児
伝
に
、

怯
醇
官
阿
察
赤
亦
預
唐
其
勢
之
謀
、
欲
殺
伯
顔
。
後
檎
付
有
司
、

具
伏
其
車
、
伏
訴
。

と
あ
る
。
乙
れ
に
よ
っ
て
怯
蒔
長
(
怯
蒔
宮
)
阿
察
赤
は
唐
其
勢
の
謀

に
預
っ
た
た
め
に
伏
訴
し
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
彼
が
伏
訴
し
た
時
期

を
本
紀
に
求
め
る
と
、
同
巻
三
十
八
順
帝
紀
至
元
元
年
秋
七
月
辛
巳
朔

の
僚
に
、以
馬
孔
児
台
、
阿
察
赤
為
御
史
丈
夫
。

と
あ
り
、
七
月
一
日
(
辛
巳
朔
)
に
は
ま
だ
そ
の
罪
を
関
わ
れ
て
い
な

い
が
、
同
月
戊
申
の
候
に
、

後
撒
敦
太
ロ
里
・
唐
其
勢
相
襲
用
事
、
交
通
宗
王
晃
火
帖
木
児
、
図

危
社
稜
。
阿
察
赤
亦
預
謀
。
頼
伯
顔
以
次
掩
捕
、
明
正
其
罪
。

と
あ
り
、
阿
察
赤
が
伏
訴
し
た
の
は
、
至
元
元
年
七
月
中
の
乙
と
で
あ

る
の
が
わ
か
る
。
従
っ
て
そ
の
在
任
期
間
は
、
恐
ら
く
は
至
順
元
年
頃

か
ら
、
至
元
元
年
七
月
頃
ま
で
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
世
系
未

詳。

-112ー

同

、

阿

魯

阿
魯
の
怯
蒔
は
、

ω
(順
帝
)
至
元
二
年
四
月
十
一
日
比
現
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
元
出
入
巻
一
三
八
伯
顔
伝
に
よ
る
と
、
至
元
六
年
の
伯
顔

打
倒
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人
物
の
一
人
に
阿

魯
と
い
う
者
が
い
る
。
本
紀
及
び
宰
相
年
表
に
よ
る
と
、
彼
は
至
元
六

年
か
ら
翌
至
正
元
年
四
月
ま
で
参
知
政
事
で
あ
り
、
四
月
に
右
丞
と
な



つ
た
が
、
翌
二
期
十
二
月
、
伯
顔
打
倒
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た
罪

を
問
わ
れ
伏
謙
し
た
。
と
こ
ろ
で
彼
が
至
元
六
年
に
前
知
政
事
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
よ
り
四
年
前
の
延
元
二
年
に
怯
蘇
長
で
あ
っ

た
人
物
が
任
ぜ
ら
れ
た
官
職
と
し
て
は
、
他
の
怯
二
布
の
例
か
ら
み
て

低
す
ぎ
る
。
一
方
、
同
巻
＝
二
九
阿
魯
図
伝
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　

　
　
阿
魯
図
博
ホ
市
四
世
孫
。
父
木
忽
刺
。
阿
魯
図
由
経
世
監
襲
職
為

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
怯
醇
官
、
掌
環
衛
。
遂
拝
翰
林
学
士
承
旨
。
遷
知
枢
密
院
事
。
至

　
　
元
三
年
襲
封
広
平
王
。

と
あ
っ
て
、
次
項
に
述
べ
る
第
二
扇
蟹
南
阿
魯
図
は
、
至
悪
三
年
よ
り

前
か
ら
怯
醇
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
阿
魯
図
が
父

木
刺
忽
（
木
忽
刺
は
木
雲
上
の
誤
り
）
の
聯
を
襲
い
で
怯
正
長
と
な
り
、

同
時
に
（
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
）
翰
林
学
士
承
旨
を
拝
し
て
か
ら
至

元
三
年
に
至
る
ま
で
の
間
に
一
度
知
枢
密
院
事
に
遷
っ
て
い
る
。
以
上

に
述
べ
た
諸
点
か
ら
、
㈲
至
心
二
年
四
月
十
一
日
に
現
れ
て
い
る
怯
醇

長
虫
魯
は
、
右
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
し
た
阿
魯
で
は
な
く
、
次
項
の
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

醇
長
阿
魯
図
で
あ
り
、
妬
9
に
極
洋
と
あ
る
の
は
、
阿
魯
図
の
図
が
誤
脱

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
助
、
阿
魯
図

　
　
　
　
　
（

　
阿
点
図
は
阿
二
面
氏
で
あ
る
。
彼
が
四
傑
の
一
人
博
ホ
乖
の
子
孫
で

あ
り
、
木
刺
忽
の
子
で
あ
る
こ
と
等
の
諸
点
に
お
い
て
は
、
箭
内
氏
が

す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
て
阿
魯
図
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、

彼
が
怯
醇
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
遅
く
と
も
順
帝
王
元
三
年
、
前
項
の

考
察
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
同
二
年
四
月
に
は
確
実
に
怯
醇
長
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
り
、
そ
う
な
れ
ば
、
彼
ば
同
元
年
阿
察
赤
が
伏
姦
し
た
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
承
け
た
と
す
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
は
、
7
3
至
正
十
年
十

二
月
二
＋
日
に
怯
葬
長
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
元
仁
巻
＝
二
九

本
伝
に
、
「
（
至
正
）
＋
】
年
三
魯
恩
貸
起
為
太
傅
、
出
直
和
林
。
辺

麗
。
」
と
あ
る
か
ら
、
彼
が
餌
飼
長
で
あ
っ
た
の
は
至
正
＋
年
ま
で
と

み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
劣
、
咬
　
　
咬

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
咬
咬
の
怯
陣
は
、
0
5
至
正
十
二
年
三
月
十
二
日
と
7
9
画
塾
三
月
十
六

日
と
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
両
時
点
が
阿
鄭
重
が
怯
面
長
で
あ
っ
た
時

期
に
近
い
こ
と
か
ら
み
て
、
咬
咬
は
拍
動
図
の
後
を
承
け
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
ま
た
元
詰
巻
四
十
三
順
帝
紀
至
正
十
三
年
九
月
乙
亥
の
條
に
、

　
　
笹
島
醇
官
広
平
王
虫
干
征
討
慢
功
、
．
削
三
王
爵
、
降
為
河
南
行

　
　
省
塩
魚
政
事
。

と
あ
っ
て
、
至
正
十
三
年
九
月
彼
が
河
南
行
吉
平
章
政
事
に
降
さ
れ
て

外
に
出
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
下
竜
は
怯
醇
長
の
職
を
離
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
咬
咬
の
在
任
期
間
は
、
正
面
図
の
後
を
承

け
た
至
正
十
年
か
ら
河
南
行
省
平
章
政
事
に
降
さ
れ
る
至
正
十
三
年
九

月
ま
で
と
な
る
。

　
さ
て
前
掲
順
帝
紀
に
よ
る
と
、
彼
は
広
平
王
で
あ
る
。
元
文
類
巻
二

十
三
太
師
広
平
貞
憲
王
（
玉
速
帖
木
児
）
碑
に
、

　
　
（
玉
壷
毛
木
児
）
祖
博
ん
小
篇
。
・
：
：
父
学
樂
碍
ρ
・
・
3
並
追
封

　
　
広
平
王
。
広
平
王
家
分
地
。
故
意
封
之
。

と
あ
り
、
広
平
は
王
（
玉
篠
帖
木
児
）
家
の
分
地
で
あ
る
。
玉
出
帖
木
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元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

っ
た
が
、
翌
二
年
十
二
月
、
伯
顔
打
倒
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
と
し
た
罪

を
問
わ
れ
伏
訴
し
た
。
と
こ
ろ
で
彼
が
至
元
六
年
に
参
知
政
事
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
よ
り
四
年
前
の
至
元
二
年
に
怯
蒔
長
で
あ
っ

た
人
物
が
任
ぜ
ら
れ
た
官
職
と
し
て
は
、
他
の
怯
蒔
長
の
例
か
ら
み
て

低
す
ぎ
る
。
一
方
、
同
巻
二
ニ
九
阿
魯
図
伝
に
、

阿
魯
図
博
ホ
ポ
四
世
孫
。
父
木
忽
刺
。
阿
魯
図
由
経
世
監
襲
職
為

怯
蒔
官
、
掌
環
衛
。
遂
拝
翰
林
学
士
承
旨
。
選
知
枢
密
院
事
。
至

元
三
年
襲
封
広
平
王
。

と
あ
っ
て
、
次
項
に
述
べ
る
第
二
怯
醇
長
阿
魯
図
は
、
至
元
三
年
よ
り

前
か
ら
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
乙
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
阿
魯
図
が
父

木
刺
忽
(
木
忽
刺
は
木
刺
忽
の
誤
り
)
の
勝
を
襲
い
で
怯
蒔
長
と
な
り
、

同
時
に
(
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
)
翰
林
学
士
承
旨
を
拝
し
て
か
ら
至

元
三
年
に
至
る
ま
で
の
開
に
一
度
知
枢
密
院
事
に
遷
っ
て
い
る
。
以
仁

に
述
べ
た
諸
点
か
ら
、

ω至
元
二
年
四
月
十
一
日
比
現
れ
て
い
る
怯
醇

長
阿
魯
は
、
右
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
し
た
阿
魯
で
は
な
く
、
次
項
の
法

蒔
長
阿
魯
図
で
あ
り
、
問
叫
に
阿
魯
と
あ
る
の
は
、
阿
魯
図
の
図
が
誤
脱

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

山
内
、
阿
魯
図

阿
魯
図
は
阿
爾
刺
氏
で
あ
る
。
彼
が
四
傑
の
一
人
博
'
郡
北
の
子
孫
で

あ
り
、
木
刺
忽
の
子
で
あ
る
こ
と
等
の
諸
点
に
お
い
て
は
、
箭
内
氏
が

す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
て
阿
魯
図
の
在
仔
期
間
で
あ
る
が
、

被
が
怯
蒔
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
遅
く
と
も
順
帝
至
元
三
年
、
前
項
の

考
察
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
同
二
年
四
月
比
は
確
実
に
怯
蒔
長
で
あ
っ

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

た
乙
と
に
な
り
、
そ
う
な
れ
ば
、
彼
は
同
元
年
阿
察
赤
が
伏
訴
し
た
あ

と
承
け
た
と
す
る
の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
彼
は
、
悶
至
正
十
年
十

二
月
二
十
日
に
怯
蒔
長
と
し
て
現
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
元
史
巻
一
一
二
九

本
伝
に
、
「
(
至
正
)
十
一
年
阿
魯
図
復
起
為
太
倖
、
出
守
和
林
。
辺

嘉
。
」
と
あ
る
か
ら
、
彼
が
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
の
は
至
正
十
年
ま
で
と

み
ら
れ
る
。

到

、

校

校

校
校
の
怯
蒔
は
、

ω至
正
十
二
年
三
月
十
二
日
と
仰
向
閏
三
月
十
六

日
と
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
両
時
点
が
阿
魯
図
が
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
時

期
比
近
い
乙
と
か
ら
み
て
、
校
校
は
阿
魯
図
の
後
を
承
け
た
も
の
と
み

ら
れ
る
。
ま
た
元
史
巻
四
十
三
順
帝
紀
至
正
十
三
年
九
月
乙
亥
の
捺
に
、

以
怯
蒔
官
広
平
王
校
校
征
討
慢
功
、
削
其
王
爵
、
降
為
河
南
行

省
平
章
政
事
。

と
あ
っ
て
、
至
正
十
三
年
九
月
彼
が
河
南
行
省
平
章
政
事
に
降
さ
れ
て

外
に
出
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
時
彼
は
怯
蒔
長
の
職
を
離
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
校
肢
の
在
任
期
間
は
、
和
魯
図
の
後
を
承

け
た
至
正
十
年
か
ら
河
南
行
省
平
章
政
事
に
降
'
さ
れ
る
至
正
十
三
年
九

月
ま
で
と
な
る
。
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き
て
前
掲
順
帝
紀
に
よ
る
と
、
彼
は
広
平
玉
で
あ
る
。
元
文
類
巻
二

十
三
太
師
広
平
貞
憲
王
(
玉
速
帖
木
児
)
碑
に
、

(
玉
速
帖
木
児
)
祖
博
'
郡
北
。
:
:
・
父
字
繋
鱒
。
，
:
:
並
追
封

広
平
王
。
広
平
王
家
分
地
。
故
以
封
之
。

と
あ
り
、
広
平
は
王
(
玉
速
帖
木
児
)
家
の
分
地
で
あ
る
。
玉
速
帖
木



　
　
元
朝
の
怯
聾
に
つ
い
て

児
は
博
ホ
市
の
子
孫
で
あ
り
、
ま
た
玉
心
逸
木
曾
の
子
木
刺
忽
・
孫
墨

壷
図
が
実
際
に
広
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
注
⑭
、
咬
咬
も

ま
た
玉
速
島
木
児
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
ま
た
咬

咬
は
阿
賜
田
の
あ
と
を
承
け
て
第
二
怯
醇
長
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
か

ら
（
従
っ
て
こ
の
場
合
は
襲
い
だ
の
で
あ
る
。
以
後
世
襲
し
た
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
襲
い
だ
と
い
い
、
世
襲
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
は
な

い
場
合
に
は
承
け
た
と
い
い
、
以
て
両
者
を
区
別
す
る
）
、
三
五
は
阿

魯
図
の
子
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
注
⑫
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ワ
、
恰
刺
　
章

　
姶
刺
章
の
怯
醇
は
、
鴎
至
正
二
十
三
年
十
月
十
三
日
に
現
れ
て
い
る
。

心
妻
章
は
、
元
藤
巻
一
四
五
達
礼
麻
識
言
伝
に
、

　
　
（
上
略
）
達
礼
言
語
理
之
忍
辱
。
先
一
夕
、
怯
醇
官
恰
刺
章
者
阿

　
　
五
更
江
田
魯
図
孫
也
。

と
あ
り
、
阿
霊
示
の
孫
で
あ
る
冷
従
っ
て
、
書
史
二
軍
図
伝
に
「
（
阿

魯
図
）
無
嗣
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
彼
は
咬
咬
の
後
を
襲
い
だ

と
み
ら
れ
る
。
恰
刺
章
の
軍
票
は
、
⑳
至
正
二
十
三
年
十
月
十
三
日
に

璋
れ
て
お
り
、
ま
た
達
礼
麻
玄
理
伝
の
記
事
は
至
正
二
十
七
年
の
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
彼
は
当
馬
の
あ
と
を
襲
い
だ
至
正
十
三
年
九
月
か
ら
元

の
終
る
ま
で
怯
醇
長
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
恰
断
章
の
番
直
日
支
は
、
鴎
で
は
未
申
酉
と
な
っ
て
い
る

が
、
恰
受
章
を
除
く
長
髪
忽
・
二
業
図
・
咬
咬
等
博
ム
小
市
の
子
孫
の
番

直
日
支
は
す
べ
て
亥
子
丑
で
あ
り
、
第
二
怯
藤
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
第

二
怯
醇
の
咬
咬
の
あ
と
を
襲
い
だ
恰
半
里
が
、
第
二
怯
騨
以
外
の
も
の

を
領
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
恰
刺
章
の
い
ず
れ
の
怯
醇
の
番

直
日
支
に
も
合
致
し
な
い
未
申
酉
と
い
う
番
直
日
支
は
、
必
ず
や
記
載

の
誤
り
で
あ
り
、
吟
刺
青
の
番
直
日
支
は
亥
子
丑
と
修
正
さ
れ
る
。

　
以
上
、
第
二
怯
醇
長
の
職
は
、
至
元
二
十
一
年
に
失
鳴
門
が
領
し
、

同
年
そ
の
あ
と
を
承
け
た
忽
都
蒼
児
が
再
議
大
徳
十
一
年
ま
で
、
つ
い

で
只
児
島
郎
が
武
宗
至
大
三
年
ま
で
、
つ
い
で
木
刺
忽
が
自
宗
延
祐
七

年
ま
で
、
つ
い
で
失
都
児
が
面
面
三
年
十
月
ま
で
、
そ
の
後
を
承
け
て

撒
里
蛮
が
泰
定
四
年
ま
で
領
し
た
。
明
宗
紀
に
あ
っ
て
は
、
前
項
で
考

察
し
た
よ
う
に
李
羅
・
尚
家
奴
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
い

ず
れ
が
領
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
本
項
で
考
察
し
た
よ
う
に

燕
鉄
木
児
の
名
も
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
こ
ろ
の
怯
醇
の
制
は
詳
ら

か
で
は
な
い
。
そ
の
後
文
宗
至
順
元
年
よ
り
順
帝
至
元
元
年
七
月
ま
で

阿
察
赤
が
領
し
、
そ
の
後
を
承
け
て
阿
魯
図
が
至
正
十
一
年
ま
で
、
襲

い
で
咬
咬
が
十
三
年
九
月
ま
で
、
襲
い
で
恰
筆
意
が
元
末
ま
で
領
し
た

と
み
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
第
二
五
三
を
領
し
た
の
が
誰
の
子
孫
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
が
、
以
上
述
べ
た
怯
醇
長
の
う
ち
、
1
失
烈
門
、
2
巴
林
、
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

話
芸
蒼
児
、
q
只
児
恰
郎
、
6
失
都
児
、
6
撒
野
蛮
、
σ
図
鑑
赤
の
世

系
は
未
詳
で
あ
る
。
失
都
児
、
阿
察
赤
は
謙
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

そ
の
伝
が
残
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
博
ん
小
市
の
子
孫
は
、

前
述
の
よ
う
に
す
べ
て
第
二
怯
蒔
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
第
二

怯
醇
は
博
ホ
市
の
子
孫
が
領
し
た
と
い
う
元
史
兵
志
の
記
載
は
正
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
世
系
の
不
明
な
こ
れ
ら
の
者
は
、
博
ム
小
市
の
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克
明
の
怯
蕗
に
つ
い
て

児
は
博
'
郡
北
の
子
孫
で
あ
り
、
ま
た
玉
速
帖
木
児
の
子
木
刺
忽
・
孫
阿

魯
図
が
実
際
に
広
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
と
か
ら
注
⑪
、
校
校
も

ま
た
玉
速
帖
木
児
の
子
孫
で
あ
る
乙
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
ま
た
校

校
は
阿
魯
図
の
あ
と
を
承
け
て
第
二
怯
蒔
長
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
か

ら
(
従
っ
て
こ
の
場
合
は
襲
い
だ
の
で
あ
る
。
以
後
世
襲
し
た
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
襲
い
だ
と
い
い
、
世
襲
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
は
な

い
場
合
に
は
承
け
た
と
い
い
、
以
て
両
者
を
区
別
す
る
)
、
校
校
は
阿

魯
図
の
子
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
注
⑫
。

旬

、

恰

刺

章

蛤
刺
章
の
怯
醇
は
、
制
至
正
二
十
三
年
十
月
十
三
日
に
現
れ
て
い
る
。

恰
刺
章
は
、
元
安
巻
一
四
五
達
礼
麻
識
理
伝
に
、

(
上
略
)
達
礼
麻
識
理
之
卒
也
。
先
一
夕
、
怯
蒔
官
恰
刺
章
者
阿

児
刺
氏
阿
魯
図
孫
也
。

と
あ
り
、
阿
魯
図
の
孫
で
あ
る
J

従
っ
て
、
元
史
阿
魯
図
伝
に
「
(
阿

魯
図
)
無
嗣
」
と
あ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
被
は
校
校
の
後
を
襲
い
だ

と
み
ら
れ
る
。
恰
刺
章
の
怯
蒔
は
、
制
至
正
二
十
三
年
十
月
十
三
日
に

蹄
れ
て
お
り
、
ま
た
達
礼
麻
識
理
伝
の
記
事
は
至
正
二
十
七
年
の
乙
と

で
あ
る
か
ら
、
彼
は
校
校
の
あ
と
を
襲
い
だ
至
正
十
三
年
九
月
か
ら
元

の
終
る
ま
で
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
恰
刺
章
の
番
直
日
支
は
、
制
で
は
未
申
酉
と
な
っ
て
い
る

が
、
恰
刺
章
を
除
く
木
刺
忽
・
阿
魯
図
・
校
校
等
博
か
北
の
子
孫
の
番

直
日
支
は
す
べ
て
亥
子
丑
で
あ
り
、
第
二
怯
蒔
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
第

二
怯
蒔
の
校
授
の
あ
と
を
襲
い
だ
恰
刺
章
が
、
第
二
怯
蒔
以
外
の
も
の

を
領
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
恰
刺
章
の
い
ず
れ
の
怯
蒔
の
番

直
日
支
に
も
合
致
し
な
い
未
申
酉
と
い
う
番
直
日
支
は
、
必
ず
や
記
載

の
誤
り
で
あ
り
、
恰
刺
章
の
番
直
日
支
は
亥
子
丑
と
修
正
さ
れ
る
。

以
上
、
第
二
怯
蒔
長
の
職
は
、
至
元
二
十
一
年
比
失
烈
門
が
領
し
、

同
年
そ
の
あ
と
を
承
け
た
忽
都
文
口
児
が
成
宗
大
徳
十
一
年
ま
で
、
つ
い

で
只
児
恰
郎
が
武
宗
至
大
三
年
ま
で
、
つ
い
で
木
刺
忽
が
仁
宗
延
祐
七

年
ま
で
、
つ
い
で
失
都
児
が
至
治
三
年
十
月
ま
、
で
、
そ
の
後
を
承
け
て

撒
里
蛮
が
泰
定
四
年
ま
で
領
し
た
。
明
宗
紀
に
あ
っ
て
は
、
前
項
で
考

察
し
た
よ
う
に
字
羅
・
尚
家
奴
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
い

ず
れ
が
領
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
本
項
で
考
察
し
た
よ
う
に

燕
鉄
木
児
の
名
も
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
乙
ろ
の
怯
蒔
の
制
は
詳
ら

か
で
は
な
い
。
そ
の
後
文
宗
至
順
元
年
よ
り
順
帝
至
元
元
年
七
月
ま
で

阿
察
赤
が
領
し
、
そ
の
後
を
承
け
て
阿
魯
図
が
至
正
十
一
年
ま
で
、
襲

い
で
校
校
が
十
三
年
九
月
ま
で
、
襲
い
で
恰
刺
章
が
元
末
ま
で
領
し
た

と
み
ら
れ
る
。
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そ
乙
で
第
二
怯
蒔
を
領
し
た
の
が
誰
の
子
孫
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
以

K
述
べ
た
怯
蒔
長
の
う
ち
、
川
失
烈
門
、

ω巴
林
、

ω

忽
都
苔
児
、
小
山
只
児
恰
郎
、

ω失
都
児
、
削
撒
里
蛮
、
川
阿
察
赤
の
世

系
は
未
詳
で
あ
る
。
失
都
児
、
阿
察
赤
は
諒
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

そ
の
伝
が
残
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
樽
ホ
ポ
の
子
孫
は
、

前
述
の
よ
う
に
す
べ
て
第
二
怯
蒔
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
第
二

怯
醇
は

F'都
市
の
子
孫
が
領
し
た
と
い
う
元
史
兵
志
の
記
載
は
正
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
世
系
の
不
明
な
こ
れ
ら
の
者
は
、
博
'
原
点
の



子
孫
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
が
、

ち
た
い
注
⑬
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
老
に
侯

　
　
　
　
の
、
第
三
怯
聾

　
　
　
　
一
）

　
　
　
　
　
イ
、
安
　
　
　
童

　
安
童
は
木
華
黎
の
四
世
の
孫
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
箭
内
氏

が
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
安
童
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、

元
文
類
巻
二
十
四
東
平
忠
憲
王
碑
。
元
史
巻
＝
一
五
安
三
三
に
よ
る
と
、

彼
は
中
黒
初
年
に
怯
醇
長
と
な
っ
て
以
後
、
窯
元
二
年
に
は
中
書
右
丞

相
を
拝
し
、
依
然
と
し
て
怯
醇
長
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

同
十
二
年
七
月
に
は
行
中
書
省
枢
密
院
事
と
し
て
皇
子
北
平
王
に
従
い

北
辺
に
出
鎮
し
、
同
二
十
一
年
三
月
ま
で
朝
廷
に
い
な
か
っ
た
か
ら
、

こ
の
十
年
間
は
彼
が
怯
醇
を
領
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
同
二
十
一
年

三
月
帰
朝
す
る
や
同
十
一
月
再
び
中
書
右
丞
相
を
拝
し
、
同
二
十
八
年

に
右
丞
相
を
罷
め
た
と
き
に
は
、
た
だ
怯
醇
を
領
す
る
の
み
と
な
っ
た

と
あ
る
か
ら
、
帰
朝
以
後
再
び
怯
醇
を
領
し
、
終
身
（
至
元
三
十
年
段

す
）
怯
醇
長
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
彼
が
帰
朝
し
て
以
後
再
び
怯

醇
を
領
し
た
こ
と
は
第
一
表
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

童
の
怯
醇
は
、
9
至
元
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、
㎝
同
二
十
四
年

四
月
、
ω
同
七
月
、
α
の
同
十
二
月
に
現
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
安
童
が

北
辺
に
出
て
い
た
至
元
十
二
年
七
月
か
ら
同
二
十
一
年
三
月
の
間
の
第

三
怯
醇
長
に
つ
い
て
、
先
掲
元
史
巻
九
十
四
食
貨
志
歳
賜
の
條
に
、

　
　
也
可
怯
蒔

　
　
江
南
戸
昏
冥
元
二
十
一
年
分
擾
武
岡
路
武
県
五
里
並
。
計
妙
二

　
　
百
錠
。

忽
都
蒼
児
怯
臨

沽
古
迭
児
怯
醇

月
赤
察
児
怯
酵

と
あ
り
、
至
元
二
十
一
年
の
時
点
に
お
け
る
四
怯
醇
の
怯
士
長
の
名
が

み
え
て
い
る
。
認
可
が
第
一
怯
醇
、
三
都
蒼
児
が
第
二
怯
醇
で
あ
る
こ

と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
月
赤
察
児
が
第
四
怯
藤
で
あ
る
こ
と

は
後
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
か
ら
、
佑
古
迭
児
が
第
三
怯
醇
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
従
っ
て
、
安
童
が
北
辺
に
出
て
い
た
間
は
、
中
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

迭
　
が
代
っ
て
怯
醇
長
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
第
一
表
に
は
、
q
二

十
年
六
月
七
日
に
も
安
童
の
名
が
み
え
て
い
る
が
、
右
に
述
べ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
は
二
十
一
年
か
或
は
そ
れ
以
後
の
誤
り
で
あ
る
と
み
て
よ

い
。
そ
こ
で
安
里
の
在
任
期
間
は
、
中
型
初
年
か
ら
至
元
十
二
年
七
月

ま
で
と
、
至
元
二
十
一
年
三
月
か
ら
至
元
三
十
年
ま
で
の
両
時
期
と
な

る
。
至
元
十
二
年
七
月
よ
り
至
元
二
十
一
伍
三
月
ま
で
は
、
帖
古
迭
児

が
第
三
怯
醇
を
領
し
た
。
た
だ
し
、
．
導
管
迭
児
の
世
系
は
詳
か
で
は
な

い
。　
　
　
　
　
の
、
阿
都
邑

　
　
　
　
　
（

　
安
童
が
至
元
三
十
年
に
残
し
た
後
を
承
け
、
怯
醇
長
を
襲
い
だ
の
は
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元
朝
の
怯
藤
に
つ
い
て

子
孫
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
が
、

ち
た
い
注
⑬
。

乙
の
点
に
つ
い
て
は
後
者
に
倹

旬

、

第

三

怯

川

、

安

童

安
童
は
木
華
禁
の
四
世
の
孫
で
あ
る
。
乙
の
点
に
つ
い
て
は
箭
内
氏

が
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
乙
で
安
童
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、

元
文
類
巻
二
十
四
東
平
忠
憲
王
碑
・
元
史
巻
二
一
五
安
童
伝
に
よ
る
と
、

彼
は
中
統
初
年
に
怯
蒔
長
と
な
っ
て
以
後
、
至
元
二
年
に
は
中
書
右
丞

相
を
拝
し
、
依
然
と
し
て
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

同
十
二
年
七
月
比
は
行
中
書
省
枢
密
院
事
と
し
て
皇
子
北
平
王
に
従
い

北
辺
に
出
鎮
し
、
同
二
十
一
年
三
月
ま
で
朝
廷
に
い
な
か
っ
た
か
ら
、

乙
の
十
年
間
は
彼
が
怯
蒔
を
領
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
間
二
十
一
年

三
月
帰
朝
す
る
や
同
十
一
月
再
び
申
書
右
丞
相
を
拝
し
、
同
二
十
八
年

に
右
丞
相
を
罷
め
た
と
き
に
は
、
た
だ
怯
蒔
を
領
す
る
の
み
と
な
っ
た

と
あ
る
か
ら
、
帰
朝
以
後
再
び
怯
蒔
を
領
し
、
終
身
(
至
元
三
十
年
投

す
)
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
彼
が
帰
朝
し
て
以
後
再
び
怯

蒔
を
領
し
た
こ
と
は
第
一
表
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
安

童
の
怯
蒔
は
、
小
川
至
元
二
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、

ω同
二
十
四
年

四
月
、

ω同
七
月
、

ω同
十
二
月
に
現
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
安
童
が

北
辺
に
出
て
い
た
至
元
十
二
年
七
月
か
ら
同
二
十
一
年
三
月
の
間
の
第

三
怯
蒔
長
に
つ
い
て
、
先
掲
元
史
巻
九
十
四
食
貨
志
歳
賜
の
僚
に
、

相
』
可
怯
蒔

蒔

元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

江
南
戸
紗
至
元
二
十
一
年
分
接
武
岡
路
武
県
五
壬
向
。
計
紗
二

百
錠
。

忽
都
文
口
児
怯
蒔

伯
古
迭
児
怯
蒔

月
赤
察
児
怯
蒔

と
あ
り
、
至
元
二
十
一
年
の
時
点
に
お
け
る
四
怯
蒔
の
怯
蒔
長
の
名
が

み
え
て
い
る
。
也
可
が
第
一
怯
蒔
、
忽
都
文
口
児
が
第
二
怯
蒔
で
あ
る
こ

と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
月
赤
察
児
が
第
四
怯
蒔
で
あ
る
こ
と

は
後
に
述
べ
る
通
り
で
あ
る
か
ら
、
枯
古
迭
児
が
第
三
怯
蒔
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
従
っ
て
、
安
童
が
北
辺
に
出
て
い
た
聞
は
、
伯
古

迭
が
代
っ
て
怯
蒔
長
と
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
第
一
表
に
は
、
日
二

十
年
六
月
七
日
に
も
安
童
の
名
が
み
え
て
い
る
が
、
右
に
述
べ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
は
二
十
一
年
か
或
は
そ
れ
以
後
の
誤
り
で
あ
る
と
み
て
よ

い
。
そ
こ
で
安
童
の
在
任
期
間
は
、
中
統
初
年
か
ら
至
元
十
二
年
七
月

ま
で
と
、
至
元
二
十
一
年
三
月
か
ら
至
元
三
十
年
ま
で
の
両
時
期
と
な

る
。
至
元
十
二
年
七
月
よ
り
至
元
二
十
一
年
三
月
ま
で
は
、
佑
古
迭
児

が
第
三
怯
蒔
を
領
し
た
。
た
だ
し
、
帖
古
迭
児
の
世
系
は
詳
か
で
は
な
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刷

、

阿

都

台

安
童
が
至
元
三
十
年
に
残
し
た
後
を
承
け
、
怯
辞
長
を
襲
い
だ
の
は



　
元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

そ
の
子
贈
爵
帯
で
あ
る
注
⑭
。
兀
聖
楽
が
残
し
た
の
は
、
大
徳
六
年
正

月
十
一
日
で
あ
る
が
、
そ
の
間
、
兀
都
響
が
怯
茎
長
の
職
を
離
れ
た
と

推
測
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
な
く
、
か
つ
安
童
が
終
身
怯
聾
長
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
兀
都
帯
は
終
身
怯
醇
長
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
と
こ
ろ
で
㎝
耳
元
三
十
年
正
月
九
日
と
鶴
同
三
十
三
年
正
月
九
日

（
元
貞
心
魂
と
算
し
た
）
と
に
み
え
る
眉
宇
帯
は
、
兀
都
帯
が
怯
醇
長

で
あ
っ
た
と
同
じ
時
期
に
第
三
怯
醇
を
領
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
音

の
類
似
か
ら
判
断
し
て
両
者
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

γ
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
2
1
と
2
3
と
は
奏
文
内
容
を
同
じ
く
し
、
異
な
る
の
は
、
至
元

三
十
年
か
三
十
三
年
か
の
一
点
の
み
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
、
ど
ち
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
一
方
が
記
載
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
偽
は
至
元
三
十
三
年

正
月
九
日
で
あ
る
の
を
元
貞
二
年
と
し
て
番
直
日
支
を
求
め
た
が
、
実

際
に
は
至
元
三
十
三
年
と
い
う
暦
は
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
至
当
三
十
年

の
誤
り
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
勾
、
亦
思
丹

　
亦
思
丹
の
怯
醇
は
、
2
9
至
大
三
年
正
月
十
三
日
に
現
れ
て
い
る
。
し

か
し
次
項
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
よ
り
一
年
前
の
至
大
二
年

に
は
真
底
帯
の
子
拝
住
が
、
父
の
職
を
襲
い
で
怯
醇
長
と
な
り
、
至
治

三
年
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
亦
思
潮
の
怯

醇
が
至
大
三
年
に
現
れ
て
い
る
の
は
何
か
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
前
述
の
よ
う
に
兀
都
帯
が
役
し
た
の
は
大
徳
六
年
正
月

で
あ
り
、
拝
住
が
父
の
あ
と
を
襲
ぐ
の
は
至
大
二
年
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
間
七
年
間
の
空
白
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
拝
住
が
怯
醇
長
を
襲
ぐ
に
は

幼
な
す
ぎ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
　
（
父
兀
都
帯
が
残
し
た
時
、
彼

は
五
才
で
あ
っ
た
）
　
、
亦
思
念
は
そ
の
七
年
間
の
空
白
の
時
期
に
、

第
三
怯
醇
を
領
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
果
し
て
そ
う
で
あ
れ
ば
、

亦
思
丹
の
在
任
期
間
は
、
大
徳
六
年
か
ら
至
大
二
年
ま
で
と
な
る
。
そ

　
　
　

こ
で
⑫
9
至
大
三
年
正
月
十
三
日
号
現
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

至
大
三
年
と
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
二
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
元
下
巻
二
十
四
仁
宗
紀
至
大
四
年
六
月
甲
寅
の
條
に
、

　
　
封
亦
思
丹
為
懐
仁
郡
王
。
賜
銀
印
。

と
あ
る
が
、
亦
思
丹
に
関
す
る
史
料
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
こ
の
記
事
の

み
で
あ
り
、
そ
の
世
系
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
＠
、
拝
　
住

　
拝
住
は
即
事
の
孫
、
兀
妻
帯
の
子
で
あ
る
。
至
大
二
年
忌
醇
長
を
襲

ぎ
、
仁
宗
皇
慶
・
延
祐
年
間
を
経
て
、
至
治
三
年
八
月
、
鉄
失
。
赤
斤

鉄
木
児
等
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
、
怯
醇
を
領
し
た
注
⑮
。
彼
が

延
祐
年
間
に
第
三
怯
辞
を
領
し
た
こ
と
は
、
㈱
6
5
⑳
㈲
吻
⑱
㈹
6
2
に
よ

っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
㈲
、
闊
徹
伯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
闊
徹
伯
の
下
沓
は
、
5
5
天
暦
二
年
三
月
二
十
一
日
に
現
れ
て
い
る
。

在
任
期
間
に
つ
い
て
の
手
掛
り
を
得
る
た
め
に
、
こ
れ
と
同
じ
こ
ろ
に

元
史
本
紀
に
現
れ
て
い
る
闊
徹
伯
と
い
う
人
物
を
検
べ
る
と
、
同
巻
二

十
九
泰
定
帝
紀
至
治
三
年
十
二
月
丙
戌
の
條
に
、

　
　
知
枢
密
院
事
大
司
徒
闊
徹
伯
授
開
府
儀
同
三
司
。
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元
朝
の
怯
蕗
に
つ
い
て

そ
の
子
冗
都
帯
で
あ
る
注
⑬
。
冗
都
帯
が
残
し
た
の
は
、
大
徳
六
年
正

月
十
一
日
で
あ
る
が
、
そ
の
問
、
冗
都
帯
が
怯
蒔
長
の
職
を
離
れ
た
と

推
測
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は
何
も
な
く
、
か
つ
安
童
が
終
身
怯
蒔
長
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
、
冗
都
帯
は
終
身
怯
醇
長
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で

ω至
元
三
十
年
正
月
九
日
と

ω間
三
十
三
年
正
月
九
日

(
元
貞
二
圧
と
算
し
た
)
と
に
み
え
る
阿
都
帯
は
、
冗
都
帯
が
怯
蒔
長

で
あ
っ
た
と
同
じ
時
期
に
第
三
怯
蒔
を
領
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
音

の
類
似
か
ら
判
断
し
て
両
者
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

pnノ
。

な
お
、

ωと
ωと
は
奏
文
内
容
を
同
じ
く
し
、
異
な
る
の
は
、
至
元

一
一
一
十
年
か
三
十
三
年
か
の
一
点
の
み
で
あ
る
か
ら
、
乙
れ
は
、
ど
ち
ら

か
一
方
が
記
載
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ωは
至
元
三
十
三
年

正
月
九
日
で
あ
る
の
を
元
貞
二
年
と
し
て
番
直
日
支
を
求
め
た
が
、
実

際
に
は
至
元
三
十
三
年
と
い
う
暦
は
な
い
か
ら
、
乙
れ
は
至
元
三
十
年

の
誤
り
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

川

、

亦

思

丹

亦
思
丹
の
怯
蒔
は
、

ω至
大
三
年
正
月
十
三
日
に
現
れ
て
い
る
。
し

か
し
次
項
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
よ
り
一
年
前
の
至
大
二
年

に
は
瓦
都
帯
の
子
拝
住
が
、
父
の
職
を
襲
い
で
怯
蒔
長
と
な
り
、
至
治

三
年
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
乙
と
は
確
か
で
あ
る
か
ら
、
亦
思
丹
の
怯

蒔
が
至
大
三
年
に
現
れ
て
い
る
の
は
何
か
の
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
前
述
の
よ
う
に
冗
都
帯
が
役
し
た
の
は
大
徳
六
年
正
月

で
あ
り
、
拝
住
が
父
の
あ
と
を
襲
ぐ
の
は
至
大
二
年
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
間
七
年
間
の
空
白
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
拝
住
が
怯
蒔
長
を
襲
ぐ
に
は

幼
な
す
ぎ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
(
父
冗
都
帯
が
残
し
た
時
、
彼

は
五
才
で
あ
っ
た
)
、
亦
恩
丹
は
そ
の
七
年
間
の
空
白
の
時
期
に
、

第
三
怯
蒔
を
領
し
た
の
で
は
な
い
だ
ち
う
か
。
果
し
て
そ
う
で
あ
れ
ば
、

亦
思
丹
の
在
任
期
間
は
、
大
徳
六
年
か
ら
至
大
二
年
ま
で
と
な
る
。
そ

こ
で
倒
至
大
三
年
正
月
十
三
日
に
現
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

至
大
三
年
と
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
二
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

さ
て
元
史
巻
二
十
四
仁
宗
紀
至
大
四
年
六
月
申
寅
の
篠
に
、

封
亦
思
丹
為
懐
仁
郡
王
。
賜
銀
印
。

と
あ
る
が
、
亦
思
丹
に
関
す
る
史
料
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
こ
の
記
事
の

み
で
あ
り
、
そ
の
世
系
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

同

、

拝

住

拝
住
は
安
童
の
孫
、
冗
都
帯
の
子
で
あ
る
。
至
大
二
年
怯
蒔
長
を
襲

ぎ
、
仁
宗
皇
慶
・
延
祐
年
闘
を
経
て
、
至
治
三
年
八
月
、
鉄
失
・
赤
斤

鉄
木
児
等
に
よ
っ
て
暗
殺
さ
れ
る
ま
で
、
怯
蒔
を
領
し
た
注
⑬
。
彼
が

延
祐
年
聞
に
第
三
怯
蒔
を
領
し
た
こ
と
は
、

ωmmωωωmwω
に
よ

っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。

附

、

同

徹

伯

閥
徹
伯
の
怯
蒔
は
、
問
天
暦
二
年
三
月
二
十
一
日
に
現
れ
て
い
る
。

在
任
期
聞
に
つ
い
て
の
手
掛
り
を
得
る
た
め
に
、
乙
れ
と
同
じ
こ
ろ
に

元
史
本
紀
に
現
れ
て
い
る
閥
徹
伯
と
い
う
人
物
を
検
べ
る
と
、
同
巻
二

十
九
泰
定
帝
紀
至
治
三
年
十
二
月
丙
成
の
擦
に
、

知
枢
密
院
事
大
司
徒
閤
徹
伯
授
開
府
儀
同
三
司
。
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と
あ
り
、
同
巻
三
十
三
文
宗
紀
天
暦
二
年
草
｝
月
癸
亥
の
條
に
、

　
　
以
翰
林
学
士
聖
旨
闊
徹
伯
知
枢
密
院
事
。
位
居
衆
知
院
事
上
。

と
あ
る
。
　
「
位
居
衆
知
院
事
上
」
と
い
う
の
は
、
闊
徹
伯
が
、
他
の
知

枢
密
院
事
と
は
別
格
の
上
位
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
怯
醇
長
安

童
は
「
位
居
百
寮
上
」
と
い
わ
れ
た
）
。
ま
た
怯
等
長
に
は
開
府
儀
同

勢
司
が
授
け
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
両
記
事
は
、
知
枢

密
即
事
闊
胡
馬
が
怯
薩
長
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
が
、
本
紀
に

は
他
に
別
人
物
の
闊
徹
伯
の
名
は
み
ら
れ
ぬ
か
ら
（
先
に
述
べ
た
よ
う

に
怯
醇
長
は
そ
の
兼
ね
て
帯
び
る
官
職
が
高
位
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
紀
に
は
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
）
、
知
枢
密

　
　
　
　
　
　
ラ

院
事
掌
理
伯
は
6
5
怯
醇
長
草
徹
伯
と
同
一
人
物
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
闊
徹
伯
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、
彼
が
怯
醇
長
に
任
ぜ
ら
れ

た
の
は
、
他
の
怯
醇
長
の
例
か
ら
み
て
、
開
府
旭
区
三
司
を
授
け
ら
れ

た
至
治
三
庫
十
二
月
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
前
の

怯
醇
長
拝
住
が
南
披
の
変
で
暗
殺
さ
れ
た
こ
ろ
に
あ
た
る
か
ら
、
闊
徹

伯
は
拝
塵
の
あ
と
を
承
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
同
泰
平
元
年
三
月
癸

卯
の
條
に
、
　
「
知
枢
密
院
事
貝
母
十
月
祭
太
廟
、
以
冊
皇
后
・
皇
太
子

告
」
と
あ
り
、
ま
た
先
貸
元
史
巻
三
十
四
文
宗
紀
に
よ
る
と
、
闊
十
干
は
、

至
順
元
伍
六
月
甲
子
に
、
孝
心
・
尚
家
奴
等
と
と
も
に
謀
変
を
以
て
棄

市
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
よ
っ
て
彼
は
耳
順
元
年
六
月
ま
で
怯

醇
長
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
世
系
未
詳
。

　
　
　
　
　
勺
、
篤
憐
帖
木
児

　
旧
事
伯
二
十
の
後
、
第
三
怯
醇
長
と
な
っ
た
の
は
篤
憐
帖
木
上
で
あ

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

る
。
彼
は
、
金
華
黄
先
生
文
集
巻
二
十
四
追
封
手
王
子
文
忠
神
道
碑
・

元
史
上
＝
二
六
拝
住
伝
に
よ
る
と
、
拝
住
の
子
で
あ
り
、
文
宗
の
時
文

宗
か
ら
篤
麟
鉄
穆
爾
（
篤
憐
帖
木
尻
）
と
い
う
名
を
賜
わ
り
、
同
時
に

　
住
の
職
を
襲
い
で
怯
藤
長
と
な
っ
た
。
時
に
十
一
才
で
あ
り
、
拝
住

が
殺
さ
れ
た
後
、
す
ぐ
に
生
直
長
の
職
を
襲
が
な
か
っ
た
の
は
、
拝
撃

が
兀
都
帯
の
後
を
す
ぐ
に
襲
が
な
か
っ
た
の
と
同
様
、
幼
な
か
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
元
史
巻
三
十
六
文
宗
紀
吟
興
二
年
三
月
丙
申
の
條

に
、
　
「
怯
醇
官
篤
憐
帖
木
彫
」
と
あ
り
、
至
順
二
年
三
月
の
時
点
で
彼

が
怯
醇
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
彼
は
至
妙
元
年
六
月
、
闊

徹
伯
が
棄
市
さ
れ
た
あ
と
を
承
け
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
そ
こ
で
彼
が

何
時
ま
で
時
下
長
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第

一
表
に
よ
る
と
、
少
な
く
と
も
倒
至
正
十
二
年
三
月
二
十
四
日
ま
で
は

怯
尊
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
D
、
燕
古
墨

　
　
　
　
　
（

　
燕
古
児
（
こ
の
表
記
は
静
嘉
堂
所
蔵
の
留
山
文
集
に
よ
っ
た
も
の
で
、

四
庫
全
書
岩
木
四
目
所
収
の
も
の
に
は
雅
克
科
爾
と
な
っ
て
い
る
）
の

怯
聾
は
、
⑳
至
正
十
五
年
六
月
二
十
五
日
に
現
れ
て
い
る
。
彼
は
㈱
至

正
十
二
年
三
月
二
十
四
日
ま
で
は
確
実
に
第
三
怯
波
長
で
あ
る
篤
憐
鼻

木
児
の
あ
と
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
正
確
な
時
期
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
燕
嬰
児
は
耳
蝉
垂
木
児
の
子
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、

篤
憐
帖
木
児
の
子
孫
の
名
は
碑
伝
に
み
え
な
い
の
で
、
確
か
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　
以
上
、
第
三
怯
聾
長
の
職
は
、
中
統
初
年
か
ら
至
元
十
二
年
七
月
ま
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と
あ
り
、
同
巻
三
十
三
文
宗
紀
天
暦
二
年
十
一
月
美
亥
の
僚
に
、

以
翰
林
学
士
承
旨
閥
徹
伯
知
枢
密
院
事
。
位
居
衆
知
院
事
上
。

と
あ
る
。
「
位
居
衆
知
院
事
上
」
と
い
う
の
は
、
閥
徹
伯
が
、
他
の
知

枢
密
院
事
と
は
別
格
の
上
位
に
あ
る
乙
と
を
示
し
て
い
る
(
怯
蒔
長
安

童
は
「
位
居
百
寮
土
」
と
い
わ
れ
た
)
。
ま
た
怯
蒔
長
に
は
開
府
儀
同

三
司
が
授
け
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
両
記
事
は
、
知
枢

密
院
事
閥
徹
伯
が
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
が
、
本
紀
に

は
他
に
別
人
物
の
閤
徹
伯
の
名
は
み
ら
れ
ぬ
か
ら
(
先
に
述
べ
た
よ
う

に
怯
醇
長
は
そ
の
兼
ね
て
帯
び
る
官
職
が
高
位
の
も
の
で
あ
る
乙
と
か

ら
、
本
紀
に
は
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
)
、
知
枢
密

院
事
閥
徹
伯
は
岡
怯
蒔
長
閥
徹
伯
と
同
一
人
物
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
閥
徹
伯
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、
彼
が
怯
蒔
長
に
任
ぜ
ら
れ

た
の
は
、
他
の
怯
蒔
長
の
例
か
ら
み
て
、
開
府
儀
間
三
司
を
授
け
ら
れ

た
至
治
三
年
十
二
月
ご
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
乙
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
前
の

怯
蒔
長
拝
住
が
南
披
の
変
で
暗
殺
さ
れ
た
こ
ろ
に
あ
た
る
か
ら
、
閥
徹

伯
は
拝
住
の
あ
と
を
承
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
同
泰
定
元
年
三
月
発

卯
の
俸
に
、
「
知
枢
密
院
事
閥
徹
伯
摂
祭
太
廟
、
以
冊
皇
后
・
皇
太
子

告
」
と
あ
り
、
ま
た
先
掲
元
史
巻
三
十
四
文
宗
紀
に
よ
る
と
、
閥
徹
伯
は
、

至
順
元
年
六
月
甲
子
に
、
字
羅
・
尚
家
奴
等
と
と
も
に
謀
変
を
以
て
棄

市
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
よ
っ
て
彼
は
至
順
元
年
六
月
ま
で
怯

醇
長
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
世
系
未
詳
o

h
、
篤
憐
帖
木
児

閥
徹
伯
棄
市
の
後
、
第
三
怯
蒔
長
と
な
っ
た
の
は
篤
憐
帖
木
児
で
あ

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

る
。
彼
は
、
金
華
黄
舟
生
文
集
巻
二
十
四
追
封
郡
王
誼
文
忠
神
道
碑
・

元
史
巻
一
三
太
拝
住
伝
に
よ
る
と
、
拝
住
の
子
で
あ
り
、
文
宗
の
時
文

宗
か
ら
篤
麟
鉄
穆
繭
ハ
篤
憐
帖
木
児
)
と
い
う
名
を
賜
わ
り
、
同
時
に

住
の
職
を
襲
い
で
怯
醇
長
と
な
っ
た
。
時
に
十
一
才
で
あ
り
、
拝
住

が
殺
さ
れ
た
後
、
す
ぐ
に
怯
醇
長
の
職
を
襲
が
な
か
っ
た
の
は
、
拝
住

が
冗
都
帯
の
後
を
す
ぐ
に
襲
が
な
か
っ
た
の
と
同
様
、
幼
な
か
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。
元
史
巻
三
十
六
文
宗
紀
至
順
二
年
三
月
丙
申
の
僚

に
、
「
怯
蒔
官
篤
憐
帖
木
児
」
と
あ
り
、
至
順
二
年
三
月
の
時
点
で
彼

が
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
か
ら
、
彼
は
至
順
元
年
六
月
、
閥

徹
伯
が
棄
市
さ
れ
た
あ
と
を
承
け
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
そ
乙
で
彼
が

何
時
ま
で
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第

一
表
に
よ
る
と
、
少
な
く
と
も
側
至
正
十
二
年
三
月
二
十
四
日
ま
で
は

怯
醇
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。

川

、

燕

古

児

燕
古
児
(
乙
の
表
記
は
静
嘉
堂
所
蔵
の
師
山
文
集
に
よ
っ
た
も
の
で
、

四
庫
全
書
珍
木
四
集
所
収
の
も
の
に
は
雅
克
科
繭
と
な
っ
て
い
る
)
の

怯
蒔
は
、

ω至
正
十
五
年
六
月
二
十
五
日
に
現
れ
て
い
る
。
彼
は
問
至

正
十
二
年
三
月
二
十
四
日
ま
で
は
確
実
に
第
三
怯
蒔
長
で
あ
る
篤
憐
帖

木
児
の
あ
と
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
正
確
な
時
期
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
燕
古
児
は
篤
憐
帖
木
児
の
子
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、

篤
憐
帖
木
児
の
子
孫
の
名
は
碑
伝
に
み
え
な
い
の
で
、
健
か
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

以
上
、
第
三
怯
蒔
長
の
職
は
、
中
統
初
年
か
ら
至
元
十
二
年
七
月
ま
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

で
甘
辛
が
領
し
、
そ
の
あ
と
を
承
け
た
怯
古
平
児
が
至
元
二
十
一
年
三

月
ま
で
、
つ
い
で
闊
徹
伯
が
至
順
三
年
六
月
ま
で
、
つ
い
で
篤
憐
帖
木

児
が
至
正
十
二
年
同
年
三
月
か
ら
六
月
に
至
る
間
の
あ
る
時
点
ま
で
、

つ
い
で
燕
古
児
が
領
し
た
。
燕
古
児
が
い
つ
ま
で
怯
醇
長
の
職
を
領
し

た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
第
三
座
面
を
領
し
た
の
が
誰
の
子
孫
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
が
、
以
上
述
べ
た
怯
醇
長
の
う
ち
、
佑
古
延
々
、
ハ
亦
思
丹
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

墨
絵
徹
伯
、
俸
熟
古
狸
の
世
系
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
世
系
の
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
q
安
童
、
佃
兀
都
帯
、
に
笹
鳴
、
依
篤
憐
年
木
児
は
、
い
ず
れ
も
木

華
黎
の
子
孫
で
あ
っ
た
。
世
系
の
不
明
な
も
の
の
う
ち
、
・
帖
古
迭
児
は

安
土
が
北
辺
に
出
超
し
て
い
た
間
代
っ
て
怯
醇
長
と
な
り
、
亦
思
丹
と

闊
徹
伯
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
兀
二
面
、
拝
住
、
篤
憐
佑
木
児
と
世
襲
す
る

間
隙
を
縫
っ
て
怯
蒔
長
と
な
っ
た
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
者
は
木
裏
黎

の
子
孫
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
第
．
三
怯
醇
は
、
木
華
黎
の

子
孫
が
領
す
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
第
三
怯
醇
は
木
華
黎
の
子
孫
が
領
し
た
と
い
う
元
史
兵
志
の
記

載
は
正
し
い
と
み
て
よ
い
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ω
、
第
　
四
　
怯
薩

　
　
　
　
　
の
、
月
下
調
％

　
　
　
　
　
（

　
月
赤
察
児
は
博
ホ
忽
の
曽
孫
で
あ
る
。
至
元
十
七
年
怯
醇
長
と
な
り

注
⑯
、
至
大
四
年
九
月
に
莞
じ
た
注
⑰
。
そ
の
四
月
赤
察
児
（
察
察
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
⑱
）
の
怯
醇
は
、
q
O
窯
元
二
十
四
年
二
月
十
五
日
、
q
6
同
二
十
五
年

十
月
二
十
八
日
、
㈱
大
徳
十
一
年
九
月
九
日
、
⑳
至
大
四
年
五
月
十
二

日
に
現
れ
て
い
る
か
ら
、
彼
は
終
身
第
四
怯
醇
長
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
成
宗
元
貞
元
年
か
ら
⑳
大
徳
十
一
年
九
月
九
日
に
至
る

間
の
あ
る
時
点
ま
で
は
、
そ
の
子
塔
刺
海
が
代
っ
て
領
し
た
注
⑲
。
ま

た
月
赤
察
児
は
至
大
元
年
か
ら
至
大
四
年
ま
で
和
林
等
暴
行
中
書
省
右

丞
相
と
し
て
出
早
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
間
第
四
怯
醇
は
次
項
に
述
べ

る
八
海
が
代
っ
て
領
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
至
大
四
年
（
月
日
は
詳
ら

か
で
は
な
い
）
月
赤
察
児
が
帰
朝
す
る
や
、
彼
が
再
び
第
四
怯
醇
を
領

し
た
こ
と
は
、
⑳
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
る
。
至
大
四
年
九
月
、
月
赤

帽
児
が
残
し
た
後
は
、
そ
の
子
伽
頭
が
襲
い
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
心
逸
察
児
が
第
四
怯
止
長
で
あ
っ
た
時
点
、
1
9
丈
競
二
十
八

伍
七
月
二
十
三
日
に
、
伊
克
（
也
可
）
が
第
四
怯
醇
の
番
直
日
支
に
あ

た
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
也
可
怯
醇
が
第
一
怯
醇
で
あ

り
、
月
赤
察
児
が
第
四
激
動
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
、
で
明

　
　
　
　
　
　
　

ら
か
な
の
で
、
q
9
に
は
記
載
に
誤
り
が
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
の
、
八
　
　
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
八
海
の
怯
醇
は
、
6
0
至
大
四
年
二
月
十
六
日
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の

日
付
は
月
赤
察
児
出
鎮
の
間
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
（
月
赤
察
児
が

帰
朝
し
た
の
が
同
年
の
何
月
で
あ
っ
た
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
）
、
代

っ
て
第
四
怯
醇
を
領
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
世
系
未
詳
。

　
　
　
　
　
場
、
也
先
宝
木
児

　
也
先
油
木
児
は
、
働
吻
㈹
㈲
㈹
㈹
（
日
付
は
第
一
表
参
照
）
に
現
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
延
祐
年
間
の
第
四
怯
醇
長
で
あ
っ
た
こ
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元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

で
安
童
が
領
し
、
そ
の
あ
と
を
承
け
た
伯
古
迭
児
が
至
元
二
十
一
年
三

月
ま
で
、
つ
い
で
閤
徹
伯
が
至
順
三
年
六
月
ま
で
、
つ
い
で
篤
憐
帖
木

児
が
至
正
十
二
年
同
年
三
月
か
ら
六
月
に
至
る
聞
の
あ
る
時
点
ま
で
、

つ
い
で
燕
古
児
が
領
し
た
。
燕
古
児
が
い
つ
ま
で
怯
蒔
長
の
職
を
領
し

た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

そ
こ
で
第
三
怯
蒔
を
領
し
た
の
が
誰
の
子
孫
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

で
あ
る
が
、
以
上
述
べ
た
怯
蒔
長
の
う
ち
、
枯
古
迭
児
、
川
亦
思
丹
、

附
閥
徹
伯
、
川
燕
古
児
の
世
系
は
未
詳
で
あ
る
。
し
か
し
世
系
の
明
ら
か

な
川
安
童
、
同
冗
都
帯
、
同
拝
住
、
一
円
篤
憐
帖
木
児
は
、
い
ず
れ
も
木

華
家
の
子
孫
で
あ
っ
た
。
世
系
の
不
明
な
も
の
の
う
ち
、
粘
古
迭
児
は

安
章
が
北
辺
に
出
鎮
し
て
い
た
間
代
っ
て
怯
醇
長
と
な
り
、
亦
思
丹
と

閥
徹
伯
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
冗
都
帯
、
拝
住
、
篤
憐
枯
木
児
と
世
襲
す
る

間
隙
を
縫
っ
て
怯
蒔
長
と
な
っ
た
者
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
者
は
木
華
繋

の
子
孫
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
第
三
怯
蒔
は
、
木
華
禁
の

子
孫
が
領
す
る
の
が
原
別
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。
従

っ
て
、
第
三
怯
蒔
は
木
華
懇
の
子
孫
が
領
し
た
と
い
う
元
史
兵
志
の
記

載
は
正
し
い
と
み
て
よ
い
。

一

川

、

第

怯

蒔

川
、
月
赤
察
丸

月
赤
察
児
は
博
'
部
忽
の
曽
孫
で
あ
る
。
至
元
十
七
年
怯
蒔
長
と
な
り

注
⑮
、
至
大
四
年
九
月
に
亮
じ
た
注
⑫
。
そ
の
間
月
赤
察
児
(
察
察
爾

注
⑬
)
の
怯
辞
は
、

ω至
元
二
十
四
年
二
月
十
五
日
、
間
同
二
十
五
年

四

十
月
二
十
八
日
、
凶
大
徳
十
一
年
九
月
九
日
、

ω至
大
四
年
五
月
十
二

日
に
現
れ
て
い
る
か
ら
、
彼
は
終
身
第
四
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
成
宗
元
貞
元
年
か
ら

ω大
徳
十
一
年
九
月
九
日
に
至
る

間
の
あ
る
時
点
ま
で
は
、
そ
の
子
塔
刺
海
が
代
っ
て
領
し
た
注
⑬
。
ま

た
月
赤
察
児
は
至
大
元
年
か
ら
至
大
四
年
ま
で
和
林
等
処
行
中
書
省
右

丞
相
と
し
て
出
鎮
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
間
第
四
怯
蒔
は
次
項
に
述
べ

る
八
海
が
代
っ
て
領
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
至
大
四
年
(
月
日
は
詳
ら

か
で
は
な
い
)
月
赤
察
児
が
帰
朝
す
る
や
、
彼
が
再
び
第
四
怯
蒔
を
領

し
た
こ
と
は
、

ωに
よ
っ
て
縫
か
め
ら
れ
る
。
至
大
四
年
九
月
、
月
赤

察
児
が
残
し
た
後
は
、
そ
の
子
他
頭
が
襲
い
だ
。

な
お
、
月
赤
察
児
が
第
四
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
時
点
、

ω至
元
二
十
八

年
七
月
二
十
三
日
に
、
伊
克
(
也
可
)
が
第
四
怯
蒔
の
番
直
日
支
に
あ

た
っ
て
い
る
乙
と
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
也
可
怯
蒔
が
第
一
怯
蒔
で
あ

り
、
月
赤
察
児
が
第
四
怯
醇
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
明

ら
か
な
の
で
、

ωに
は
記
載
に
誤
り
が
あ
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

同

、

八

海

八
海
の
怯
蒔
は
、
開
至
大
四
年
二
月
十
六
日
に
現
れ
て
い
る
。
乙
の

日
付
は
月
赤
察
児
出
鎮
の
間
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
(
月
赤
察
児
が

帰
朝
し
た
の
が
同
年
の
伺
月
で
あ
っ
た
か
詳
ら
か
で
は
な
い
が
)
、
代

っ
て
第
四
怯
蒔
を
領
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
世
系
未
詳
。

川
、
也
先
帖
木
鬼

也
先
帖
木
児
は
、
倒

ω川
町
附

ω
ω
(日
付
は
第
一
表
参
照
)
に
現
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
が
延
祐
年
間
の
第
四
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
ζ
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と
が
確
め
ら
れ
る
。
そ
の
世
系
に
つ
い
て
、
箭
内
氏
は
、
月
立
察
児
の

第
五
子
、
舌
頭
の
弟
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
注
⑳
。
し
か
し
伽
頭
の

弟
也
先
鉄
木
児
に
つ
い
て
詳
ら
か
な
こ
と
は
古
伝
に
は
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
以
下
姑
く
元
史
本
紀
に
よ
っ
て
伽
頭
の
弟
也
先
鉄
木
児

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
元
史
巻
二
十
九
垂
心
帝
紀
至
治
三
年
九
月
の
條
に
、

　
　
以
知
枢
密
院
事
由
陽
王
也
先
鉄
輪
児
振
中
書
右
丞
相

と
あ
り
、
漠
陽
王
也
先
鉄
木
児
の
名
が
み
え
る
。
漠
愈
愈
は
、
先
掲
太

師
漢
陽
忠
武
王
碑
に
よ
る
と
、
至
大
元
年
月
赤
倉
児
に
封
ぜ
ら
れ
、
至

大
四
伍
月
赤
察
児
が
麗
ず
る
と
、
其
の
子
正
野
が
襲
い
だ
、
代
々
月
赤

察
児
の
家
系
に
封
ぜ
ら
れ
る
世
爵
で
あ
る
。
ま
た
同
巻
二
十
八
英
宗
紀

至
治
三
年
五
月
乙
舳
の
條
に
よ
る
と
、
知
枢
密
院
事
也
先
鉄
木
曽
は
勲

旧
の
子
で
あ
る
。
従
っ
て
知
枢
密
百
事
漠
陽
王
也
先
鉄
蔵
置
は
、
月
赤

察
児
の
子
也
先
鉄
血
児
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、

仁
宗
皇
慶
元
年
五
月
に
開
府
儀
同
三
司
を
授
け
ら
れ
、
英
宗
至
治
三
年

八
月
、
南
披
の
変
の
際
、
逆
賊
鉄
失
の
一
党
に
加
わ
り
、
同
年
十
月
逆

賊
と
し
て
誹
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
同
感
二
十
九
山
景
帝
紀
量
定
二

三
六
月
丙
申
の
條
に
、

　
　
中
書
参
知
政
事
左
巻
不
台
言
。
大
臣
兼
領
軍
務
前
古
所
無
、
鉄
丁

田
御
史
大
夫
、
也
先
帖
木
鼠
以
知
枢
密
院
事
面
諭
衛
兵
。
如
虎
而
翼
。

故
成
逆
謀
。
二
軍
衛
之
職
、
乞
勿
大
臣
領
之
。

と
あ
り
、
鉄
丸
と
也
先
帖
木
児
が
衛
兵
を
領
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

先
掲
当
面
帝
紀
至
治
三
年
秋
八
月
癸
亥
の
條
に
よ
る
と
、
鉄
山
が
領
し

て
い
た
の
は
阿
彦
崎
で
あ
る
が
、
穂
先
帖
木
児
の
領
し
た
，
衛
兵
が
何
で

あ
っ
た
か
詳
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
「
領
衛
兵
」
と
い
う
表
現
か
ら
、

彼
が
宿
衛
を
領
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
表
の
也
先
帖
木
児
が
宿
衛
（
等
量
）
を
領
し
て
い
た
こ
と
は
自
明

で
あ
り
、
ま
た
本
紀
に
は
右
に
述
べ
た
也
先
回
（
鉄
）
嬰
児
以
外
に
、

也
先
帖
木
児
と
い
う
者
は
見
出
せ
な
い
か
ら
、
空
曇
察
児
の
子
で
あ
る
逆

賊
也
先
帖
木
児
と
延
祐
幽
間
の
怯
醇
長
幸
先
帖
木
児
と
は
同
一
人
物
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
官
爵
立
木
児
の
在
任
期
問
は
、
恐
ら
く
は
開
府

画
題
三
司
を
授
け
ら
れ
た
皇
慶
元
年
五
月
ご
ろ
か
ら
、
南
披
の
変
の
罪

を
問
わ
れ
謙
さ
れ
た
至
治
三
年
十
月
ま
で
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
也
先

帖
木
立
が
怯
醇
長
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
時
期
が
、
伽
頭
が
怯
醇
長

で
あ
っ
た
時
期
（
至
大
四
年
、
駈
落
察
児
の
あ
と
を
襲
い
で
怯
醇
長
と

な
っ
た
。
そ
の
翌
年
が
皇
慶
元
年
で
あ
る
）
に
近
い
こ
と
か
ら
み
て
、

也
先
主
木
児
は
兄
鳶
頭
に
代
っ
て
、
そ
の
職
を
襲
い
だ
と
み
て
よ
い
。

　
　
　
　
　
⇒
、
完
者
帖
木
児

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
盛
者
帖
木
霊
の
怯
醇
は
、
鵬
至
正
二
十
六
年
二
月
十
七
日
に
現
れ
て

い
る
。
ま
た
元
史
巻
三
十
四
文
宗
紀
至
順
三
年
二
月
乙
酉
の
條
に
、
噛
怯

醇
官
完
配
帖
木
児
の
名
が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
の
日
付
に
は

三
十
六
年
の
隔
り
が
あ
り
、
そ
の
間
、
後
述
す
る
よ
う
に
別
面
怯
不
花

が
後
至
元
初
年
か
ら
至
正
八
年
ま
で
怯
醇
長
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
後

を
承
け
て
脱
脱
が
同
＋
三
年
ま
で
怯
醇
長
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
両
者

が
同
一
人
物
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
後
者
、
至
順
三
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

と
が
縫
め
ら
れ
る
。
そ
の
世
系
に
つ
い
て
、
箭
内
氏
は
、
月
赤
察
児
の

第
五
子
、
阻
頭
の
弟
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
注
⑫
。
し
か
し
佃
頭
の

弟
也
先
鉄
木
児
に
つ
い
て
詳
ら
か
な
乙
と
は
碑
伝
に
は
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
以
下
姑
く
元
史
本
紀
に
よ
っ
て
佃
頭
の
弟
也
先
鉄
木
児

に
つ
い
て
考
察
す
る
。

元
史
巻
二
十
九
泰
定
帝
紀
至
治
三
年
九
月
の
僚
に
、

以
知
枢
密
院
事
漢
陽
王
也
併
鉄
木
児
為
申
書
右
丞
相

と
あ
り
、
棋
陽
王
也
先
鉄
木
児
の
名
が
み
え
る
。
漢
陽
王
は
、
先
掲
太

師
漢
陽
忠
武
王
碑
に
よ
る
と
、
至
大
元
年
月
赤
察
児
に
封
ぜ
ら
れ
、
至

大
四
年
月
赤
察
児
が
舞
ず
る
と
、
其
の
子
佃
頭
が
襲
い
だ
、
代
々
月
赤

察
児
の
家
系
に
封
ぜ
ら
れ
る
世
爵
で
あ
る
。
ま
た
同
巻
二
十
八
英
宗
紀

至
治
三
年
五
月
乙
卯
の
幌
に
よ
る
と
、
知
枢
密
院
事
也
先
鉄
木
児
は
勲

旧
の
子
で
あ
る
。
従
っ
て
知
枢
密
院
事
漢
陽
王
也
先
鉄
木
児
は
、
月
赤

察
児
の
子
也
先
鉄
木
児
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、

仁
宗
皇
慶
元
年
五
月
に
開
府
儀
同
三
司
を
授
け
ら
れ
、
英
宗
至
治
三
年

八
月
、
南
披
の
変
の
際
、
逆
賊
鉄
失
の
一
党
に
加
わ
り
、
同
年
十
月
逆

賊
と
し
て
-
諒
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
同
巻
二
十
九
泰
定
帝
紀
泰
定
二

年
六
月
丙
申
の
僚
に
、

申
書
参
知
政
事
左
塔
不
台
一
言
。
大
臣
兼
領
軍
務
前
古
所
無
、
鉄
失

以
御
史
大
夫
、
也
先
帖
木
児
以
知
枢
密
院
事
情
領
衛
兵
。
如
虎
而
翼
。

故
成
逆
謀
。
今
軍
衛
之
職
、
乞
勿
大
臣
領
之
。

と
あ
り
、
鉄
失
と
品
目
先
帖
木
児
が
衛
兵
を
領
し
て
い
た
乙
と
が
わ
か
る
。

先
掲
泰
定
帝
紀
至
治
三
年
秋
八
月
突
亥
の
僚
に
よ
る
と
、
鉄
失
が
領
し

元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

て
い
た
の
は
阿
速
衛
で
あ
る
が
、
也
先
帖
木
児
の
領
し
た
衛
兵
が
何
で

あ
っ
た
か
詳
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
「
領
衛
兵
」
と
い
う
表
現
か
ら
、

彼
が
宿
衛
を
領
し
て
い
た
と
い
う
可
能
性
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
表
の
也
先
帖
木
児
が
宿
衛
(
怯
蒔
)
を
領
し
て
い
た
乙
と
は
'
自
明

で
あ
り
、
ま
た
本
紀
に
は
右
に
述
べ
た
也
先
帖
(
鉄
)
木
児
以
外
に
、

也
先
帖
木
児
と
い
う
者
は
島
山
せ
な
い
か
ら
、
月
赤
察
児
の
子
で
あ
る
逆

賊
也
先
帖
木
児
と
延
祐
年
間
の
怯
蒔
長
也
先
帖
木
児
と
は
同
一
人
物
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
也
先
帖
木
児
の
在
任
期
間
は
、
恐
ら
く
は
開
府

儀
同
三
司
を
授
け
ら
れ
た
皇
慶
元
年
五
月
ご
ろ
か
ら
、
南
披
の
変
の
罪

を
問
わ
れ
諒
さ
れ
た
至
治
三
年
十
月
ま
で
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
也
先

帖
木
児
が
怯
蒔
長
と
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
時
期
が
、
佃
頭
が
怯
蒔
長

で
あ
っ
た
時
期
(
至
大
四
年
、
月
赤
察
児
の
あ
と
を
襲
い
で
怯
蒔
長
と

な
っ
た
。
そ
の
翌
年
が
皇
慶
元
年
で
あ
る
)
に
近
い
こ
と
か
ら
み
て
、

也
先
帖
木
児
は
兄
偲
頭
に
代
っ
て
、
そ
の
職
を
襲
い
だ
と
み
て
よ
い
。

同
、
完
者
帖
木
児

完
者
帖
木
児
の
怯
蒔
は
、
制
至
正
二
十
六
年
二
月
十
七
日
に
現
れ
て

い
る
。
ま
た
元
史
巻
三
十
四
文
宗
紀
至
順
三
年
二
月
乙
酉
の
僚
に
、
怯

藤
宮
完
者
帖
木
児
の
名
が
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
両
者
の
日
付
に
は

三
十
六
年
の
隔
り
が
あ
り
、
そ
の
問
、
後
述
す
る
よ
う
に
別
児
怯
不
花

が
後
至
一
冗
初
年
か
ら
至
正
八
年
ま
で
怯
蒔
長
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
後

を
承
け
て
脱
脱
が
同
十
三
年
ま
で
怯
醇
長
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
両
者

が
同
一
人
物
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
後
者
、
至
順
三
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

矩
に
現
れ
て
い
る
も
の
か
ら
考
察
す
る
。

　
文
宗
紀
の
完
者
帖
木
児
に
つ
い
て
、
時
期
と
官
職
を
手
掛
り
に
し
て
、

こ
れ
を
本
紀
に
求
め
る
と
、

　
元
史
巻
三
十
八
順
帝
紀
至
元
元
年
八
月
雪
亥
の
條
に
、

　
　
詔
書
岐
陽
王
完
工
帖
蔦
蔓
・
知
枢
密
院
事
三
木
尊
慮
里
並
為
御
史

　
　
大
夫
。

と
あ
り
、
ま
た
同
十
月
癸
亥
の
條
に
、

　
　
流
御
史
大
夫
完
者
帖
木
驚
愕
広
海
、
安
置
。
完
者
用
木
児
乃
賊
臣

　
　
也
先
鉄
木
刺
青
肉
親
。
監
察
御
史
以
為
言
。

と
あ
る
注
⑳
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
導
者
帖
木
児
は
漠
陽
王
（
岐
陽
王
）
で
あ

り
、
延
祐
年
間
の
怯
醇
で
あ
っ
た
也
先
帖
（
鉄
）
木
児
の
骨
肉
の
親
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
元
文
類
巻
二
十
三
太
師
漠
陽
忠
武
王
碑
に
よ
る
と

也
先
勝
卑
吝
の
但
馬
刺
の
子
に
完
軽
罪
木
児
が
い
る
。
従
っ
て
怯
醇
官

（
怯
酵
長
）
完
者
帖
学
歴
は
馬
刺
の
子
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
完
者
帖

三
児
は
也
先
帖
木
児
の
あ
と
を
襲
い
だ
と
み
て
よ
い
が
、
そ
の
時
期
が

何
時
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
文
宗
の
至
順
三
年
二
月
以
前
で
あ
る

と
い
う
こ
と
以
外
、
確
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
、
少
な
く
と
も
文
宗

が
即
位
し
て
ま
も
な
く
の
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
至
心
元
年
ご
ろ
ま
で
は
遡

り
う
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
完
者
帖
木
児
は
、
心
墨
至
聖
元
年
＋
月
に

至
り
、
也
先
回
木
戸
の
骨
肉
の
親
で
あ
る
こ
と
で
弾
劾
を
受
け
、
広
海

に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
彼
が
溶
着
長
で
あ
っ
た
の
は
、
こ

の
時
ま
で
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
第
四
怯
藤
長
は
、
別
児
怯
不
花
・

脱
脱
と
続
く
が
、
い
ず
れ
も
博
赤
墨
・
月
赤
連
児
の
子
孫
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
博
ム
小
忽
の
子
孫
が
、
也
先
爪
木
児
の
反
逆
以
来
、
導
者

泥
木
児
の
安
置
に
よ
っ
て
後
を
絶
ち
、
少
な
く
と
も
怯
醇
長
に
任
ぜ
ら

れ
る
家
柄
と
は
み
な
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
る
と
、
完
者
箒
木
児
の
在
任
期
間
は
、
恐
ら
く
は

文
業
語
順
元
年
ご
ろ
か
ら
、
順
帝
至
元
元
年
十
月
ま
で
と
な
る
。

　
　
　
　

　
次
に
6
5
至
正
二
十
六
年
に
み
え
る
完
者
帖
木
児
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

元
史
志
巻
四
十
一
に
、
至
正
二
十
五
年
閏
十
一
月
目
お
け
る
御
史
大
夫

聾
者
帖
木
児
の
奏
が
あ
り
、
ま
た
弦
巻
四
十
六
順
帝
紀
至
正
二
十
七
年

五
月
乙
酉
の
條
に
、
　
「
以
完
者
帖
木
琴
為
中
書
右
丞
相
。
辞
以
老
病
。

不
許
」
と
あ
る
の
み
で
、
彼
の
在
任
期
間
及
び
世
系
は
詳
ら
か
で
は
な

い
。　
　
　
　
　
⇒
、
別
児
怯
早
戸

　
元
史
巻
一
四
〇
別
児
怯
不
花
曇
に
よ
る
と
、
別
児
怯
不
平
は
燕
只
吉

鰐
氏
、
憲
宗
の
時
の
千
戸
忙
怯
禿
の
孫
、
成
宗
の
時
の
丞
相
阿
構
台
の

子
で
あ
る
が
、
同
字
に
、

　
　
至
順
元
年
、
耳
順
治
書
侍
御
史
自
当
諫
止
明
智
董
阿
子
閻
閻
不
当

　
　
為
監
察
御
史
、
井
出
別
児
怯
落
花
為
広
西
両
江
道
宣
慰
司
都
下
帥
。

　
　
未
幾
丁
内
難
。
還
京
。
起
復
為
江
漸
行
省
参
知
政
事
。
・
・
：
・
尋

　
　
曲
礼
部
尚
書
。
遷
徽
政
院
副
使
。
擢
侍
御
史
、
特
命
領
宿
衛
。
陞

　
　
栄
禄
大
夫
宣
徽
使
、
加
開
府
儀
同
三
司
。
・
：
・
・
至
便
四
年
、
御

　
　
史
大
夫
知
経
唐
事
。
尋
遷
中
書
平
々
。
至
正
二
年
、
拝
江
奉
行
省

　
　
左
丞
相
。
・
：
：
在
鎮
二
年
。
・
・
：
・
召
還
。
除
翰
林
学
士
承
旨
。

　
　
傍
掌
宿
衛
。
四
年
、
拝
中
書
左
丞
相
。
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

年
に
現
れ
て
い
る
も
の
か
ら
考
察
す
る
。

文
宗
紀
の
完
者
帖
木
児
に
つ
い
て
、
時
期
と
官
職
を
手
掛
り
に
し
て
、

ζ
れ
を
本
紀
に
求
め
る
と
、

元
史
巻
三
十
八
順
帝
紀
至
元
元
年
八
月
突
亥
の
僚
に
、

詔
以
岐
陽
玉
完
者
帖
木
児
・
知
枢
密
院
事
帖
木
児
不
花
並
為
御
史

大
夫
。

と
あ
り
、
ま
た
同
十
月
美
亥
の
候
に
、

流
御
史
大
夫
完
者
帖
木
児
於
広
海
、
安
置
。
完
者
帖
木
児
乃
賊
臣

也
先
鉄
木
刺
骨
肉
親
。
監
察
御
史
以
為
言
。

と
あ
る
注
@
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
完
者
帖
不
児
は
漢
陽
王
(
岐
陽
王
)
で
あ

り
、
延
祐
年
間
の
怯
醇
で
あ
っ
た
也
先
帖
(
鉄
)
木
児
の
骨
肉
の
親
で

あ
る
。
と
乙
ろ
で
、
元
文
類
巻
二
十
三
太
師
棋
陽
忠
武
王
碑
に
よ
る
と

也
先
帖
木
児
の
兄
馬
刺
の
子
に
完
者
帖
木
児
が
い
る
。
従
っ
て
怯
蕗
宮

(
怯
蒔
長
〉
完
者
帖
木
児
は
馬
刺
の
子
で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
完
者
帖

木
児
は
也
先
帖
木
児
の
あ
と
を
襲
い
だ
と
み
て
よ
い
が
、
そ
の
時
期
が

伺
時
か
と
い
う
乙
と
に
つ
い
て
、
文
宗
の
至
順
三
年
二
月
以
前
で
あ
る

と
い
う
乙
と
以
外
、
確
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
、
少
な
く
と
も
文
宗

が
即
位
し
て
ま
も
な
く
の
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
至
順
元
年
ご
ろ
ま
で
は
遡

り
う
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
完
者
帖
木
児
は
、
順
帝
至
元
元
年
十
月
に

至
り
、
也
先
帖
木
児
の
骨
肉
の
親
で
あ
る
こ
と
で
弾
劾
を
受
け
、
広
海

に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
彼
が
怯
蒔
長
で
あ
っ
た
の
は
、
乙

の
時
ま
で
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
第
四
怯
蒔
長
は
、
別
児
怯
不
花
・

脱
脱
と
続
く
が
、
い
ず
れ
も
博
ホ
忽
・
月
赤
察
児
の
子
孫
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
博
ホ
忽
の
子
孫
が
、
也
先
帖
木
児
の
反
逆
以
来
、
完
者

帖
木
児
の
安
置
に
よ
っ
て
後
を
絶
ち
、
少
な
く
と
も
怯
蒔
長
に
任
ぜ
ら

れ
る
家
柄
と
は
み
な
さ
れ
な
〈
な
っ
た
乙
と
を
示
し
て
い
る
。

以
K
の
考
察
に
よ
る
と
、
完
者
帖
木
児
の
在
任
期
間
は
、
恐
ら
く
は

文
宗
至
順
元
年
ご
ろ
か
ら
、
順
帝
至
元
元
年
十
月
ま
で
と
な
る
。

次
に
mw
至
正
二
十
六
年
に
み
え
る
完
者
帖
木
児
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

元
史
志
巻
四
十
一
に
、
至
正
二
十
五
年
間
十
一
月
に
お
け
る
御
史
大
夫

完
者
帖
木
児
の
奏
が
あ
り
、
ま
た
同
巻
四
十
六
順
帝
舵
至
正
二
十
七
年

五
月
乙
酉
の
僚
に
、
「
以
完
者
帖
木
児
為
申
書
右
丞
相
。
辞
以
老
病
。

不
許
」
と
あ
る
の
み
で
、
彼
の
在
任
期
間
及
び
世
系
は
詳
ら
か
で
は
な
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一
円
、
別
児
怯
不
花

元
史
巻
一
四

O
別
児
怯
不
花
伝
に
よ
る
と
、
別
児
怯
不
花
は
燕
只
吉

絹
氏
、
憲
宗
の
時
の
千
一
戸
忙
怯
禿
の
孫
、
成
宗
の
時
の
丞
相
阿
忽
台
の

子
で
あ
る
が
、
同
伝
に
、

至
順
元
年
、
其
兄
治
書
侍
御
史
自
当
諌
止
明
里
董
阿
子
間
閣
不
当

為
監
察
御
史
、
井
出
別
児
怯
不
花
為
広
西
両
江
道
宣
慰
司
都
元
帥
。

未
幾
丁
内
類
。
還
京
。
起
徐
為
江
漸
行
害
参
知
政
事
。
:
・
:
尋

除
礼
部
尚
書
。
選
徽
政
院
副
使
。
擢
侍
御
史
、
特
命
領
宿
衛
。
陸

栄
禄
大
夫
宣
徽
停
、
加
開
府
儀
同
三
司
。
:
:
・
至
元
四
年
、
御

史
大
夫
知
経
箆
事
。
尋
選
申
書
平
章
。
至
正
二
年
、
拝
江
市
行
省

左
丞
相
。
・
:
:
在
鎮
二
年
。
:
:
・
召
還
。
除
翰
林
学
士
承
旨
。

閃
掌
宿
衛
。
四
年
、
拝
申
書
左
丞
相
。



と
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
釜
元
四
年
以
前
に
怯
薩
長
と
な
り
、
至
正
二

年
江
漸
行
省
左
丞
相
と
し
て
出
画
し
て
怯
醇
長
の
職
を
離
れ
、
三
年
京

師
に
召
還
さ
れ
た
時
点
で
復
た
そ
の
職
を
執
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

こ
で
第
一
表
を
み
る
と
、
㈹
至
元
六
年
九
月
、
㈹
至
正
元
年
八
月
、
劔

同
三
年
三
月
二
十
八
日
置
怯
醇
長
と
し
て
番
直
し
た
事
実
を
確
か
め
ら

れ
る
・
（
別
理
怯
不
花
H
別
児
怯
不
花
）
。
彼
が
怯
市
長
と
な
っ
た
時
期

は
、
そ
の
経
歴
よ
り
推
し
て
、
歯
元
二
年
頃
で
あ
り
、
至
元
元
年
十
月

完
者
直
木
児
流
諦
の
後
を
承
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
な
お
本
伝
に
よ

れ
ば
、
彼
は
至
正
八
年
に
右
丞
相
の
地
位
を
追
わ
れ
、
渤
海
に
流
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
彼
の
在
任
期
間
は
そ
の
時
ま
で
で
あ
る
。

　
な
お
、
彼
が
侍
御
史
で
怯
醇
長
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
特
に
領
せ
し

む
」
と
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
勺
、
脱
　
　
脱

　
脱
硝
の
孟
春
は
、
㈲
至
正
十
二
年
二
月
九
日
に
現
れ
て
い
る
。
彼
は
、

こ
の
時
の
中
書
右
丞
相
脱
脱
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
脱
窒
は
、
元
史
巻

＝
二
八
馬
札
児
台
盤
に
よ
る
と
、
重
出
吉
士
氏
、
伯
顔
の
姪
、
馬
童
児

台
の
子
で
あ
る
。
そ
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、
彼
は
別
児
怯
不
花
が
渤

海
に
安
置
さ
れ
た
至
正
八
年
に
は
、
太
傅
と
な
り
、
ま
た
宮
傅
の
職
を
提
蒸
し
、

翌
九
年
中
書
右
丞
相
を
拝
し
て
い
る
か
ら
、
別
児
怯
不
花
の
あ
と
を
承

け
て
中
書
省
丞
相
と
な
る
と
同
時
に
、
怯
醇
長
の
職
も
ひ
き
つ
い
だ
も

の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
同
十
三
年
（
月
日
不
明
）
に
准
安
に
安
置

さ
れ
る
ま
で
、
依
然
と
し
て
中
書
右
丞
相
で
あ
っ
た
か
ら
、
怯
醇
長
の

職
も
同
様
に
引
き
続
き
領
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
右
の
推
定
が
正
し

い
と
す
れ
ば
、
脱
脱
の
在
任
期
間
は
、
至
正
八
年
か
ら
同
十
三
年
ま
で

と
な
る
。
な
お
、
虚
脱
の
後
、
第
四
怯
醇
長
の
職
が
誰
に
つ
が
れ
た
の

か
詳
ら
か
で
は
な
い
。

　
以
上
、
第
四
怯
語
長
の
職
は
、
至
元
十
七
年
か
ら
同
三
十
「
年
ま
で

，
月
赤
懸
鼻
が
領
し
た
。
元
貞
元
年
か
ら
大
徳
十
一
年
九
月
（
恐
ら
く
こ

の
年
月
は
も
う
少
し
以
前
に
ま
で
遡
り
う
る
で
あ
ろ
う
）
ま
で
は
そ
の

子
塔
刺
海
が
領
し
た
。
そ
の
後
、
再
び
月
赤
建
直
が
領
し
た
が
、
至
大

元
年
（
月
日
不
明
）
よ
り
同
四
年
五
月
（
恐
ら
く
こ
の
月
日
は
も
う
少

し
以
前
に
ま
で
遡
り
う
る
で
あ
ろ
う
）
ま
で
、
月
赤
察
児
が
和
林
野
省

右
丞
相
と
し
て
北
辺
に
出
船
し
て
い
た
間
は
、
八
海
が
代
っ
て
領
し
た
。

同
四
年
霊
湯
察
児
が
入
朝
す
る
と
、
三
度
造
詣
を
領
し
、
九
月
に
捜
す

る
ま
で
に
及
ん
だ
。
つ
い
で
月
赤
芽
児
の
子
孤
頭
が
皇
家
元
年
ま
で
、

つ
い
で
伽
頭
の
弟
也
先
帖
木
児
が
至
治
三
年
十
月
ま
で
、
そ
の
後
也
先

藤
木
児
の
兄
馬
刺
の
子
完
膚
弓
木
児
が
文
宗
至
順
元
年
か
ら
謡
講
至
元

元
年
十
丹
ま
で
、
つ
い
で
別
児
怯
不
花
が
、
至
正
二
伍
か
ら
三
年
に
至

る
一
年
間
を
除
き
、
至
正
八
年
ま
で
、
つ
い
で
歴
日
が
同
十
三
年
ま
で

領
し
た
。
な
お
、
至
正
末
年
に
は
、
文
宗
期
の
悪
者
帖
木
魚
と
は
別
の

完
者
榎
木
児
が
領
し
た
。

　
そ
こ
で
第
四
怯
醇
を
領
し
た
の
が
誰
の
子
孫
で
あ
る
か
と
い
う
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

つ
い
て
で
あ
る
が
、
以
上
述
べ
た
怯
面
長
の
う
ち
、
イ
月
草
察
児
、
塔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

刺
海
、
孤
頭
、
い
遣
先
帖
木
児
、
仁
曲
者
帖
木
児
は
博
ホ
忽
の
子
孫
で

　
　
　
　
　

あ
っ
た
。
い
八
海
、
至
正
末
年
の
完
工
下
木
児
の
世
系
は
未
詳
で
あ
る

が
、
㈲
預
児
怯
不
花
は
毒
心
吉
碍
氏
、
㈲
脱
窒
は
蔑
前
置
碍
氏
で
あ
る
。
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

と
あ
る
乙
と
か
ら
、
彼
が
至
元
四
年
以
前
に
怯
蒔
長
と
な
り
、
至
正
二

年
江
柄
行
省
左
丞
相
と
し
て
出
鎮
し
て
怯
醇
長
の
職
を
離
れ
、
三
年
京

師
に
召
還
さ
れ
た
時
点
で
復
た
そ
の
職
を
執
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

こ
で
第
一
表
を
み
る
と
、
制
至
元
六
年
九
月
、
制
至
正
元
年
八
月
、

ω

同
三
年
三
月
二
十
八
日
比
怯
蒔
長
と
し
て
番
直
し
た
事
実
を
縮
か
め
ら

(
別
理
怯
不
花
H
別
児
怯
不
花
)
。
彼
が
怯
醇
長
と
な
っ
た
時
期

れ
る
は
、
そ
の
経
歴
よ
り
推
し
て
、
至
元
二
年
頃
で
あ
り
、
至
元
元
年
十
月

完
者
帖
木
児
流
請
の
後
を
承
け
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
な
お
本
伝
に
よ

れ
ば
、
彼
は
至
正
八
年
比
右
丞
相
の
地
位
を
追
わ
れ
、
動
海
に
旅
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
彼
の
任
任
期
間
は
そ
の
時
ま
で
で
あ
る
。

な
お
、
彼
が
侍
御
史
で
怯
蒔
長
と
な
っ
た
乙
と
、
ま
た
「
特
に
領
せ
し

む
」
と
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

川

、

脱

脱

脱
脱
の
怯
蒔
は
、
側
至
正
十
二
年
二
月
九
日
に
現
れ
て
い
る
。
彼
は
、

こ
の
時
の
申
書
右
丞
相
脱
勝
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
脱
脱
は
、
元
史
巻

一
三
八
馬
札
児
台
伝
に
よ
る
と
、
箆
児
吉
鰐
氏
、
伯
顔
の
姪
、
馬
札
児

台
の
子
で
あ
る
。
そ
の
在
任
期
間
で
あ
る
が
、
彼
は
別
児
怯
不
花
が
勘

海
に
安
置
さ
れ
た
至
正
八
年
に
は
、
太
樽
と
な
り
、
ま
た
宮
停
の
職
を
提
調
し
、

翌
九
年
申
書
右
丞
相
を
拝
し
て
い
る
か
ら
、
別
児
怯
不
花
の
あ
と
を
承

け
て
申
書
右
丞
相
と
な
る
と
同
時
に
、
怯
藤
長
の
職
も
ひ
き
つ
い
だ
も

の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
同
十
三
年
(
月
日
不
明
)
に
准
安
に
安
置

さ
れ
る
ま
で
、
依
然
と
し
て
申
書
右
丞
相
で
あ
っ
た
か
ら
、
怯
蒔
長
の

職
も
同
様
に
引
き
続
き
領
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
右
の
推
定
が
正
し

元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

い
と
す
れ
ば
、
脱
脱
の
在
任
期
間
は
、
至
正
八
年
か
ら
同
十
三
年
ま
で

と
な
る
。
な
お
、
脱
脱
の
後
、
第
四
怯
蕗
長
の
職
が
誰
に
つ
が
れ
た
の

か
詳
ら
か
で
は
な
い
。

以
上
、
第
四
怯
蒔
長
の
職
は
、
至
元
十
七
年
か
ら
同
三
十
一
年
ま
で

月
赤
察
児
が
領
し
た
。
元
貞
元
年
か
ら
大
徳
十
一
年
九
月
(
恐
ら
く
こ

の
年
月
は
も
う
少
し
以
前
に
ま
で
遡
り
う
る
で
あ
ろ
う
)
ま
で
は
そ
の

子
塔
刺
海
が
領
し
た
。
そ
の
他
V

、
再
び
月
赤
察
児
が
領
し
た
が
、
至
大

元
年
(
月
日
不
明
〉
よ
り
同
四
年
五
月
(
恐
ら
く
乙
の
月
日
は
も
v
フ
少

し
以
前
に
ま
で
遡
り
う
る
で
あ
ろ
う
)
ま
で
、
月
赤
察
児
が
和
林
行
省

右
丞
相
と
し
て
北
辺
に
出
鎮
し
て
い
た
聞
は
、
八
海
が
代
っ
て
領
し
た
。

同
四
年
月
赤
察
児
が
入
朝
す
る
と
、
一
二
度
怯
醇
を
領
し
、
九
月
比
残
す

る
ま
で
に
及
ん
だ
。
つ
い
で
月
赤
察
児
の
子
側
頭
が
皇
慶
元
年
ま
で
、

つ
い
で
佃
頭
の
弟
也
弁
帖
木
児
が
至
治
三
年
十
月
ま
で
、
そ
の
後
也
先

帖
木
児
の
兄
馬
刺
の
子
完
者
帖
木
児
が
文
宗
至
順
元
年
か
ら
順
帝
歪
元

元
年
十
月
ま
で
、
つ
い
で
別
児
怯
不
花
が
、
至
正
二
年
か
ら
三
年
に
至

る
一
年
間
を
除
き
、
至
正
八
年
ま
で
、
つ
い
で
脱
脱
が
同
十
三
年
ま
で

領
し
た
。
な
お
、
至
正
末
年
に
は
、
文
宗
野
の
完
者
帖
木
児
と
は
別
の

完
者
帖
木
児
が
領
し
た
。

そ
こ
で
第
四
怯
蕗
を
領
し
た
の
が
誰
の
子
孫
で
あ
る
か
と
い
う
占
川
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
以
上
述
べ
た
怯
蒔
長
の
う
ち
、
川
月
赤
察
児
、
塔

刺
海
、
倒
頭
、
小
川
也
先
帖
木
児
、

ω完
者
帖
木
児
は
博
容
忽
の
子
孫
で

あ
っ
た
。
小
川
八
海
、
至
正
末
年
の
完
者
帖
木
児
の
世
系
は
未
詳
で
あ
る

が
、
山
川
別
児
怯
不
花
は
燕
只
吉
鰐
氏
、
的
脱
脱
は
箆
児
吉
鰐
氏
で
あ
る
。
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元
朝
の
怯
聾
に
つ
い
て

従
っ
て
、
第
四
怯
醇
に
お
い
て
始
め
て
、
四
書
の
子
孫
以
外
の
者
で
あ

る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
怯
醇
長
が
で
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
也

先
帖
木
児
が
逆
臣
と
な
っ
た
た
め
に
三
者
工
芸
児
ま
で
も
斥
け
ら
れ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
以
後
博
ホ
忽
の
子
孫
で
怯
醇
長
と
な
る
も
の
が
絶
え

た
こ
と
を
示
す
。
そ
こ
で
第
四
怯
醇
長
の
す
べ
て
が
博
ホ
忽
の
子
孫
で

あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
博
ホ
忽
の
子
孫
は
す
べ
て
第

四
怯
醇
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
元
憲
兵
志
に
、
第
四
怯
薩
は
赤
老
温
の
子

孫
が
領
し
た
と
い
っ
て
い
る
こ
と
と
異
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後

に
述
べ
る
。
ま
た
同
條
に
、
赤
老
温
の
子
孫
が
後
絶
し
た
あ
と
、
第
四

怯
蘇
は
常
に
右
丞
相
が
領
し
た
と
い
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
み
て
み
る

と
、
脱
脱
も
別
児
怯
不
花
も
完
者
帖
木
樋
も
中
書
右
丞
相
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
別
面
怯
臆
花
は
、
毒
酒
長
と
な
っ
た
当
時
に
は
宣
徽

使
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
常
に
右
丞
相
が
領
し
た
と
は
い
え
な
い
。

　
以
上
、
四
怯
蘇
長
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
世

祖
以
後
に
限
っ
て
い
え
ば
、
第
一
翁
面
は
、
そ
の
直
接
の
掌
領
者
は
詳

ら
か
で
は
な
い
が
、
天
子
が
也
可
の
名
を
以
て
こ
れ
を
領
し
、
第
二
怯

薩
は
博
ム
小
・
尤
の
子
孫
、
第
三
怯
醇
は
木
華
黎
の
子
孫
、
第
四
怯
醇
は
博

ホ
忽
の
子
孫
が
領
し
て
い
た
。
世
系
未
詳
な
者
も
多
か
っ
た
が
、
怯
骨

壷
は
天
子
の
親
軍
を
掌
る
と
い
う
重
要
な
職
掌
で
あ
る
の
で
、
政
変
に

ま
き
こ
ま
れ
易
く
、
そ
れ
だ
け
に
謀
反
の
罪
に
問
わ
れ
て
誹
さ
れ
、
そ

の
伝
が
残
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
第
四
怯
藤
の
別
児
怯

　
　
　
　
む

不
勝
が
「
特
命
領
宿
衛
」
と
い
わ
れ
、
或
は
明
宗
主
の
御
史
大
夫
孝
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
む

中
政
使
尚
家
奴
が
「
特
授
開
府
儀
同
三
司
、
典
四
番
宿
衛
」
と
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
四
怯
醇
の
長
は
、
四
傑
の
子
孫
以
外
の

者
が
領
す
る
場
合
が
実
際
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
原
則
と
し
て
は
、
四

型
の
子
孫
が
領
す
る
こ
と
と
亘
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

　
さ
て
先
に
検
討
を
後
に
譲
っ
た
也
可
怯
醇
が
ど
の
四
二
の
子
孫
の
あ

と
を
承
け
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
博
ム
小
車
、
木
華
黎
、

博
示
忽
の
子
孫
が
そ
れ
ぞ
れ
、
第
二
、
第
三
、
第
四
怯
薩
を
領
し
た
と

い
う
の
は
世
祖
以
後
の
車
実
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
事
実
を
以
て
た
だ

ち
に
、
元
史
兵
志
が
、
太
祖
の
と
き
の
こ
と
を
述
べ
て
、
博
ホ
忽
の
子

孫
が
第
一
怯
醇
を
領
し
、
赤
老
温
の
子
孫
が
第
四
事
象
を
領
し
た
と
い

っ
て
い
る
の
を
誤
り
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
道
園
全
集
巻

一
十
二
孫
都
思
量
墨
画
之
碑
に
、

　
　
昔
太
祖
皇
帝
龍
飛
朔
方
肇
基
帝
業
時
、
則
有
大
勲
労
重
臣
。
実
佐

　
　
御
運
最
貴
重
者
四
人
。
時
称
四
傑
。
其
次
四
則
鎖
児
孚
世
刺
子
赤

　
　
老
年
八
都
児
也
。

と
あ
り
、
赤
老
温
の
四
僻
間
に
お
け
る
「
次
」
が
第
四
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
四
怯
醇
の
順
序
は
四
傑
の
順
序
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
る
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
赤
老
温
は
第
四

怯
醇
と
な
り
、
元
史
兵
志
の
記
載
に
合
致
す
る
。
そ
こ
で
元
史
兵
志
の

記
事
は
、
也
可
重
藤
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
そ
れ
の
み
で

あ
る
こ
と
、
也
可
怯
醇
が
第
一
怯
酵
の
別
名
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
正

し
い
こ
と
、
博
ホ
市
、
木
々
黎
の
番
直
日
支
が
正
し
い
こ
と
等
の
諸
点

か
ら
推
し
て
相
当
の
根
拠
を
有
す
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
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元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

従
っ
て
、
第
四
怯
醇
に
お
い
で
始
め
て
、
四
傑
の
子
孫
以
外
の
者
で
あ

る
ζ

と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
怯
蒔
長
が
で
て
く
る
。
こ
の
乙
と
は
也

先
帖
木
児
が
逆
臣
と
な
っ
た
た
め
に
完
者
帖
木
児
ま
で
も
斥
け
ら
れ
た

乙
と
に
よ
っ
て
、
以
後
博
ホ
忽
の
子
孫
で
怯
蒔
長
と
な
る
も
の
が
絶
え

た
こ
と
を
示
す
。
そ
こ
で
第
四
怯
蒔
長
の
す
べ
て
が
博
ホ
忽
の
子
孫
で

あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
博
ホ
忽
の
子
孫
は
す
べ
て
第

四
怯
醇
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
元
史
兵
志
に
、
第
四
怯
蒔
は
赤
老
温
の
子

孫
が
領
し
た
と
い
っ
て
い
る
こ
と
と
異
な
る
。
乙
の
点
に
つ
い
て
は
後

に
述
べ
る
。
ま
た
同
僚
に
、
赤
老
温
の
子
孫
が
後
絶
し
た
あ
と
、
第
四

怯
蕗
は
常
に
右
丞
相
が
領
し
た
と
い
っ
て
い
る
点
に
つ
い
て
み
て
み
る

と
、
脱
脱
も
別
児
怯
不
花
も
完
者
帖
木
児
も
中
書
右
丞
相
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
う
ち
別
児
怯
不
花
は
、
怯
蕗
長
と
な
っ
た
当
時
に
は
宣
徽

便
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
常
に
右
丞
相
が
領
し
た
と
は
い
え
な
い
。

以
上
、
四
怯
醇
長
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
世

祖
以
後
に
限
っ
て
い
え
ば
、
第
一
怯
醇
は
、
そ
の
直
接
の
掌
領
者
は
詳

ら
か
で
は
な
い
が
、
天
子
が
世
可
の
名
を
以
て
こ
れ
を
領
し
、
第
二
怯

蕗
は
博
本
車
の
子
孫
、
第
三
怯
蒔
は
木
華
懇
の
子
孫
、
第
四
怯
蒔
は
博

お
忽
の
子
孫
が
領
し
て
い
た
。
世
系
未
詳
な
者
も
多
か
っ
た
が
、
怯
蕗

長
は
天
子
の
親
軍
を
掌
る
と
い
う
重
要
な
職
掌
で
あ
る
の
で
、
政
変
に

ま
き
こ
ま
れ
易
く
、
そ
れ
だ
け
に
謀
反
の
罪
に
間
わ
れ
て
諒
さ
れ
、
そ

の
伝
が
残
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
第
四
怯
蒔
の
別
児
怯

不
柁
が
「
特
命
領
宿
衛
」
と
い
わ
れ
、
或
は
明
宗
期
の
御
史
大
夫
字
羅

中
政
使
尚
家
奴
が
「
特
授
開
府
儀
同
三
司
、
典
四
番
宿
衛
」
と
い
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
四
怯
蒔
の
長
は
、
四
傑
の
子
孫
以
外
の

者
が
領
す
る
場
合
が
実
際
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
原
則
と
し
て
は
、
四

傑
の
子
孫
が
領
す
る
乙
と
と
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

き
て
先
に
検
討
を
後
に
譲
っ
た
制
可
怯
蒔
が
ど
の
四
傑
の
子
孫
の
あ

と
を
承
け
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
博
ホ
北
、
木
華
家
、

博
ι小
忽
の
子
孫
が
そ
れ
ぞ
れ
、
第
二
、
第
三
、
第
四
怯
蕗
を
領
し
た
と

い
う
の
は
世
祖
以
後
の
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
事
実
を
以
て
た
だ

ち
に
、
元
史
兵
志
が
、
太
祖
の
と
き
の
乙
と
を
述
べ
て
、
博
'
邪
忽
の
子

孫
が
第
一
怯
蒔
を
領
し
、
赤
老
温
の
子
孫
が
第
四
怯
蒔
を
領
し
た
と
い

っ
て
い
る
の
を
誤
り
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
道
圏
全
集
巻

一
十
二
孫
都
思
氏
世
勲
之
碑
に
、

昔
太
祖
皇
帝
龍
飛
朔
万
肇
基
帝
業
時
、
則
有
大
勲
労
之
臣
。
実
佐

興
運
最
貴
重
者
四
人
。
時
称
四
傑
。
其
次
四
則
鎖
児
雫
世
刺
子
赤

老
組
八
都
児
也
。

と
あ
り
、
赤
老
温
の
四
蜘
仲
間
に
お
け
る
「
次
」
が
第
四
で
あ
る
乙
と
が

わ
か
る
。
四
怯
蒔
の
順
序
は
四
傑
の
順
序
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
る
の

が
自
然
で
あ
る
が
、
果
し
て
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
赤
老
温
は
第
四

怯
蕗
と
な
り
、
元
史
兵
志
の
記
載
に
合
致
す
る
。
そ
乙
で
元
史
兵
士
山
の

記
事
は
、
也
可
怯
蕗
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
そ
れ
の
み
で

あ
る
乙
と
、
也
市
怯
醇
が
第
一
怯
蒔
の
別
名
で
あ
る
と
い
う
ζ

と
が
正

し
い
こ
と
、
博
ホ
束
、
木
華
懇
の
番
直
日
支
が
正
し
い
こ
と
等
の
諸
点

か
ら
推
し
て
相
当
の
根
拠
を
有
す
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
乙
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の
記
事
と
右
に
明
ら
か
に
な
っ
た
世
祖
以
後
の
事
実
を
矛
盾
な
く
解
釈
す

る
道
は
唯
一
つ
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
太
祖
か
ら
世
祖
に
至
る
問
に
、

第
四
怯
藤
の
赤
老
温
の
子
孫
は
絶
え
、
第
一
怯
醇
の
博
赤
柱
の
子
孫
は

第
四
怯
聾
に
変
っ
た
と
い
う
解
釈
、
こ
れ
の
み
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
太

祖
の
と
き
に
第
一
怯
醇
の
博
ホ
忽
の
子
孫
に
一
時
怯
薩
長
と
な
る
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
別
速
部
が
也
可
の
名
を
以
て
第

一
怯
蘇
を
領
し
た
が
、
そ
の
後
第
四
怯
臨
の
赤
老
温
の
子
孫
に
怯
聾
長

と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
絶
え
た
後
を
承
け
て
、
か
つ
て
太
祖
の

と
き
に
第
一
怯
醇
を
領
し
た
博
ホ
忽
の
子
孫
が
、
第
四
怯
醜
を
領
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
注
⑫
。

　
以
上
の
検
討
の
結
果
に
基
き
、
四
怯
聾
長
年
表
を
作
る
。

至 中

元 統 年

五 四 三 二 元 四 三 二 元

第

可 也 伍
醇

第

二
怯
醇

安 第
三

童
怯
醇

第
四

怯
醇

元
朝
の
怯
酵
に
つ
い
て

年

第
一
怯
醜

第
二
怯
醇

第
三
怯
醇

第
四
怯
藤

至
元
六七

安
　
童

八九十

十
一

十
二
十
三

也

十
四
十
五
十
六
十
七
十
八

帖
古
迭
児

十
九

可

二
十

二
十
一

正
月
二
十
五
日
失
烈
門

二
十
二

層
忽

二
十
三

都

月
赤
察
児

二
十
四

苔

二
十
五

児

安
　
　
童

123

の
記
事
と
右
に
明
ら
か
に
な
っ
た
世
祖
以
捗

ω事
実
を
矛
盾
な
く
解
釈
す

る
道
は
唯
一
つ
の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
太
祖
か
ら
世
祖
に
至
る
聞
に
、

第
四
怯
蒔
の
赤
老
湿
の
子
孫
は
絶
え
、
第
一
怯
蒔
の
博
'
亦
忽
の
子
孫
は

第
四
怯
蒔
に
変
っ
た
と
い
う
解
釈
、
こ
れ
の
み
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
太

祖
の
と
き
に
第
一
怯
蒔
の
博
か
忽
の
子
孫
に
一
時
怯
蕗
長
と
な
る
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
別
速
部
が
也
可
の
名
を
以
て
第

一
怯
蒔
を
領
し
た
が
、
そ
の
後
第
四
怯
蕗
の
赤
老
温
の
子
孫
に
怯
蕗
長

と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
絶
え
た
後
を
承
け
て
、
か
つ
て
太
祖
の

と
き
に
第
一
怯
醇
を
領
し
た
博
か
忽
の
子
孫
が
、
第
四
怯
蒔
を
領
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
注
⑫
。

以
上
の
検
討
の
結
果
に
基
き
、
四
怯
藤
長
年
表
を
作
る
。

至 中

アじ 統

五 四 一 フじ 四 一 フE一 一

第

可 也 一
』蕗怯

第
一
』醇法

安 第

一
三5重E主 』醇怯

第

四

J辞怯

元
明
の
怯
醇
に
つ
い
て

一
至

一 一 一 一一 一 一 一 フE 年十 十 十 十 十 一 十 十 十 十 十 十 十 十 十
五 四 一 デー・ 十 九 /¥ 七 /'、、a 五 四 一 一 十 九 /¥ 七 r¥ a 一 一

第

可 也 一
J醇怯

失二十正月
第
一

児 太p 都 忽 烈五 一
j蕗怯

門日

安
古迭f占

安 第

一
童

J醇法
童

畠

児

月 第

赤 四

察児
J法
蒔

-123ー



至
大
元
士
十 九 八 七 六 五 四 三 二

大
徳
元 二

元
貞
元
三
士
三
十

二
十
九

二
十
八

：二

¥
七

二
十
六

年
覇
窪
麓
蕊
て

十
倉
旱
’
琶
百

可 也

笙
怯
蘇

只
児
恰
郎

児 苔 都 忽

第
二
怯
蘇

o

亦
思
丹

兀
都
帯 ●

第
三
怯
酵

●

月
赤
察
児

塔
剰
海

o

’第

l
怯
葬

一●一一■幽一■剛一℃

年

第
｛
怯
醇

第
二
怯
醇

第
三
怯
醇

第
四
怯
醇

至
大
二

只
児
恰
郎

三

八
　
　
海

四

月
赤
察
児
↑

皇
慶
元

拝
　
　
住

狐
　
　
頭

二

延
祐
元

木
刺
忽

二

也

三

也

四

先

五

帖

六

木

七

児

至
治
元二

失
都
児

三

十
月

八
　
　
月
・
十
　
　
月
』

泰
定
元

可

二

撒
里
蛮

三四

天
暦
元
　
　
二
至
順
元

五
月
尚
家
奴
・
孝
羅
九
月
定
住

124

至 大 ブじ
一 一 一 一

大 十
徳 員 十 十 十 十 十

年

一
7c 一 十 九 八. 七 1¥ -五 四 一 プじ 一 フじ 一 十 九 /¥ 七 r，¥ . 一

(ド十H 第

可 也 一
』醇怯

)日

只 第

児 一
児 文r.:I 都 忽 一

恰郎 』辞怯

。

亦 冗 第
一一. 

思 都 一

丹 帯 • 
』蒔怯.. 

月 塔 第

赤 束Ij
四

察児 海
』蒔怯

-・--司司同岨・唱
。

至 天 泰 至 延 皇 至

11顕 麿 定 治 祐 慶 大 年

7c 二二 7巳 四 一 7c 一 7c 七 t¥ ~・ 五 四 一 フE 一 フE 四 一一. 一一 一 一

九五 第

定住月 家奴月尚
可 也 一

』蒔怯

. 
撒 失 木

只児恰郎

第
ニザ邑ー 十
羅 里

月
都 束リ

』聾怯
蛮 児 忽

回圃O
. ーハ

閥 /¥ 拝 第

徹
J臨怯

イ白 月 住
畠• 

十 似 月 /I、 第

児 木 帖 先 也 赤軍 四

月 頭 海
欝t怯

t::立ー
.也 .. 
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元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て



年

第
一
怯
醇

第
二
馬
丁

第
三
怯
醇

第
四
怯
藤

至
順
二

也

完
竜
子

三

可

阿
南
赤

木
　
　
児

元
統
元二

至
元
元
七
月
十
八
日
（
篤
憐
帖
1

七
　
　
月

十
　
　
月
・

二三四五

別
児
十

六

不
肖

至
正
元

也

二

阿
魯
図

三

篤
　
　
憐

四

帖
木
児

五

可

別
児
白

白

不
十

七八九十

脱
　
　
脱

年

第
一
怯
蘇

第
二
怯
醇

第
三
怯
薩

第
四
怯
醇

至
正
十
一
十
二

咬
　
　
咬

三
月
～
六

脱
　
　
脱

十
三

九
　
　
月

燕
古
児

●

十
四

也

十
五
十
六

可

十
七
十
八
十
九
二
十

二
十
一

二
十
二

二
十
三

高
温
「
章

二
十
四

二
十
五

二
十
六

完
者
帖
木
子
・

二
十
七

二
十
八

備
考

　
・
　
　
は
交
代
時
期
の
明
確
な
も
の

　
・
　
　
は
交
代
時
期
の
不
明
確
な
も
の

［
U
］
は
番
直
日
支
の
明
ら
か
で
な
い
も
の

（
　
　
）
は
番
直
日
支
に
誤
り
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の

125

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

至 至 フE 至

正 フE 統 )1顕 年

十 九 /¥ 七 1¥ -五 四 一 フE r、-五 四 一 アじ 一 フE 一一 一 一

第

可 也 可 也 一
j蒔怯

阿 七 阿 第
一

魯 察 一

図 月 赤
J蒔怯

帖 篤 第

木 一
児 憐 J醇怯

脱 別 別 十 木 フ佐土ロ， 第

不 児 不 児 者
四

脱 花 』怯 花 J怯 月 児 帖
蒔j怯

. . . 

元
朝
の
怯
蒔
に
つ
い
て

一 一 一 一 一 一一 一 至正
年

十 十 十 十 十 十 十 十 一
十九
十 十 十 十 十 十 十 十

/¥ 七 一r¥a 五 四 十 /¥、 七 r¥ 4・ 五 四

可 也

第|

t醇怯

日ム..... 九 校 第
一

刺 一

章 5 校
』蒔怯

謂E

え月

第

古
』蒔怯

児
』圃園咽

脱 第

四

脱 蒔怯| . . 
-125ー

備
考

は
交
代
時
期
の
明
確
な
も
の

は
交
代
時
期
の
不
明
確
な
も
の

は
番
直
日
支
の
明
ら
か
で
な
い
も
の

は
番
直
日
支
に
誤
り
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の



　
元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

　
　
　
結
　
　
び

　
本
稿
は
、
元
朝
濫
費
醇
の
輪
番
制
度
に
つ
い
て
、
旧
来
不
明
な
点
を

明
ら
か
に
し
、
ま
た
旧
来
の
通
説
の
誤
り
を
正
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

そ
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
↓
四
曳
裂
の
輪
番
鮒
度
が
、
元
末
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
）

で
厳
然
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
点
、
に
注
解
醇
の
番
直
日
支
が
、
二

元
二
十
五
年
以
前
に
は
元
史
上
志
の
規
定
よ
り
一
日
ず
れ
て
お
り
、
山

蛭
兵
志
の
規
定
通
り
の
番
直
日
支
に
な
る
の
は
、
聖
遷
二
十
五
年
か
ら

二
十
八
年
に
至
る
間
で
あ
る
点
、
日
也
可
怯
醇
が
第
一
怯
醇
の
別
名
で

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
と
い
う
点
、
個
太
祖
の
時
、
第
一
怯
聾
を
領
し
て
い
た
博
示
忽
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
孫
が
、
後
に
第
四
怯
醇
を
領
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
、
伍
世

祖
以
後
の
第
四
怯
醇
博
永
忽
の
子
孫
は
完
者
帖
区
界
で
絶
え
、
そ
の
後

は
四
傑
の
子
孫
で
な
い
別
児
怯
不
花
・
脱
脱
が
領
し
た
が
、
必
ず
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
書
右
丞
相
を
以
て
領
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
点
、
六
代
々
の
四
怯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

薩
の
長
の
名
と
そ
の
在
任
期
間
に
関
す
る
点
。

　
本
稿
で
論
述
し
た
点
と
旧
来
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
点
と
を
統
合
し

た
際
、
次
の
こ
と
が
い
え
る
。
元
朝
四
怯
醇
の
輪
番
制
度
は
、
世
祖
以

後
に
お
い
て
は
元
末
ま
で
厳
然
と
し
て
存
続
し
た
。
第
一
二
期
は
也
可

怯
薩
と
も
呼
ば
れ
、
申
酉
革
嚢
（
至
徳
二
十
八
年
以
後
。
同
二
十
五
年

以
前
に
は
未
申
通
日
。
以
下
同
様
に
）
に
番
直
し
た
。
也
可
と
呼
ば
れ

る
の
は
、
天
子
が
自
ら
の
名
を
以
て
領
し
た
た
め
で
あ
る
。
第
二
怯
蘇

は
博
し
小
市
の
子
孫
が
領
し
、
亥
子
丑
（
戌
亥
子
）
日
に
番
直
し
た
。
第

三
怯
醇
は
木
華
黎
の
子
孫
が
領
し
、
寅
卯
辰
（
丑
寅
卯
）
日
に
番
直
し

た
。
第
四
耳
癖
は
博
ム
小
忽
の
子
孫
が
領
し
、
巳
午
未
（
辰
巳
午
）
日
に

番
直
し
た
。
ま
た
第
一
護
照
は
、
太
祖
の
時
に
は
博
ホ
忽
の
子
孫
が
領

し
た
が
、
博
ホ
忽
の
子
孫
で
怯
藤
長
を
領
す
る
も
の
は
一
時
的
に
絶
え
、

代
っ
て
別
製
部
が
野
駆
の
名
を
以
て
こ
れ
を
領
し
、
後
に
第
四
怯
薩
の

尊
老
温
の
子
孫
が
絶
え
た
あ
と
を
承
け
て
、
第
一
怯
蒔
で
あ
っ
た
博
ム
小

忽
の
子
孫
が
第
四
怯
醇
を
領
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
以
上
、
元
朝
四
怯
薩
の
輪
番
制
度
に
つ
い
て
、
細
々
と
し
た
穿
盤
を

し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
世
祖
以
後
の
怯
醇
の
変
質
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
太
祖
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
遺
制
で
あ
り
、
元
朝
に
あ
っ
て

最
も
蒙
古
的
と
さ
れ
る
怯
醇
制
度
そ
の
も
の
は
、
厳
然
と
し
て
元
末
ま

で
維
持
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
　
　
注
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
搦

L
　
箭
内
互
氏
、
　
「
元
朝
怯
再
考
」
　
（
『
蒙
古
史
研
究
』
所
収
）
。
怯
　
一

　
薩
の
原
義
に
つ
い
て
は
、
モ
ス
タ
ー
ル
ト
に
次
の
よ
う
な
説
が
あ
る
。

　
「
怯
醸
は
も
と
も
と
『
犠
牲
祭
が
終
っ
た
の
ち
に
、
そ
の
供
物
か
ら
、

祭
り
に
参
加
し
た
人
々
に
供
せ
ら
れ
る
部
分
」
を
い
う
も
の
で
あ
る

　
が
、
そ
れ
か
ら
『
各
自
に
ふ
り
も
ど
っ
て
く
る
部
分
や
役
割
」
を
い
つ

　
た
語
に
な
り
、
従
っ
て
『
運
命
。
恩
恵
』
の
意
味
と
も
な
り
、
ま
た
『

　
順
番
に
各
人
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
役
割
・
役
職
」
を
意
味
す
る
も

　
の
と
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
身
♂
q
・
8
巽
ご
〉
二
U
ぎ
江
。
§
巴
器

　
O
巳
。
ω
・
℃
唐
言
》
華
言
〈
村
上
正
二
氏
、
　
『
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
」
2
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
平
凡
社
、
一
九
七
二
）
2
5
所
引
〉
】
。
ま
た
、
山
田
信
夫
氏
は
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
タ
ン
ブ
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
土
文
書
に
み
え
る

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

結

び

本
稿
は
、
元
朝
四
怯
蒔
の
輪
番
制
度
に
つ
い
て
、
旧
来
不
明
な
点
を

明
ら
か
に
し
、
ま
た
旧
来
の
通
説
の
誤
り
を
正
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

そ
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
同
四
怯
蕗
の
輪
番
制
度
が
、
元
末
ま

で
厳
然
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
点
、
∞
四
怯
蒔
の
番
直
日
支
が
、
至

元
二
十
五
年
以
前
に
は
元
史
兵
志
の
規
定
よ
り
一
日
ず
れ
て
お
り
、
元

史
兵
士
山
の
規
定
通
り
の
番
直
日
支
に
な
る
の
は
、
至
元
二
十
五
年
か
ら

二
十
八
年
に
至
る
間
で
あ
る
点
、
日
也
可
怯
蒔
が
第
一
怯
酵
の
別
名
で

あ
る
と
い
う
点
、
四
太
祖
の
時
、
第
一
怯
蒔
を
領
し
て
い
た
博
示
忽
の

子
孫
が
、
後
に
第
四
怯
轄
を
領
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
、
回
世

祖
以
後
の
第
四
怯
蒔
博
'
邪
忽
の
子
孫
は
完
者
帖
木
児
で
絶
え
、
そ
の
後

は
四
傑
の
子
孫
で
な
い
別
児
怯
不
花
・
脱
脱
が
領
し
た
が
、
必
ず
し
も

中
書
右
丞
相
を
以
て
領
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
点
、
内
代
々
の
四
怯

蕗
の
長
の
名
と
そ
の
在
任
期
聞
に
関
す
る
点
。

本
稿
で
論
述
し
た
点
と
旧
来
明
ら
か
比
さ
れ
て
い
る
点
と
を
統
合
し

た
際
、
次
の
乙
と
が
い
え
る
。
元
朝
四
怯
酵
の
輪
番
制
度
は
、
世
祖
以

後
に
お
い
て
は
元
末
ま
で
厳
然
と
し
て
存
続
し
た
。
第
一
怯
蒔
は
也
可

怯
蒔
と
も
呼
ば
れ
、
申
酉
成
日
(
至
元
二
十
八
年
以
後
。
同
二
十
五
年

以
前
に
は
未
申
酉
目
。
以
下
同
様
に
)
に
番
直
し
た
。
也
可
と
呼
ば
れ

る
の
は
、
天
子
が
自
ら
の
名
を
以
て
領
し
た
た
め
で
あ
る
。
第
二
怯
醇

は
博
'
郡
北
の
子
孫
が
領
し
、
亥
子
丑
(
戊
亥
子
)
自
に
番
直
し
た
。
第

三
怯
醇
は
木
華
家
の
子
孫
が
領
し
、
寅
卯
辰
(
丑
寅
卯
)
日
比
番
直
し

た
。
第
四
怯
蕗
は
博
ホ
忽
の
子
孫
が
領
し
、
巳
午
未
(
辰
巳
午
)
日
比

番
直
し
た
。
ま
た
第
一
怯
蕗
は
、
太
祖
の
時
に
は
博
ホ
忽
の
子
孫
が
領

し
た
が
、
博
ホ
忽
の
子
孫
で
怯
蕗
長
を
領
す
る
も
の
は
一
時
的
に
絶
え
、

代
っ
て
別
速
部
が
也
可
の
名
を
以
て
こ
れ
を
領
し
、
後
に
第
四
怯
蕗
の

赤
老
温
の
子
孫
が
絶
え
た
あ
と
を
承
け
て
、
第
一
怯
醇
で
あ
っ
た
博
か

忽
の
子
孫
が
第
四
怯
蒔
を
領
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
、
元
朝
四
怯
蕗
の
輪
番
制
度
に
つ
い
て
、
細
々
と
し
た
穿
撃
を

し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
乙
れ
に
よ
っ
て
世
祖
以
後
の
怯
蒔
の
変
質
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
太
祖
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
遺
制
で
あ
り
、
元
朝
に
あ
っ
て

最
も
蒙
古
的
と
さ
れ
る
怯
蒔
制
度
そ
の
も
の
は
、
厳
然
と
し
て
元
末
ま

で
維
持
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

注

l

箭
内
互
氏
、
「
元
朝
怯
蕗
考
」
(
「
蒙
古
史
研
究
』
所
収
)
。
怯

蒔
の
原
義
に
つ
い
て
は
、
モ
ス
タ
ー
ル
ト
に
次
の
よ
う
な
説
が
あ
る
。

「
怯
蒔
は
も
と
も
と
「
犠
牲
祭
が
終
っ
た
の
ち
に
、
そ
の
供
物
か
ら
、

祭
り
に
参
加
し
た
人
々
に
供
せ
ら
れ
る
部
分
』
を
い
う
も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
か
ら
「
各
自
に
ふ
り
も
ど
っ
て
く
る
部
分
や
役
割
」
を
い
っ

た
語
に
な
り
、
従
っ
て
『
運
命
・
恩
恵
』
の
意
味
と
も
な
り
、
ま
た
「

順
番
に
各
人
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
役
割
・
役
職
」
を
意
味
す
る
も

の
と
も
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
」
雪
。
叩

Z
2
7
p
b
E
5
5
t
z

C
E
g
b
P
E
W
S凸
〈
村
上
正
二
氏
、
「
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
」

2

(

m
h
u
 

平
凡
社
、
一
九
七
一
一
)
お
所
引
〉
】
。
ま
た
、
山
田
信
夫
氏
は
イ
ス

h
r
 

タ
ン
ブ
ル
大
学
図
書
館
所
蔵
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
出
土
文
書
に
み
え
る
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図
面
涛
の
語
に
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。
　
「
流
離
蒔
は
古
い
文
書

　
文
献
で
は
『
順
番
』
の
意
味
で
使
わ
れ
、
ふ
つ
う
内
乱
時
と
読
ま
れ

　
て
い
た
が
、
の
ち
の
チ
ャ
ガ
タ
イ
語
で
は
『
見
張
り
、
番
所
、
哨
基

　
な
ど
を
意
味
す
る
閑
顧
客
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ

　
ル
語
で
も
、
『
部
分
』
『
分
隊
」
を
意
味
す
る
図
㊦
ω
爵
が
現
在
あ
る

　
が
、
怯
醸
を
『
恩
恵
』
な
ど
を
意
味
す
る
モ
ン
ゴ
ル
語
図
①
巴
σ
q
に
基

　
く
と
す
る
考
え
は
再
検
討
を
要
す
る
。
」
【
　
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
大
学

　
図
書
館
所
蔵
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
文
書
類
1
と
く
に
ウ
イ
グ
ル
文
書
に

　
つ
い
て
一
」
　
（
西
南
ア
ジ
ア
研
究
2
0
、
京
都
大
学
、
一
九
六
九
】
。

　
と
こ
ろ
で
、
箭
内
氏
は
南
南
の
原
義
を
恩
寵
の
意
味
に
求
め
、
怯
蘇

　
の
組
織
を
宿
衛
・
言
葉
・
箭
筒
士
の
三
隊
に
限
定
さ
れ
、
怯
醇
の
創
設

　
を
＝
一
〇
四
年
と
定
め
て
お
ら
れ
る
が
、
一
方
幅
寄
（
蒙
兀
児
史
記
）
、

　
何
紹
惑
（
新
元
史
）
、
薫
啓
重
氏
、
　
（
「
元
代
的
宿
衛
制
度
」
〈
辺

　
政
研
究
所
年
報
第
四
期
一
九
七
三
〉
）
等
は
、
太
祖
チ
ン
ギ
ス
カ
ン

　
第
一
次
即
位
（
一
一
八
九
）
の
と
き
に
宮
廷
の
職
務
を
分
担
し
た
ネ

　
ケ
ル
に
よ
る
親
兵
隊
（
真
杉
慶
夫
氏
の
表
現
に
よ
る
。
同
氏
、
　
「
怯

　
聾
制
度
に
つ
い
て
」
〈
社
会
文
化
史
学
6
、
一
九
七
一
〉
）
を
怯
醇

　
と
み
な
し
て
い
る
（
こ
の
と
き
ま
だ
、
三
隊
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
）
。

　
怯
醇
の
語
源
に
関
す
る
モ
ス
タ
ー
ル
ト
、
山
田
両
氏
の
説
は
、
屠
寄

　
等
三
者
の
説
に
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
異
に
つ
い
て
は

　
後
日
取
り
あ
げ
る
が
、
今
は
姑
く
箭
内
氏
の
説
に
従
っ
て
お
く
。

2
　
村
上
正
二
氏
は
、
こ
の
と
き
に
お
け
る
誌
面
の
性
格
に
つ
い
て
の

　
「
世
風
万
は
モ
ン
ゴ
ル
青
年
貴
族
の
薫
陶
の
機
関
で
あ
っ
て
、
近
衛

　
兵
の
士
官
学
校
的
役
割
を
果
し
た
」
と
い
う
ヴ
ェ
ル
ナ
ッ
キ
ー
の
説
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
賛
成
し
て
い
る
「
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
3
」
〈
平
凡
社
、
一
九
七
六
〉
恥
）

3
。
従
来
、
三
富
に
つ
い
て
の
主
な
研
究
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
箭

　
内
記
氏
、
　
「
元
朝
直
面
考
」
　
（
『
蒙
古
史
研
究
」
所
収
）
。
真
杉
慶

　
夫
氏
、
　
「
元
朝
の
言
言
赤
に
つ
い
て
」
　
（
『
元
史
刑
法
志
の
研
究
訳

　
註
』
所
載
）
。
同
氏
、
「
怯
醇
制
度
に
つ
い
て
」
　
（
社
会
文
化
史
学

　
6
、
一
九
七
一
）
。
薫
二
二
氏
、
　
「
元
代
的
宿
衛
制
度
」
　
（
辺
政
研

　
究
所
年
報
第
四
期
、
　
一
九
七
三
）
。

4
　
阿
部
健
夫
「
大
元
通
制
解
説
」
　
（
『
元
代
史
の
研
究
』
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

5
　
二
面
四
認
証
長
、
第
三
怯
藤
安
童
の
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
q
は

　
年
代
に
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
二
十
年

　
は
二
十
一
年
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ

　
れ
ば
、
番
直
日
支
は
変
ら
ず
、
筆
者
の
説
を
補
強
す
る
。

6
　
忍
受
官
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

7
，
月
赤
蕩
児
の
父
に
失
里
門
の
名
が
み
え
る
が
、
元
史
巻
一
九
一
博

　
爾
忽
伝
に
よ
る
と
、
彼
が
死
ん
だ
の
は
至
元
十
七
年
以
前
で
あ
る
か

　
ら
問
題
に
な
ら
な
い
。
元
史
巻
＝
二
五
徹
里
山
に
、
徹
里
の
子
失
烈

　
門
の
名
が
み
え
る
が
、
　
「
三
夏
二
年
直
宿
衛
」
と
あ
り
別
人
で
あ
る
。

＆
　
元
輪
郭
一
二
二
用
木
海
伝
に
、
殻
斗
海
の
雪
渓
都
蒼
空
の
名
が
み

　
え
る
が
、
　
「
襲
砲
手
総
管
。
…
…
。
後
々
砲
手
万
戸
。
改
重
三
魯
花

　
赤
」
と
あ
り
別
人
で
あ
る
。
同
巻
＝
三
二
懐
都
伝
に
、
斡
魯
納
台
下

　
懐
都
の
子
偏
鷹
番
児
の
名
が
み
え
る
。
冷
汗
大
肝
「
元
正
氏
族
表
」

　
に
は
他
に
、
答
答
帯
氏
、
捏
古
震
音
の
忽
都
苔
（
達
）
児
を
見
出
す
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元
朝
の
怯
藤
に
つ
い
て

Z 

町
内
町
長
停
の
語
に
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。
「
同

p
r
w
は
古
い
文
書

文
献
で
は
『
順
番
』
の
意
味
で
使
わ
れ
、
ふ
つ
う
閉
山
N

停
と
読
ま
れ

て
い
た
が
、
の
ち
の
チ
ヤ
ガ
タ
イ
語
で
は
「
見
張
り
、
番
所
、
哨
甚

な
ど
を
意
味
す
る
同
M
H
M
F
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ

ル
語
で
も
、
「
部
分
』
『
分
隊
』
を
意
味
す
る
同
2
0
r
が
現
在
あ
る

が
、
怯
蕗
を
「
思
恵
』
な
ど
を
意
味
す
る
モ
ン
ゴ
ル
諮
問
2
誌
に
基

く
と
す
る
考
え
は
再
検
討
を
要
す
る
。
」
【
「
イ
ス
タ
ン
プ
ル
大
学

図
書
館
所
蔵
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
文
書
類
!
と
く
に
ウ
イ
グ
ル
文
書
に

つ
い
て
l
」
(
西
南
ア
ジ
ア
研
究
却
、
京
都
大
学
、
一
九
六
九
】
。

と
こ
ろ
で
、
箭
内
氏
は
怯
蒔
の
原
義
を
恩
寵
の
意
味
に
求
め
、
怯
蒔

の
組
織
を
宿
衛
・
侍
衛
・
箭
筒
士
の
三
隊
に
限
定
さ
れ
、
怯
酵
の
創
設

を
一
二

O
四
年
と
定
め
て
お
ら
れ
る
が
、
一
方
屠
寄
(
蒙
冗
児
史
記
)
、

桐
紹
忍
(
新
元
史
)
、
粛
啓
慶
氏
、
(
「
元
代
的
宿
衛
制
度
」
〈
辺

政
研
究
所
年
報
第
四
期
一
九
七
三
〉
)
等
は
、
太
祖
チ
ン
ギ
ス
カ
ン

第
一
次
即
位
(
一
一
八
九
)
の
と
き
に
宮
廷
の
職
務
を
分
担
し
た
ネ

ケ
ル
に
よ
る
親
兵
隊
(
真
杉
慶
夫
氏
の
表
現
に
よ
る
。
同
氏
、
「
怯

醇
制
度
に
つ
い
て
」
〈
社
会
文
化
史
学

6
、
一
九
七
一
〉
)
を
怯
蒔

と
み
な
し
て
い
る
(
乙
の
と
き
ま
だ
、
三
隊
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
)
。

怯
酵
の
語
源
に
関
す
る
モ
ス
タ
ー
ル
ト
、
山
田
両
氏
の
説
は
、
屠
寄

等
三
者
の
説
に
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
相
異
に
つ
い
て
は

後
日
取
り
あ
げ
る
が
、
今
は
姑
く
箭
内
氏
の
説
に
従
っ
て
お
く
。

村
上
正
二
氏
は
、
乙
の
と
き
に
お
け
る
怯
轄
の
性
格
に
つ
い
て
の

「
怯
蒔
万
は
モ
ン
ゴ
ル
青
年
貴
族
の
薫
陶
の
機
関
で
あ
っ
て
、
近
衛

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

兵
の
士
宮
学
校
的
役
割
を
果
し
た
」
と
い
う
ヴ
ェ
ル
ナ
ッ
キ
l
の
説
に

賛
成
し
て
い
る
「
モ
ン
ゴ
ル
秘
史
3
」
八
平
凡
社
、
一
九
七
六

vm)

a
従
来
、
怯
蒔
に
つ
い
て
の
主
な
研
究
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
箭

内
亙
氏
、
「
元
朝
怯
蒔
考
」
(
『
蒙
古
史
研
究
」
所
収
)
。
真
杉
慶

夫
氏
、
「
元
朝
の
必
闇
赤
に
つ
い
て
」
(
「
元
史
刑
法
志
の
研
究
訳

註
』
所
載
)
。
同
氏
、
「
怯
蕗
制
度
に
つ
い
て
」
(
社
会
文
化
申
舟
子

6
、
一
九
七
一
)
。
粛
啓
慶
氏
、
「
元
代
的
宿
衛
制
度
」
(
辺
政
研

究
所
年
報
第
四
期
、
一
九
七
三
)
。

4
阿
部
健
夫
「
大
元
通
制
解
説
」
(
『
元
代
史
の
研
究
」
所
収
)

5

次
節
四
怯
蕗
長
、
第
三
怯
蒔
安
童
の
項
で
述
べ
る
よ
う
に
、
山
は

年
代
に
誤
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
恐
ら
く
二
十
年

は
二
十
一
年
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
も
し
そ
う
で
あ

れ
ば
、
審
直
日
支
は
変
ら
ず
、
筆
者
の
説
を
補
強
す
る
。

na

怯
蒔
官
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

1

月
赤
察
児
の
父
に
失
里
門
の
名
が
み
え
る
が
、
元
史
巻
一
九
一
博

雨
忽
伝
に
よ
る
と
、
彼
が
死
ん
だ
の
は
至
元
十
七
年
以
前
で
あ
る
か

ら
問
題
に
な
ら
な
い
。
元
史
巻
二
ニ
五
徹
里
伝
に
、
徹
里
の
子
失
烈

門
の
名
が
み
え
る
が
、
「
皇
慶
二
年
直
宿
衛
」
と
あ
り
別
人
で
あ
る
o

a
元
史
巻
二
三
一
庵
木
海
伝
に
、
崎
木
海
の
子
忽
都
文
ロ
児
の
名
が
み

え
る
が
、
「
襲
砲
手
総
管
。
:
:
:
。
後
陸
砲
手
万
戸
。
改
授
達
魯
花

赤
」
と
あ
り
別
人
で
あ
る
。
同
巻
一
三
三
懐
都
伝
に
、
斡
魯
納
台
氏

懐
都
の
子
忽
都
苓
児
の
名
が
み
え
る
。
又
銭
大
明
「
元
史
氏
族
表
」

に
は
他
民
、
答
答
帯
氏
、
盟
古
帯
氏
の
忽
都
文
口
(
達
)
児
を
見
出
す
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元
朝
の
怯
蘇
に
つ
い
て

　
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
本
人
と
は
思
わ
れ
な
い
。

9
…
　
元
史
巻
一
三
六
阿
蘇
不
花
伝
に
、
成
町
が
崩
じ
た
時
、
安
西
王
安

　
難
苔
及
び
成
后
に
加
担
し
た
通
政
使
只
児
恰
郎
の
名
が
み
え
る
が
、

　
丞
相
阿
高
台
等
と
共
に
誹
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
至
大
二
年
の
怯
臆
長
9

　
で
は
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

・
皿
　
元
史
巻
＝
ご
一
昔
児
吉
思
伝
に
、
昔
児
吉
思
の
孫
、
塔
出
の
子
撒

　
漫
読
の
名
が
み
え
る
。
彼
は
腰
張
斡
耳
朶
千
戸
よ
り
同
食
宣
二
院
、

　
金
馬
事
、
虚
伝
宣
徽
今
山
と
す
す
み
、
成
宗
の
膏
血
徽
使
を
拝
し
て

　
い
る
が
、
そ
の
経
歴
を
見
る
と
別
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

n
　
木
刺
忽
が
広
平
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
、
元
史
上
二
十
四
仁
宗

　
紀
皇
慶
元
年
夏
四
月
壬
午
の
條
に
み
え
る
。
二
面
図
の
場
合
は
、
元
史

　
巻
＝
二
九
本
伝
先
掲
記
事
に
み
え
る
。

12
@
銭
大
所
「
元
史
氏
族
表
」
阿
韻
図
該
博
白
墨
の
世
系
に
、
　
「
咬
咬

　
順
帝
紀
至
正
十
三
年
、
以
怯
醇
厚
広
平
王
咬
咬
征
討
慢
功
、
削
二
王

　
爵
、
亦
未
詳
何
人
之
子
」
と
あ
る
。
泣
寄
撰
「
蒙
兀
児
史
記
」
巻
一

　
五
二
氏
族
表
第
四
之
一
、
三
論
氏
族
上
阿
魯
刺
氏
項
に
、
阿
魯
図
の
子

　
と
し
て
こ
の
咬
咬
を
掲
げ
て
い
る
。

13
@
元
文
類
巻
二
十
三
太
師
広
平
貞
憲
王
碑
に
、
玉
弓
隠
木
児
に
つ
い

　
て
記
し
て
、
「
国
朝
重
天
官
内
膳
之
選
。
　
（
世
祖
）
特
命
領
其
事
」

　
と
あ
る
。
元
史
に
は
「
天
盛
」
が
「
太
官
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

　
意
は
同
じ
く
宝
児
振
と
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
箭

　
内
氏
は
彼
を
怯
薩
長
と
み
て
い
な
い
が
、
屠
寄
氏
は
「
蒙
兀
児
史
記
」

　
巻
二
十
八
本
伝
に
「
命
長
島
蘇
。
充
保
兀
皇
臣
」
と
記
し
て
い
る
。

　
「
天
官
内
膳
の
選
を
領
す
」
と
あ
る
こ
と
だ
け
か
ら
は
怯
醇
長
と
断

　
定
し
難
く
、
別
に
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
今
は
箭
内
氏
の

　
見
解
に
従
う
。

玖
　
元
文
類
巻
二
十
四
丞
相
東
平
忠
憲
王
碑
。
元
詰
巻
＝
一
六
安
童
　
。

　
元
史
巻
＝
二
六
拝
住
伝
。
箭
内
氏
が
「
元
朝
古
意
考
」
に
す
で
に
明

　
ら
か
に
し
て
い
る
。

凪
　
元
文
類
巻
二
十
四
丞
相
東
平
忠
憲
王
碑
。
金
華
黄
先
生
文
集
三
二

　
十
四
郵
王
詮
文
忠
神
道
碑
。
元
史
巻
＝
二
六
拝
謝
伝
。
及
び
第
一
表
。

16
@
元
畜
巻
一
九
一
博
爾
忽
伝
に
は
「
世
祖
虚
聞
其
賢
。
盛
事
其
父
之

　
死
。
年
十
六
召
見
。
亡
命
領
四
怯
薩
転
官
。
鼻
元
十
七
年
長
一
計
蘇
」

　
と
あ
る
。
魏
源
は
「
元
史
新
編
」
巻
二
十
一
博
爾
忽
伝
に
、
　
「
年
十

　
六
、
即
領
第
四
怯
醇
職
。
世
祖
心
元
十
七
年
長
第
一
怯
醇
」
と
解
し

　
て
い
る
が
、
指
寄
は
「
蒙
兀
児
史
記
」
巻
二
十
八
孝
品
等
児
伝
に
「

　
年
十
六
召
見
。
…
…
．
幕
命
入
怯
醇
。
充
溢
兀
下
士
。
至
元
十
七
年

長
一
児
怯
」
と
解
し
て
い
る
。
箭
内
瓦
氏
も
「
元
朝
怯
薩
考
」
に
お

　
い
て
、
月
島
察
児
が
怯
薩
長
と
な
っ
た
の
は
講
元
十
八
年
で
あ
る
と

　
い
っ
て
い
る
。
大
徳
十
剛
年
、
至
大
四
年
に
見
え
る
月
赤
察
児
の
番

　
直
日
支
は
い
ず
れ
も
健
筆
未
で
あ
り
、
月
赤
玉
児
の
怯
醇
は
第
四
怯

　
醇
で
あ
る
。
屠
寄
、
箭
内
氏
の
解
釈
が
正
し
く
、
魏
源
は
、
元
史
に

　
四
民
薩
太
官
と
あ
る
の
を
第
四
三
白
、
一
直
蘇
に
長
と
な
る
と
あ
る

　
の
を
第
一
怯
醇
と
誤
解
し
た
の
で
、
別
に
根
拠
と
な
る
史
料
が
あ
っ

　
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
箭
内
氏
は
先
信
書
に
お
い
て
、
　
「
月
赤
察
児
は
世
祖
成
宗
の
際
に
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元
朝
の
怯
轄
に
つ
い
て

乙
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
も
本
人
と
は
思
わ
れ
な
い
。

a
元
史
巻
一
三
六
阿
沙
不
花
伝
に
、
成
宗
が
崩
じ
た
時
、
安
西
王
安

蝉
耕
太
ロ
及
び
成
后
に
加
担
レ
た
通
政
使
只
児
恰
郎
の
名
が
み
え
る
が
、

丞
相
阿
忽
台
等
と
共
に
諒
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
至
大
二
年
の
怯
藤
長

で
は
あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。

日
元
史
巻
一
一
二
一
昔
児
吉
思
伝
に
、
昔
児
吉
思
の
孫
、
塔
出
の
子
撒

里
蛮
の
名
が
み
え
る
。
彼
は
迭
只
斡
耳
架
千
一
戸
よ
り
同
愈
宣
徽
院
、

食
院
事
、
同
知
宣
徽
院
事
と
す
す
み
、
成
宗
の
時
宣
徽
使
を
拝
し
て

い
る
が
、
そ
の
経
歴
を
見
る
と
別
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

日
木
刺
忽
が
広
平
玉
に
封
ぜ
ら
れ
た
ζ

と
は
、
元
史
巻
二
十
四
仁
宗

紀
皇
慶
元
年
夏
四
月
壬
午
の
僚
に
み
え
る
。
阿
魯
図
の
場
合
は
、
元
史

巻
一
三
九
本
伝
先
掲
記
事
に
み
え
る
。

ロ
銭
大
析
「
元
史
氏
族
表
」
阿
魯
図
氏
博
繭
戒
の
世
系
に
、
「
校
校

順
帝
紀
至
正
十
三
年
、
以
怯
酪
官
広
平
王
校
校
征
討
慢
功
、
削
其
王

爵
、
亦
未
詳
伺
人
之
子
」
と
あ
る
。
屠
寄
撰
「
曲
家
一
ん
児
史
記
」
巻
一

五
二
氏
族
表
第
四
之
一
、
蒙
冗
氏
族
上
阿
魯
刺
氏
項
に
、
阿
魯
図
の
子

と
し
て
乙
の
校
校
を
掲
げ
て
い
る
。

日
元
文
類
巻
二
十
三
太
師
広
平
貞
憲
王
碑
に
、
玉
昔
帖
木
児
に
つ
い

て
記
し
て
、
「
国
朝
重
天
宮
内
膳
之
選
。
(
世
祖
〉
特
命
領
其
事
」

と
あ
る
。
元
史
に
は
「
天
宮
」
が
「
太
宮
」
と
A

記
さ
れ
て
い
る
が
、

意
は
同
じ
く
宝
児
赤
と
な
っ
た
乙
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
箭

内
氏
は
彼
を
怯
蒔
長
と
み
て
い
な
い
が
、
屠
寄
氏
は
「
蒙
冗
児
史
記
」

巻
二
十
八
本
伝
に
「
命
長
怯
謀
。
充
保
冗
児
臣
」
と
記
し
て
い
る
。

「
天
宮
内
膳
の
選
を
領
す
」
と
あ
る
こ
と
だ
け
か
ら
は
怯
蒔
長
と
断

定
し
難
く
、
別
に
縫
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
今
は
箭
内
氏
の

見
解
に
従
う
。

M

元
文
類
巻
二
十
四
丞
相
東
平
忠
憲
王
碑
。
元
史
巻
二
一
六
安
童

元
史
巻
一
三
六
拝
住
伝
。
箭
内
氏
が
「
元
朝
怯
蒔
考
」
に
す
で
に
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

日
元
文
類
巻
二
十
四
丞
相
東
平
忠
憲
王
碑
。
金
華
黄
先
生
文
集
巻
二

十
四
四
時
王
誼
文
忠
神
道
碑
。
元
史
巻
一
二
一
六
拝
住
伝
。
及
び
第
一
表
。

同
元
史
巻
一
九
一
博
爾
忽
伝
に
は
「
世
祖
雅
聞
其
賢
。
且
関
其
父
之

死
。
年
十
六
召
見
。
即
命
領
四
怯
蒔
太
官
。
至
元
十
七
年
長
一
怯
蒔
」

と
あ
る
。
魂
源
は
「
元
史
新
編
」
巻
二
十
一
博
爾
忽
伝
に
、
「
年
十

六
、
即
領
第
四
怯
蒔
職
。
世
祖
至
元
十
七
年
長
第
一
怯
蕗
」
と
解
し

て
い
る
が
、
屠
寄
は
「
蒙
冗
児
史
記
」
巻
二
十
八
字
羅
忽
児
伝
に
「

年
十
六
召
見
。
:
:
:
即
命
入
怯
蒔
。
充
保
冗
児
臣
。
至
元
十
七
年

長
一
児
怯
」
と
解
し
て
い
る
。
箭
内
瓦
氏
も
「
元
朝
怯
蒔
考
」
に
お

い
て
、
月
赤
察
児
が
怯
蕗
長
と
な
っ
た
の
は
至
元
十
八
年
で
あ
る
と

い
っ
て
い
る
。
大
徳
十
一
年
、
至
大
四
年
に
見
え
る
月
赤
察
児
の
番

直
日
支
は
い
ず
れ
も
巴
午
未
で
あ
り
、
月
赤
察
児
の
怯
蒔
は
第
四
怯

蒔
で
あ
る
。
屠
寄
、
箭
内
氏
の
解
釈
が
正
し
く
、
貌
源
は
、
元
史
民

四
怯
藤
太
宮
と
あ
る
の
を
第
四
怯
蒔
、
一
怯
蒔
に
長
と
な
る
と
あ
る

の
を
第
一
怯
蒔
と
誤
解
し
た
の
で
、
別
に
根
拠
と
な
る
史
料
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

箭
内
氏
は
先
掲
書
に
お
い
て
、
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「
月
赤
察
児
は
世
祖
成
宗
の
際
に



　
一
旦
叢
叢
長
を
去
っ
て
蔵
王
海
が
こ
れ
に
代
っ
た
が
、
町
回
海
は
至

　
大
元
年
四
月
に
月
堂
上
児
に
先
だ
つ
て
死
ん
だ
た
め
に
、
月
赤
察
児

　
が
再
び
其
職
を
兼
ね
、
至
大
四
年
九
月
に
月
赤
察
児
が
死
ぬ
に
及
ん

　
で
、
伽
頭
は
始
め
て
怯
薩
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
つ

　
て
い
る
が
、
軒
並
海
は
大
徳
十
一
年
五
月
よ
り
九
月
の
間
に
退
い
た

　
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
塔
刺
海
が
月
査
察
児
に
代
っ
て
怯
群
長

　
と
な
っ
た
の
が
何
時
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
他
に
怯
課
長
交
代

　
の
契
機
を
見
出
せ
な
い
か
ら
、
箭
内
氏
に
従
っ
て
お
く
。

皿
　
箭
内
氏
、
先
掲
論
文
。

凪
　
⑩
㈹
q
の
⑱
の
出
典
は
欽
定
四
庫
全
書
珍
本
逃
馬
所
収
の
廟
学
典
礼

　
で
あ
る
。
従
っ
て
察
三
児
は
蒙
古
名
の
清
朝
風
表
記
と
で
も
い
う
こ

　
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
元
史
語
解
に
は
、
球
史
の
月
済
察
児
は
伊

　
徹
察
痢
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
察
察
爾
と
伊
徹
察
嘲
と
は
必
ず
し
も

　
音
が
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
と
も
に
月
詣
察
児
の
異
訳
で
あ

　
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

19
@
箭
内
氏
、
先
掲
論
文
。

⑳
　
屠
寄
氏
は
、
　
「
蒙
兀
児
史
記
」
巻
二
十
八
学
羅
忽
児
伝
に
、
こ
の

　
賊
臣
也
先
鉄
木
児
を
、
孤
頭
の
弟
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

翫
　
屠
寄
「
蒙
兀
児
史
記
」
巻
二
十
八
学
羅
忽
児
伝
に
、
こ
の
記
事
を

　
簡
潔
に
表
現
し
た
完
者
帖
木
児
の
伝
が
あ
る
。
し
か
し
彼
が
怯
醇
長

　
で
あ
る
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

皿
　
箭
内
瓦
氏
は
、
　
「
博
ん
小
忽
早
絶
」
を
、
博
ホ
忽
の
子
孫
が
絶
え
た

　
と
元
史
の
編
者
が
誤
解
し
た
も
の
と
摩
す
る
が
、
全
く
の
誤
解
で
は

元
朝
の
怯
醇
に
つ
い
て

な
く
、
一
時
的
に
絶
え
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
後
第
四
重
事
を
領

す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
た
め
の
誤
解
だ
と
見

る
べ
き
で
あ
る
。

　
横
滑
慶
氏
に
、
　
「
早
言
醇
三
日
一
輪
値
的
制
度
傍
知
己
貫
。
箭
内

瓦
博
士
曽
根
拠
若
干
載
有
怯
醇
執
事
人
員
姓
名
転
輪
値
日
期
的
文
献
、

断
言
自
忽
必
備
時
代
起
、
己
不
遵
守
原
毎
一
怯
藤
皆
按
下
地
謡
言
日

期
而
輪
値
的
制
度
。
筆
者
曽
爬
菰
野
更
訂
的
這
類
文
件
、
発
現
錐
不

無
例
外
、
但
大
体
上
這
一
制
度
侃
被
遵
守
」
た
こ
と
を
論
じ
た
「
元

代
四
臨
監
輪
値
次
序
小
考
」
の
あ
る
旨
、
　
「
元
代
的
宿
衛
制
度
」
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

「
辺
政
研
究
所
年
報
」
第
四
期
、
一
力
七
三
、
φ
）
注
7
0
（
φ
）
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
待
刊
と
あ
り
、
今
に
至
る
ま
で
発
表
さ
れ
た

か
ど
う
か
詳
ら
か
で
は
な
い
。
問
題
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、
上
述
の

氏
の
結
論
と
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
刊
に
附
す
所
以
で
あ
る
。
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一
巨
怯
醇
長
を
去
っ
て
塔
刺
海
が
乙
れ
に
代
っ
た
が
、
塔
刺
海
は
至

大
元
年
四
月
に
月
赤
察
児
に
先
だ
っ
て
死
ん
だ
た
め
に
、
月
赤
察
児

が
再
び
其
職
を
兼
ね
、
至
大
四
年
九
月
に
月
赤
察
児
が
死
ぬ
に
及
ん

で
、
佃
頭
は
始
め
て
怯
蒔
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
っ

て
い
る
が
、
塔
刺
海
は
大
徳
十
一
年
五
月
よ
り
九
月
の
間
に
退
い
た

と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
塔
刺
海
が
月
赤
察
児
に
代
っ
て
怯
醇
長

と
な
っ
た
の
が
何
時
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
他
民
怯
藤
長
交
代

の
契
機
を
見
出
せ
な
い
か
ら
、
箭
内
氏
に
従
っ
て
お
く
。

口
箭
内
氏
、
先
掲
論
文
。

m
m明
ω
m
m
w
の
出
典
は
欽
定
四
庫
全
書
珍
本
初
集
所
収
の
廟
学
典
礼

で
あ
る
。
従
っ
て
察
察
児
は
蒙
古
名
の
清
朝
風
表
記
と
で
も
い
う
乙

と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
元
史
語
解
に
は
、
元
史
の
月
赤
察
児
は
伊

徹
察
側
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
察
察
爾
と
伊
徹
察
剰
と
は
必
ず
し
も

音
が
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
と
も
に
月
赤
察
児
の
異
訳
で
あ

る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
箭
内
氏
、
先
掲
論
文
。

20. 

屠
寄
氏
は
、
「
曲
家
冗
児
史
記
」
巻
二
十
八
字
羅
忽
児
伝
児
、
乙
の

賊
臣
也
先
鉄
木
児
を
、
佃
頭
の
弟
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

幻
屠
寄
「
曲
家
一
ん
児
史
記
」
巻
二
十
八
字
羅
忽
児
伝
民
、
乙
の
記
事
を

簡
潔
に
表
現
し
た
完
者
帖
木
児
の
伝
が
あ
る
。
し
か
し
彼
が
怯
蕗
長

で
あ
る
こ
と
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

認
箭
内
瓦
氏
は
、
「
博
ホ
忽
早
絶
」
を
、
博
ホ
忽
の
子
孫
が
絶
え
た

と
元
史
の
編
者
が
誤
解
し
た
も
の
と
僻
す
る
が
、
全
く
の
誤
解
で
は

冗
朝
の
怯
蕗
に
つ
い
て

一
時
的
に
絶
え
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
後
第
四
怯
蒔
を
領

す
る
よ
う
に
な
っ
た
乙
と
に
気
づ
か
な
か
っ
た
た
め
の
誤
解
だ
と
見

る
べ
き
で
あ
る
。

な
く
、粛

啓
慶
氏
に
、
「
四
怯
蒔
三
日
一
一
輪
値
的
制
度
品
川
知
旧
貫
。
箭
内

瓦
博
士
曽
根
拠
若
干
載
有
怯
蒔
執
事
人
員
姓
名
及
輪
値
目
期
的
文
献
、

断
言
自
忽
必
烈
時
代
起
、
己
不
遵
守
原
毎
一
怯
蒔
皆
按
三
地
支
的
日

期
而
輪
値
的
制
度
。
筆
者
曽
艇
杭
出
更
多
的
這
類
文
件
、
発
現
雄
不

無
例
外
、
但
大
体
上
這
一
制
彦
伺
被
遵
守
」
た
こ
と
を
論
じ
た
「
元

代
四
怯
蕗
輪
値
次
序
小
考
」
の
あ
る
旨
、
「
元
代
的
宿
衛
制
度
」
(

「
辺
政
研
究
所
年
報
」
第
四
期
、
一
カ
七
三
、
同
)
注
市
(
同
〉
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
待
刊
と
あ
り
、
今
に
至
る
ま
で
発
表
さ
れ
た

か
ど
う
か
詳
ら
か
で
は
な
い
。
問
題
点
は
同
じ
で
あ
る
が
、
上
述
の

氏
の
結
論
と
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
刊
に
附
す
所
以
で
あ
る
。
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